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　序章　太子殿下と秘密の戯れ







　始まりは、うるわしの太たい子し殿でん下か、天てん祥しようのお言葉だった。

「君は睡すい蓮れん古こ城じようを知ってるかい？」

「はあ。まあ、一応……」

　茶ちや杯はいから唇くちびるを離した朧ろう月げつは、いつものように頼りなげであいまいな返事をする。

　――皇こう都と。

　華か林りん園えんという、貴族や財産家ばかりが住む地区にある茶さ房ぼうの一室だ。

　美しい屏びよう風ぶで囲われた奥の席なので、どんなに地味に変装しても人目を引いてしまう容姿の天祥と一緒でも、一応騒ぎにはならずに済んでいる。

　つまり朧月は、太子殿下の秘密の外出にお付き合いしている――もとい、させられているところだった。どうして気弱で内気なイナカ姫の朧月が、雲の上の御方とそんなとんでもない真ま似ねをしているのかという説明は、ややこしいので省はぶくとして。

「……黒こく烏う州にある『水の街』のことですよね？　一年中、睡蓮の花が咲くという」

「正解」

「その睡蓮古城が、どうしたのですか？」

　朧月は首をかしげる。それまでの話の流れからすると、いささか唐とう突とつだったのだ。

「最近ちょっとお役目で疲れたから、遠くに行きたい気分になってね」

　そのありふれた説明が、噓うそではないが事実のすべてでもなかったことを朧月が知るのは、ずっと後の話になる。

「けれど睡蓮古城では今、とある幽ゆう鬼きが騒ぎを起こしているそうなんだ」

「……………………それは大変ですね」

「必死で目をそらして無関係なふりをするとは可か愛わいいね。でも逃がさないよ？」

　天祥のどこまでも優ゆう美びなのに妙な迫力のある笑みが、朧月の冷や汗を誘う。

「君には私の護ご衛えいをしてほしい。報ほう酬しゆうははずむよ。故郷に帰るついでにお金ももらえるなんて、美う味まい話だとは思わないかい？」

「いや……ですが、護衛なら蒼そう刻こくさんのほうが、幽鬼を斬きれるから適任ではないかと」

「もちろん蒼刻も連れていくよ。君たちと三人で楽しい旅をしたいからね。まあ、嫌いやなら無理にとは言わないよ？　ただしその場合、皇都に『黒烏州の姫が太子殿下を袖そでにした』っていう噂うわさが流れるかもしれないけれど」







　第一章　正しく微笑む仮面の下は







　傾けい国こくの美び姫きなどというとんでもない冠かんむりをつける等々、たいへん優雅な脅きよう迫はくをたっぷりと聞かされた後で、お断りしますと言える度ど胸きようがあるはずもなく。

　数日後、朧ろう月げつは天てん祥しようとともに馬車に揺られて旅に出た。

（……おうちに帰りたい……）

　出しゆつ立たつの直前まで「持病の無気力病が悪化しまして」などと口からでまかせを言って逃げようとしたのだが、結局逃げきれなかった。無念である。

（まあ、幽ゆう鬼き院いんに近づいてはいるんだけど……この状況はちょっと喜べないわー……）

　もう何度目なのかも忘れたため息をつく。

　彼女の隣に座っている天祥は、音を殺したつもりのそれを耳みみ聡ざとく聞きつけた。

「浮かない顔だね、朧月。馬車のほうが君の大好きな引きこもり感を味わいながら移動ができるから、喜んでもらえるかと思ったのに。それとも、何か足りないものでもあるのかな？　言ってごらん、お菓か子しでも衣い裳しようでも花でも好きなだけ用意してあげるよ」

「！　いえいえまさかそんな、滅めつ相そうもない……」

　朧月はあわてて首を振った。

　その拍ひよう子しに、目ま深ぶかにかぶっていた淡たん紫し色しよくの紗しやが黒髪からすべり落ちてしまうのを、天祥の手が受けとめてくれる。

「慎つつしみ深いところは可か愛わいいけれど、君はもう少し欲を見せてもいいと思うよ。でないと私も、どうやって君をいとおしめばいいのか困ってしまう」

（ひー……）

　紗の位置を直しながら――つまりとても近い距離で黒髪や頰ほおや首筋にふれられながら甘い声でささやかれると、腰が抜けそうになる。

（こんな狭いところで二人きりのときに、その笑顔は勘かん弁べんしてください……）

　普段は狭くて暗い空間を愛する引きこもりの朧月だが、このときばかりは外に転げて逃げだしたくなった。なんなんだろうこの精神修行は。

（……太たい子し殿下はわたしを変な生きものだと思って、つついて楽しんでるだけなのはわかっているんだけど）

　この美び貌ぼうは凶きよう器きだと改めて思う。

　透すき通った月光を思わせる、金色の髪。虹にじの青の瞳。時に寒けを覚えそうなほど完かん璧ぺきに整っているのに、目をそらせなくなる面おも差ざし。

　自みずからの容色がもつ威い力りよくをぞんぶんに利用して人を転がす趣味もたちが悪いが、目もつ下か最大の問題は――

「それとも私の言葉遣いがいけないのかな。たしかにこの衣裳には合わせていなかったけれど。では改めて――朧月さん、何か欲しいものはなぁい？」

「もう勘弁してください」

　妙にうまい女声と言葉遣いに、今度こそ倒れそうになりながら、朧月はうめいた。

　――そう。

　なんの悪い夢なのか、太子殿下は女装なさっているのだ……。

　だから許すというわけではないが、衣裳の色合いはおとなしい。

　青せい磁じを思わせる透明感がため息ものの、淡あわい青緑色に染められた襦じゆ裙くんは、襟えり元もとや袖そで口ぐちに金きん糸しの刺し繡しゆうがわずかにあるほかは、特に飾りけがない。その上に織り模も様ようの優ゆう美びな上じよう衣いをはおって、女性とは差のある肩の線をごまかしている。

　目立つ金髪は、一部にだけ編あみこみを入れて、ふわりと流した。朧月がお手伝いした。

（……なんでこんなことに）

　それらの支し度たくのお手伝いをしたことを思い返し、今さらながら頭を抱かかえたくなる。

　正体を隠すためには変装しないとね、と天祥は言うが、違う意味で目立つだろうとつっこみたい。

　けれど天祥は彼女の気苦労など知らぬげに、薄うす化げ粧しようの顔をほころばせている。

　艶つやっぽく、どこか謎なぞめいたそれは、国の一つや二つは傾けられそうなほど魅力的だ。

「冗談だよ。君の困った顔がたまらないから、つい調子に乗っただけ」

「…………」

「拗すねない拗ねない」

「す、拗ねてはいません」

　少しばかりむっとして言い返す朧月を、天祥はまるで人形を抱くみたいにしてあやす。

　それもまた心臓に悪いが、膝ひざの上に琳りん琳りん――天祥が可愛がっている小さなパンダ（お昼寝中）を預かっているため、朧月はのけぞることもままならなかった。

「というか……どうしてそんなに、女装に慣れておいでなのですか？」

「皇こう都とでもときどき、内緒で街に出るためにこういう格好をしてるから」

「は!?」

「楽しいよ？　この姿で笑顔をふりまきながら歩いて、さんざん男たちをデレデレさせたところで、胸元を開いて現実を見せつけたときの空気なんて特に」

　なんたる鬼き畜ちく。

「ああ、君に男装をさせていたら、もっと倒とう錯さく的てきな楽しみ方もできたのかな」

「……何をなさるおつもりで？」

「女装した男が男装の乙女おとめを口く説どき落とすという、実話を基もとにした本があるんだよ。なかなか倒錯的で楽しそうだった」

　何を読んでるんだこの方は。しかも実話って。

　先刻から言いたいことは山ほどあるのだが、小心者の朧月にはこわばった愛あい想そ笑いを維い持じするだけで精一杯である。

（やっぱり蒼そう刻こくさんはすごいなぁ……）

　このクセ者の太子殿下をはじめとした我が道を行くにも程がある人々にいつもきっちり常識的なつっこみをしている青年が、まぶたの裏に浮かんだ。

　目つきと口はすこぶる悪く、強引で荒っぽいと感じるときもあるが、意外なほど面倒見のいい人。鋼はがねのような強さの陰に、やさしさと悲しみを秘めている人――

「そんなに恋しそうな顔をしなくても、蒼刻ならきっとすぐに追いついてくるよ」

「！」

　それまでの悪ふざけとはどこか違う口調に、ぎくりとする。

　ぽんと肩を叩たたかれた朧月は、なぜだか咎とがめられたような気がして、身体をこわばらせてしまった。

　しかし朧月お得意の悪い想像に反して、天祥はさもうれしそうに目を細めた。

「君と蒼刻が二人ともいれば、私は倍以上楽しめるからね。たとえ戦うにしても、堂々と戦ったほうが刺激的だ」

「戦う……？」

「おや。外の風景がきれいだよ、朧月」

　前ぶれなく過激な言葉が出てきたので瞬しばたたいたが、天祥は答えてはくれなかった。

　内心戸惑うが、厄やつ介かい事ごとが少なそうな向きに流されておくのが、平穏を愛する引きこもりなりの打算だ。天祥に誘われるまま、小窓に顔を近づけてみる。

　なるほど、さっきまではもの寂さびしい荒野だったのに、いつのまにか一面の花畑が広がっていた。白しろ詰つめ草くさの可か憐れんな色が目にやさしい。反対側の窓も開けてみると、そちらは粟あわ、黍きびといった雑ざつ穀こくの畑だった。

　睡すい蓮れん古こ城じようは城壁に囲まれた街だが、農民の多くは、城壁の外に住んで田畑の世話をしている。人影はないが、農民とおぼしき簡素な短たん袍ぽうの幽鬼――死者の霊れい魂こんなら、朧月は何人も見つけることができた。

「睡蓮古城は近いようだね。この花畑は、あの『大だい蜜みつ原げん』の一部だろう？」

「そうですけれど……大蜜原を、ご存知なのですか？」

　朧月は意外な思いで瞬いた。

　大蜜原とは、黒烏州特産の蜂はち蜜みつを採とるために人の手で整えた、広大な花畑のことだ。州民のこよなく愛する風景だが、黒烏州は八つある州の中でも忘れられがちな存在なので、まさか太子殿下がご存知とは、と驚いてしまう。

「もちろん。それぞれの州の特色や名物は、私のような者にとっては基礎知識だし、黒烏州の蜂蜜やそれを利用した加工品の数々は、おそらく君が想像しているよりも有名だよ」

「それは……うれしいです」

　これには朧月も、素直に顔をほころばせることができた。

　幽鬼と戯たわむれる不ぶ気き味みな姫、などと呼ばれて忌いみ嫌われた経験があってもなお、故郷への愛着は強い。この地を愛し、懸けん命めいに治めている刺し史しである兄の影響だ。

「それに、このあたりは――」

　と。

　天祥がちょっと不自然に言葉を止めた。うっかり余計なことまでしゃべりそうになってしまった、という雰ふん囲い気きで。

　遠くに向けられた彼の青い瞳が、散り急ぐ花を見るときの寂しげな色を浮かべているようで、朧月は目をぱちくりさせた。らしくない表情だが、一体どうしたのだろう。

　だが再びこちらを振り返ったときには、天祥はいつもの微ほほ笑えみを取り戻していた。

　――大丈夫ですか？

　そう訊きこうとした朧月を目で制して、天祥が低くささやいた。

「蒼刻だ」

　その名前に、思わず肩が跳ねた。

「意外と早かったね。私に君を盗られると思って、急いできたのかもしれないな」

　天祥が馬車の扉をわずかに引いて開ける。高らかな蹄ひづめの音が、後方から聞こえてきた。





◇◆◇






　大蜜原の近くにはたいてい、風よけのために胡こ楊ようという木で林が作られている。

　秋には美しい黄金に色づく木だが、初夏にさしかかろうという今は勢いよく緑の葉を茂しげらせていた。緑の壁に取り巻かれ、可か憐れんな白がのんびりと揺れる花畑には、蜜みつ蜂ばちはもちろん色あざやかな蝶ちようも軽かろやかに舞っていた。

　そんなのどかな片かた田舎いなかの風景の中に――彼が現れた。

　難なく追いつくと、馬の走りをゆるめ、馬車の周りを護っていた護衛たちにあいさつをする。それから、朧ろう月げつたちのいる天てん蓋がいつきの馬車の真横につけてきた。

（蒼そう刻こくさん……）

　朧月は、無意識のうちに左胸を手で押さえていた。

　刃やいばの輝きのように見事な銀髪も、右目をおおう刀の鍔つば型がたの眼がん帯たいも、青い左目の射い抜ぬくような眼光さえもなつかしい。離れていたのは、たしか十日くらいなのに。

　……感傷的になるのはきっと、喧けん嘩かのようなものをしてしまって以来、蒼刻とまともに話せていないせいだろう。

　律りち儀ぎな青年武官はまず、天てん祥しようと視線を合わせた。天祥だけが表情をやわらげる。

「あいかわらず不ふ機き嫌げんそうで何よりだよ、蒼刻。例の用事は？」

「いつもどおりに片づけてきました」

「うまくいったのかい？」

「いいえ」

「それはよかった。厄介な問題に発展しそうだったら、いつでも私が力を貸すよ」

「余計にややこしいことになりそうなので遠慮します」

　遠慮なくバッサリ斬きり捨てられても、ぽんぽんと進む会話そのものが楽しいのか、天祥は目を細めている。

（うまくいかないほうがいい用事って、一体……？）

　さっぱり想像がつかない。蒼刻の表情から察さつするに、楽しい用事ではなさそうだが。

　おずおずと見守っているうちに目が合ったが、蒼刻は仏ぶつ頂ちよう面づらを崩しもしないので、朧月はつい顔をそむけてしまった。やっぱり、まだあのことを怒っているのだろうか。
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「ところで、私の今日の服装をどう思う？」

　しなまで作って言う天祥に、蒼刻は、夢なら醒さめてほしいというような表情をした。

「別に何も」

「つまらないな。せっかく商家の未み亡ぼう人じんに見えるよう、がんばったのに」

「……俺に何を言えと」

「君の無ぶ粋すいなつっこみがないと、私の奇き行こうは完成しないんだよ？」

「つっこんだら負けだと思ってるんですが」

「ああ、それとも女装程度では驚かないのかな？　たしか君も昔――」

「天祥さま」

　低く鋭するどい声に話を断ち切られても、慣れっこらしい天祥はのんびりと笑っている。

　続きが非常に気になるが、蒼刻の顔つきが「訊いたら殺す」と言っているので、黙っているほかない朧月だ。

「それより。そこの珍ちん獣じゆうを少し貸してもらえませんか」

　おもむろに話が自分のほうに及んだので、座席の上でぴょんと跳ねそうになる。

「用が済んだら、ちゃんと返してくれるのかい？　私の腕の中に」

「…………」

「冗談だよ。そんなに真剣に悩まなくても」

　詰まってしまった蒼刻を眺めて満足そうにうなずくと、天祥はパンダを自分の膝の上にさっさと引き寄せ、朧月の手を引いた。

　たじろぐ暇ひまも与えられず、朧月は開いた扉の手前に押し出されてしまう。ちょっとそんな本気ですか。

「暴れるなよ朧月」

「！　うわッ――」

　不機嫌そうな声にどきりとした直後、身体からだが浮いた。

　蒼刻はとても上じよう手ずに朧月を抱き上げ、ゆるやかに走りつづける馬車から彼の鞍くらの上へとさらってしまう。彼の胸の前に座るのは、もはやなじみの乗り方だった。

　武官らしく頼りがいのある腕に安心するやら、心の準備をするより先に頰がふれあいそうな距離にされてしまって動揺するやらで、朧月の鼓こ動どうはあっけなく乱れる。しかも。

（……あ）

　まずい。思い出してしまう、と危機感をおぼえたときには遅かった。

　先日、彼にこんなふうに抱き寄せられたあとで、額ひたいに口づけられたり、涙を吸いとられたりしたことが鮮明に甦よみがえる。

　抑える間もなく、顔が爆発したように一気に熱くなった。

（よく考えたら……いや、よく考えなくても、わたしはなんてことを）

（いや、実際『した』のはわたしじゃなくて、蒼刻さんのほうなんだけど……ッ）

　紗が顔を隠してくれていて幸いだった。こんな表情を蒼刻に見られたら、今度こそ羞しゆう恥ちで死ねる。

　朧月は必死にごまかした。

「ほ……本日はお日ひ柄がらもよく」

「なんなんだ、その無意味にしゃちほこばったあいさつは」

　鋭い声でつっこまれてしまうが、普段と変わらぬそれにいくらかほっとすると、朧月の頭に手が置かれた。

「――この前は悪かった」

　短いが耳にくっきりと刻きざまれた謝罪の言葉に驚き、朧月は何度も瞬まばたいてしまう。

　将来有望な武官として、人一倍矜きよう持じの高い蒼刻のほうから、こんなに早く歩み寄りがあるとは予想外だったのだ。蒼刻の悪ふざけが発端の喧嘩だったが、朧月も彼には結構なことをしでかしたし。

　あわてて首を振ると、朧月は「わたしもごめんなさい」と頭を下げた。

「わたしも、殴なぐるのはやりすぎだったと後こう悔かいしてました」

「おまえが謝あやまるな馬ば鹿か。俺が先に手ぇ出したんだから」

「…………」

　手を出した、という言い方に他意はないのだろうが、喧嘩の理由になった小さな事件のことを思い出すと逃げだしたくなる。

　なんの魔が差したのか、蒼刻が朧月の唇くちびるを奪うふりをして、からかったこと。

　それで思わず、朧月が彼の頰をひっぱたいてしまったこと。

　――喧嘩と呼ぶには他た愛あいないかもしれないが、平常心に戻って仲直りをする前に別れてしまったのが心残りだった。そんな、小さな事件だ。

　しかし、蒼刻が先に謝ってくれたので、朧月もわだかまりを残さずに応じられた。

　この人の無造作な誠実さが好きだと、頭の片隅でしみじみ思っていると。

「ああいうことは――」

　もうしない、と蒼刻が言うだろうと予想した朧月は、続けられた言葉で固まった。

「今度したくなったときは、もっとうまくやる」

　…………。

　………………なんだって？

「おまえがそういうことに不慣れなのに、気ぃ遣ってやるのを忘れてた。次は下へ手たを打たない。だから、おまえも怖がるなよ」

　あまりに予想外な言いように、すぐには言葉の意味をのみこめずに呆ほうけてしまう。

　命令することにためらいのない声こわ音ねは、うっかりうなずいてしまいそうになる力を持っていた。三大家という名門中の名門貴族の御おん曹ぞう司しらしい、傲ごう岸がんさと紙かみ一ひと重えの強さ。

　それに押し切られてはマズいという予感がして、朧月は必死で冷静さをかき集めた。

　うまくやる。次は。

（……ちょっと待って……くださいよ？）

　あのときの蒼刻は、いろいろあった直後で不安定だったから、気の迷いで朧月に手を伸ばしたのだろうと思っていた。普段は、やれ珍獣だ変な女だ阿あ呆ほか馬鹿か引きこもりめがとこづき回されてばかりの身の上だし。

　しかし、今の言葉をまとめると――ちょっと怖い意味にならないだろうか。

（ええええええ？）

「にしてもおまえ、その布の塊かたまりみたいな扮ふん装そうはなんなんだ」

　混乱の真まっ只ただ中なかに叩きこまれた朧月をよそに、蒼刻は憎にくたらしいほど平然として話題を変えた。それも、妙にすっきりとした顔で。

　今までの会話はすべて自分の妄もう想そうだったのかと思いそうになりながら、朧月はどうにか説明する。

「天祥さまが未亡人役で……わたしは、奥様のお気に入りの占い師だそうです」

「なんなんだその無む駄だな設定は」

「あ、それと、占い師は未亡人のお気に入りの愛人という設定で……」

「なに!?　待てよ、たしか女同士って設定だよな？」

「はあ。でも、皇都ではめずらしくないことだと仰おつしやって……ほんとですか？」

「そんな爛ただれた世界は知らねえよ。俺はどっちかというと男だらけの仕事場だし」

「……男同士なら？」

「そこつっこむなよ。――にしても、占い師だったのか」

　改めてじろじろと観察されると、似合っているのかいないのか自分でもわからない衣裳が余計に恥ずかしくなる。

　青みがかった紫の染めが美しく、ひだをたっぷりととった襦裙。目元以外を隠すのは、霧きりがかった夜明けを思わせる淡い紫色の紗だ。

　はるか西の沙さ漠ばくから「絹の道」を経へてやってくる、外とつ国くにの民の伝統衣裳に似せたのだという。もちろん朧月の私物ではなく、物好きな天祥の見立てだ。

「まあいいか。とりあえず、顔を隠してるそれは外せよ」

「え。わたし、これは布にくるまれてる心地ここちがして気に入ってるんですけど……」

「顔が見たい」

　短く告げられた要望に、うっかり心臓が跳ねる。

　隠れるな出てこい背筋を伸ばせ泣くな逃げるなと命令されるのは日常茶さ飯はん事じでも、こういう言い方には慣れていないせいだろう。

　原因不明の気恥ずかしさを持て余しながら、朧月は目深につけていた紗を外した。

　顔をのぞきこんできた蒼刻が、ふっと表情をゆるめる。夜明けの凪ないだ海のようにやさしい表情に思わず見み惚とれた。

　だがそれは一瞬のことで、蒼刻はすぐにいつもの鋭い目つきに戻ってしまった。

「やっぱり、おまえの間抜けな顔でその神秘的な衣裳は無理があるんじゃないのか」

　口の悪さも健在である。

　今のやさしい瞳は錯さつ覚かくだったのかなと残念に思いつつ、朧月は口を尖とがらせた。

「似合わないのは、わたしが一番わかってますよ……。でも天祥さまに笑顔で『君にいろいろな衣裳を着せてみたいんだ』なんて言われたら、逆らえなくて」

「俺がいない間に、そんなにいろいろ着せ替えをされたのか」

「はあ、まあ」

「どんなのを」

「宮きゆう廷てい女によ官かんのお仕着せ風とか、花はな嫁よめ衣裳みたいな白の襦裙とか……」

　にわかに不機嫌そうに低められた声音に身構えながら、朧月は指を折って、毎日の着せ替え事情を思い返す。

「……似合わないですから、って何度も遠慮したんですけど、許してもらえなくて」

　振り回され放題の数日間のあれこれまで思い返し、朧月は深いため息をつく。我ながらよく精神力がもったものだ。

「おまえまさか、天祥さまに着替えさせたんじゃないだろうな」

「！　それはありえませんッ」

　いくら朧月をいじるのが好きな太子殿下でも、そこまでの無む体たいはしない。

　背を支えて腰にまで回されている蒼刻の腕に、妙に力がこもってきている気がするが、気のせいだと信じたかった。この上、蒼刻に怒られたりしたら、軽く気絶できる。

「この十日くらいで、蒼刻さんのすごさを思い知りました……。やっぱり太子殿下のつっこみ役は、蒼刻さんじゃないと無理です」

「俺もそんな面倒くさい役に就ついた覚えはねえんだけどな」

「でも太子殿下は、蒼刻さんがいないと物足りなさそうでしたよ？」

　普段の調子が戻ってきたことにはほっとした朧月が、少しばかり図に乗って話しはじめたときだ。蒼刻が、ぽつりと言ったのは。

「おまえは？」

「は」

　とっさに間抜けな声が出てしまったが、質問の意味は理解できていた。

　俺がいなくて、おまえはどうだったんだ？　――そういう意味だと。

「わたしは……」

　寂しかった。心細かった。逢あいたかった。

　素直な気持ちはすぐに胸に浮かぶのに、そのまま口に出すのを妙にためらってしまう。

「まあ、その……わたしも――」

　焦こげるのではと思うほど強く見つめる視線に、暴れだしたくなるほどの居心地の悪さを感じながら、朧月がもそもそと言葉を継つごうとしたときだ。

「！」

　蒼刻がいきなり首をひねって、白い花畑の向こう側に視線を向けた。

　十七歳の武人らしいしなやかな身体に一瞬で緊張感がみなぎり、彼の腕の中にいる朧月も息をのんだ。

　猛もう禽きんのような、怖いほど鋭い目つき。これは蒼刻が戦うときに見せる表情だ。

　どうしたんですかと朧月が問うよりも先に、蒼刻はすばやく馬車の扉を開けて、彼女を中に押しこんだ。

「天祥さまと中にこもってろ！　絶対に出てくるな!!」

　鋭い声がうなじに突き刺さる。その直後、御ぎよ者しや席にいた糸目の青年が叫んだ。

「――馬ば賊ぞくです！　馬車の中で、できるだけ身を低くしていてください!!」
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「大胆な馬賊だね。ここはもう人里なのに、白はく昼ちゆう堂々と襲おそってくるなんて」

　馬車に戻された朧ろう月げつは、天てん祥しようの泰たい然ぜんとした――と言えば聞こえはいいが、あきれるほどのんきな声に迎えられて、危うくずっこけそうになった。しかも女装姿なので、気が抜けることこの上ない。

　外では、幽鬼たちもざわついている。

「ずばり馬賊でしょう！」「見ればわかるわよ！　ああ、あの馬車、大丈夫かしら……」「下手したら、あたしらの仲間入りだねぇ」「ちょっとあなた、不ふ謹きん慎しんよ」「もう死んでる身で何が不謹慎なんだか。まじめですこと」「……ずばり、喧嘩はよくないでしょう」

　扉が閉められると、外の音はだいぶ遠のく。

　しかしその前に、彼方かなたから押し寄せてくる荒々しい蹄の響きや、がちゃがちゃと具ぐ足そくが鳴る音、脅おどしつけるような鬨ときの声が聞こえてしまったせいで、朧月のひ弱な身体の芯しんは凍こおりかけていた。

　生きている人間が苦手な彼女にとっては、あまりに刺激が強すぎる状況だ。

　座席にしがみついても、敷物をつかむ指の感覚が遠い。腰はもう完全に抜けている。

「――落ち着いて、朧月」

　頼りなげに震ふるえる彼女をふわりと抱き寄せ、天祥が静かにささやいた。

「大丈夫。あの程度の連中に遅れをとるような蒼そう刻こくではないよ。護衛の皆もいるし」

「それはわかります、けど……」

「それとも――こういうふうに言ったほうが、君の感覚には合うかな？」

　冷静すぎないかと震えながら思った朧月は、ふいに温度の低くなった声に、ぎょっと肩をこわばらせた。

　すべてを突き放すような冷たく乾いた声は、普段気さくな青年のそれとは到底思えない。

「どうあがいても、人間なんて死ぬときは死ぬ。その無む慈じ悲ひなほど平等な定めの前では、老おいも若きも男も女もない。そう思えば楽だし、怖いものなどなくなるものだよ」

「……ッ」

　どうしてこの太子殿下は、悪戯いたずらっぽい笑顔で、こんなに冷さめたことが言えるのだろう。

　いつ死んでも構わないと天祥自身が思っているような気がして、朧月は言葉を失う。

　虹の青の瞳も冬の空のように凍てついて見えて、知らず息を呑のんだ。だが同時に、こんな瞳を以前どこかで見た気がする。だけど一体どこで？

　もどかしさに拳こぶしを握る朧月をよそに、天祥はさっさと小窓を開けた。

「さすが蒼刻。容よう赦しやないね」

「――天祥さま……」

　朧月はしぼりだすように呼びかけた。

「危なくはないですか？　矢が飛びこんできたりしたら」

「馬賊たちは、この馬車に危害を加えるつもりはないはずだよ。彼らの収入の八割は、人ひと質じちをさらって得る身代金だからね。大事な人質になる私と君を殺してしまったら、せっかくの金づるが台無しだ」

　現実的だが明るくはない内容でも、さらりと声にしてしまうのは、天祥の特技と言ってもいいのかもしれない。聞いていると、こちらまで変に落ち着きそうになる。

「そうそう、君たちのこそばゆい仲直りもここから見物したんだよ。喧嘩してたの？」

「!?」

　朧月はむせた。今ここで訊く話か!?

「私はもうすぐ馬賊に殺されてしまうかもしれないから、ぜひ教えてほしいな」

「……縁えん起ぎでもない脅し方をしないでください……」

「脅しじゃなくてお願いだよ？」

　もうどんな表情をすればいいのかわからず、逃げるように小窓に目を向ければ、外では依然として戦いが続いていた。

　人目を引かないよう、この馬車は外装を地味で古ぼけた風合いにしている。ただし乗り心地は極上で、矢が飛んできてもはね返せるほど頑がん丈じようという、お忍びにはあつらえ向きの仕様だ。お蔭さまで、朧月もあまり酔わずに来ている。

　天祥が同行を許した護衛は四人。

　蒼刻が加わっても、三十人を超える馬賊に対して、数の上では非常に不利だ。大丈夫なのだろうか。

　蒼刻は馬を下りていた。だれよりも速く細やかな体さばきで混戦の中を駆けめぐって、馬賊たちの鎧よろいの継ぎ目に、怖いほど正確に切っ先を突き入れている。

（！　……さすがだわ）

　しかし護衛の中には、馬賊との戦い方に慣れていない者もいて、蒼刻は馬車を守るだけでなく、彼らを助けるために立ち回ることも余儀なくされていた。

　罵ば声せいと怒ど号ごう、金属音が嵐あらしの如ごとく入り混じる街道に、新たな蹄の音の連なりが加わる。

　やはり完全に武装した馬賊だ。仲間の苦戦に気づいて、加勢に来たらしい。

（蒼刻さん――）

　彼の実力を信じてはいても心配になったとき、蒼刻が急に小窓の近くまで飛んできて、刀を振り下ろした。金属音が、朧月の耳に突き刺さる。

　護衛の一人を狙ねらって放たれた短刀を、空中で叩き落としたのだ。なんという神かみ業わざだ。

「私も手伝おうか？　こんな格好だけど、色仕掛けや泣き落としならできるよ」

「いりません！」

　天祥のどこまでが本気かわからない提案をにべもなくはねつけると、蒼刻は押し寄せてくる加勢をにらんで、再び前に――

　出ようと踏みだしたところで、はっと表情を変えた。

　信じられないものを見つけた驚きと、淡い歓喜が入り混じった横顔で叫ぶ。

「――呂りよ将軍!?」

（え？）

　朧月はとっさに前のめりになって、蒼刻の視線の先を追った。

（呂将軍といえば、たしか護ご花か七将軍の――）

　護花七将軍。

　それは神しん華か国軍でも、最高位に限りなく近い武官の官職だ。

　実力主義の今の国軍で選ばれた彼らは、全員がすばらしい武人だが、中でも最強と名高いのが呂将軍――呂不ふ幻げんである。

　馬賊が来た方角から、砂よけの外がい套とうを巻きつけた人影が近づいてくる。

　馬賊たちもはっとして動きを止め、その人影が放つ空気の濃密さにどよめいた。

「……あの御方が？」

　想像よりも若い。二十代半なかばか、もう少し上か。

　最初はとんでもない偉い丈じよう夫ふに思えたが、よく見ると長身ではあっても、筋肉隆りゆう々りゆうの巨漢というほどではなかった。どことなく野生動物を連想させる身ごなしが印象的で、朧月の頭の中で、彼の姿に草原の狼おおかみが重なる。

　淡たん褐かつ色しよくの肌はだ。朝の霧を思わせる灰色の髪。瞳の色はこの距離ではわからないが、顔立ちはすっきりと整っている。

（淡褐色の肌はたしか……北方の騎馬民族、アルタン＝カン族の特徴――）

　異い母ぼ兄けいから受けたさまざまな薫くん陶とうの内容が、次々に頭に浮かんでは消える。

（でもなぜ黒烏州ここに……って、あれ？）

　ふと、朧月は目を疑った。

　しかし何度も目をこすって見直しても、呂将軍はなんの武装もしていない。

「呂将軍は、武器は――」

「使わないよ。少なくとも、この程度の戦いではね」

　どこかに隠しているのではという淡い期待は、天祥に事もなげに否定された。

「ええッ？  で、でも馬賊のほうはすごい武装ですよ。さすがに素手では」

「呂不幻は、武器を使うと相手を『殺しすぎる』から、普段は自重しているそうだ。手加減が苦手らしい」

　なんだそれは。ついていけないし、信じられない世界である。

　だがたしかに、刀も弓矢も持たず、無造作に歩いてくるだけなのに、不幻には凄すさまじい威圧感があった。目をそらした次の瞬間には、喉のど笛ぶえを切り裂かれてしまうのではないかと思わせる危険な空気に、敵も味方も呑まれたようになっている。

「――……ではないのか」

　ぽつり。

　呂将軍がつぶやいたのをきっかけに、馬賊たちが目を覚ましたように動いた。

　さすがに直接斬りかかる度胸はなかったのか、いっせいに短刀を投げつける。が。

「遅い」

　呂将軍の反応は、わずかに腕をそよがせただけ。だというのに、一瞬後、すべての刃が彼の指の間に挟みとられていた。

　信じがたいことに、矢のように飛んできた短刀を、空中ですべて受け止めたのだ。

　不幻は無関心そうな顔のまま、八本の短刀をぽいっと投げ捨て――

「ひぐ!?」「ぐえッ」「なぐぁ！」

　――いや、違う！

　不幻が放った刃は、過あやまたず、馬賊たちの足の甲こうにぐっさりと突き立っていた。

　何が起こったのかわからないという表情の馬賊たちが、一いつ拍ぱく遅れて、髭ひげ面づらには似合わない情なさけない悲鳴を上げる。一瞬にして八人が戦闘不能になった。

「う、うわぁあああああああッ」

　今度はぎらつく偃えん月げつ刀とうを振りかざして、六人がいっせいに不幻に殺到する。

　四方から迫る凶きよう刃じんにも、不幻は鋼の壁のように揺るがなかった。一瞬で風になり、うめき声がいくつも重なって、不幻が再び足を止めたときには六人ともが脚を押さえて地面でのたうっていた。どうやら脚の骨を折られたらしい。

「腰が高い。動きに無駄が多い」

　不幻が無感動に言う。

「殺すのか、逃げるのか。迷まようのは駄だ目めだ。迷った者から死ぬ」

　こんな状況なのに妙に深く心にしみる声が、乾いた風の中に散る。

　彼の独白めいた言葉に感じ入ったわけではないだろうが、その後の馬賊はすっかり勢いを失った。

　しっぽを巻いて逃げた者を除く大半が、蒼刻と不幻によって地面に転がされた。

　朧月は恐怖も忘れて、もう言葉もなく、砂ぼこりの舞う光景に釘くぎづけになっていた。

「贅ぜい沢たくだったね。護花七将軍と、そうなる予定の武官の戦いを、間近で見られるなんて」

「……って、楽しんでおられませんか？」

「私はいつでもそうだよ」

　天祥は優雅に肩をすくめる。

「殿下」

　外套を脱ぎ、それなりに服装を正した不幻が、馬車まで近づいてきた。

　扉を開けた太子殿下の女装にも、不幻はゆるやかに瞬きをしただけで、驚かなかった。

　彼の静かな瞳は、深い森の入り口を思わせる緑だった。思いがけないやさしい色合いが印象深い。

　寒けを覚えるほどの強さを見せつけた直後なのに、不幻はもう、千の刃のような殺気と凄まじい威圧感を消していた。今しがた凶暴な馬賊を素手で転がした武人とは思えない、茫ぼう洋ようとした顔つきで頭こうべを垂たれる。

「護花七将軍、呂不幻。御おん身みをお守りするために――ために……ん？」

　…………。

　……微妙な沈黙が落ちた。まさか、口こう上じようを忘れたのか。

　不幻はつかのま真顔で考えこんだが、結局、思い出す努力を放ほう棄きした。

「蒼刻。続きは」

　なんだった？　と振り返って質問する不幻には、まるで悪びれる様子がない。

「……俺に聞かないでください、呂将軍」

　知りませんよ。蒼刻がこめかみを押さえ、困ったような悲しそうな声でうめく。

　周りで緊張にこわばった顔をしていた護衛たちも、いっせいにずっこけた。
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　大事にこそならずに済んだが、護衛や馬たちのけがには手当てが必要だし、不ふ幻げんが離れた場所に待たせていた愛馬を拾ってきたり、戦意をなくした馬賊たちを縛しばり上げたりと、後始末はそれなりに手間だった。

　腰が抜けたままの朧ろう月げつは、知らない人だらけの外にはどうにも出られなかった。

　天てん祥しようや蒼そう刻こくに命じられるまま、馬車の中で役立たずなりに雑用に勤いそしむ。外は忙しそうなのに、申し訳ない。

（でも……せめて呂りよ将軍には、ごあいさつしないとマズいわよね）

　これでも護衛の皆さんには、初日、死にそうになりながらごあいさつしたのだ（ちなみに天祥は『君の瀕ひん死しの顔はほんとに見ていて飽あきないね』と謎の褒ほめ方をしてくれた。ちっともうれしくない）。

　いたたまれない気分で小窓から様子をうかがえば、不幻は黒毛の馬のたてがみを撫なぜている。

　隙すきはないが、横顔は穏おだやかで、肩には小鳥まで止まっていた。

（動物に好かれる方……なのかな）

　戦いの場でさえなければ、不幻は初対面のときの蒼刻よりもやさしげに見える。

　蒼刻が以前、護花七将軍の中でも、呂将軍は文句なしにかっこいいと言っていたことを思い出す。彼が呂将軍はと限定つきで言ったのは、ただ「かっこいい」と称たたえるには抵抗のある護花七将軍もいるせいだ。朧月が先日皇都で引き合わされた来らい将軍という方が、どうやらその代表例らしい。

　来将軍も乙女趣味で気さくないい人なのだが、こう――いや、思い出すと頭痛がするのでよそう。

（でも呂将軍も、天然さんっぽいような）

　あまり語りたくない事情で「天然公こう主しゆ」なんてあだ名がまかり通っている朧月が言うのも、無礼かもしれないが。

　そのとき、蒼刻が不幻のそばに近づいていった。並ぶと不幻のほうが、拳ひとつ分ほど背が高い。

「お久しぶりです、呂将軍。援護していただき、感謝いたします」

　さっきの大ボケは忘れることにしたのか、蒼刻は威い儀ぎを正して言う。

　太子殿下に対してすら結構ぞんざいな蒼刻だが、国軍の上官の前ではさすがに折り目正しかった。たとえ天然気質でも、武人として尊敬できるからだろうか。

　不幻はゆっくりとうなずき――

「蒼刻の活躍も、立派だった。よしよし」

　蒼刻の頭を、ごく自然に撫でた。今まで愛馬にしていたように。

　…………。

　………………。

　十七という歳としよりも大人おとなびて見える青年が「いい子いい子」とされるのは、変な笑いを誘う眺めだったが、笑ったが最後死ぬほど怒られそうなので笑えなかった。朧月は口元と腹筋を手で押さえつけて必死に耐える。まじめにつらい。

　やがて不幻の手の下から、蒼刻がなんとも言えない声でぼやいた。

「……呂将軍」

「ん？」

「俺はもう子供ではありません」

「知っている。今の戦いぶりを見れば、わかる」

　不幻はうなずくと、さもうれしそうに目を細めた。独特のおっとりした口調で続ける。

「また、腕を上げたな。以前とは戦い方が変わったが、私は今のほうがよいと思う。心境の変化でも？」

　最強の護花七将軍さまには、まったく悪気がないようだ。

　これは蒼刻もつっこみにくかろう。案の定、彼はなんともいえない表情をしている。
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「別に何も――」

「あ。そういえば、恋人ができたのだったか」

　――蒼刻だけではなく、朧月も馬車の中で噴きだした。

　朧月は以前、とある事情で、蒼刻の恋人のフリをしたことがある。しかしそれは皇都、しかも皇宮内限定で仕掛けた茶番のはずなのに。

「待ってください、なんで遠征なさっていた呂将軍までそのトンチキな噂うわさを」

「うちの副官は、私と違って、情報に敏感だから。蒼刻は実は幼女趣味らしい、とも言っていた。そうなのか？」

「んなわけあるか！　真顔で心配しないでください、無駄にへこむから！」

（よ……幼女……）

　朧月もちょっと泣きたくなった。

　たしかに蒼刻と並ぶと、ただでさえ小柄な朧月はひときわ小さく見えてしまうのだが、そこまで貧相な体型ではないと信じたい。

　ふと気がつくと、天祥は朧月の背後に隠れて、ぷるぷると肩を震わせていた。

（天祥さま……）

　袖で顔を隠しても、押し殺した笑い声は隠せていない。……そこまで笑わなくても。

　盛せい大だいに引きつるこめかみを揉もみながら、蒼刻がなんとか仕切り直した。

「ところで呂将軍、なぜ単騎なんですか。副官どのや配下の軍勢は」

「ぶっちぎった」

「――は？」

「北の馬賊の残党狩りはまだ終わっていないし、うちの副官はうるさい。それに、殿下の護衛なら、私一人で事足りる」

　うるさいって。以前逢ったお二人がそうだったので、将軍と副官はつかず離れずのいい相棒関係だと思っていたのに、なんだか衝撃的である。

　周囲からの戸惑いの視線に気づいたのか、不幻は頰をかいて付け足した。

「うるさいが、情報には助けられてる。蒼刻が、実は幼女趣味だったとか」

「それはもう忘れてください」

「仲なか睦むつまじくて、すでに恋人のお腹には、双ふた子ごの赤ん坊がいるとか」

「早すぎるしなぜ双子！　俺とあいつが逢ったのは二ヵ月前ですよ!?」

「なのに、劉りゆう家から別の縁談をすすめられて、今泥どろ沼ぬまだとか」

「…………」

　おかしすぎる噂を片っ端から否定していた蒼刻の声が、いきなり途と切ぎれた。

（……え？）

　まさか。朧月の翡ひ翠すいの瞳が大きく揺れ、手元から生しよう薬やくの瓶びんがぽろりと落ちた。

　縁談があったのは事実なのか。

　故郷に戻らなくてはいけない用事とは、それだったのか。

（……そんなことが）

　蒼刻は、劉家――現皇室に次ぐ歴史を持つ名家に生まれついた、十七歳の御曹司だ。

　縁談があっても、早すぎるということはない。貴族には、生まれる前から婚約者が決まっている者さえいるのだから。

　皇宮ではとある事情で遠巻きにされているが、未来の護花七将軍さまだし、いつまでも飽きずに見ていたくなるほどかっこいいし、強いけれど傲ごう慢まんではないし、根は温かい人だし、情が深い。

（だから縁談があっても、あたりまえだって……）

　頭では理解できるのに、どうしてか膝を抱えて耳をふさぎたくなってしまう。

　後ろから殴られたような衝撃が去った後に、胸の奥に残ったのは、じっとりと重たくて霧に似た、もやもやする感情だ。

　蒼刻の怒ったような横顔に釘づけになったまま、朧月は茫ぼう然ぜんとする。

　そんな朧月を眺めて、天祥はほんの一瞬だけ目を細めると、おもむろに扉を開けて呼びかけた。

「呂将軍、あなたに紹介しておきたい子がいるんだ。来てくれるかな？」

　すると蒼刻まで一緒に来たので、朧月は激しく動揺した。どうやってあいさつをしたのか自分でもわからないうちに、時間が過ぎる。

　しかも不幻がその深緑色の瞳で、なぜと思うほど熱心に見つめてくるので、余計に緊張して縮こまってしまう。

（し、視線が痛い……）

　そんな朧月の両肩に手を置くと、天祥はさらりと噓うそを放り投げた。

「この子が噂の、蒼刻の恋人だよ」

「その子が『天然公主』？」

　不幻はわずかに目をみはり、びっくりするほど遠慮のない感想を述べた。

「馬車の中に、殿下以外の気配があるとは思っていましたが。てっきり愛人かと」

「いつも察しがいいね、あなたは。実は、蒼刻の恋人兼私の愛人なんだ」

「おお」

「どっちも違う！　簡単にだまされてびっくりしないでください呂将軍ッ」

　蒼刻がたまらず叫ぶ。朧月はやはり息が苦しくて、彼をまともに見られない。

　うつむく少女を、長いこと穴が開くほどまじまじと見つめた後で、不幻はつぶやいた。

「どうしよう」

「何がですか」

　つっこみに疲れたのか、嫌な予感でも抱いたのか、蒼刻がこわばった顔で聞き返す。

　不幻は朧月をじっと見つめたまま、どこか甘い声で言った。

「彼女にひと目惚ぼれした」







　第二章　噓は言わず、真実も言わぬ







　空が茜あかね色に燃える夕刻に、ようやく目的の睡すい蓮れん古こ城じようへと到着した。

　予定よりだいぶ遅くなったのだが、馬ば賊ぞく撃退後のあれこれで茫ぼう然ぜん自失のまま馬車に揺られていた朧ろう月げつは「もう着いたの？」と思ってしまった。

「おかしいね。張ちようさんと君のお友達は、人ひと気けのない道で先行してたはずなのに」

「いません……ね」

　めずらしく、少し戸惑った様子で天てん祥しようがつぶやき、朧月も首をひねった。

　――睡蓮古城。

　いびつな横長の形をした黒こく烏う州の、おおよそ中心にある城市は、神しん華か国八大河か川せんの一つである龍りゆう潤じゆん江こうの支流と湖でうるおう「水の街」だ。

　古くから舟を使ってほかの城市と交易をしており、街の中は玉ぎよく河がと呼ばれるたくさんの水路で区画されている。建物は二階建ての商家が大半で、しかも釘くぎを一本も使わない独特の木造建築が多いため、水みな底そこで眠る魚のようなのどかで朴ぼく訥とつとした雰ふん囲い気きだ。

　今、朧月たちがいるのは、城市の中でも寂さびれて人気のない一角だ。ごまかさずに言うと墓ぼ苑えんである。

　墓参の季節でもない上に、黄昏たそがれ時。あたりは、すべてが死に絶たえたように人影がない。

　目立ちすぎる姿の張さんと、朧月の友人である星せい彩さいとは、ここで落ち合う予定だった。

（張さんと星彩のほうが、ずっと早く着いていたはずなのに……）

（何かあったのかな）

　馬賊のことがあったばかりなので、心配になる。

　天祥も彼女と同じ気持ちのようで、どことなく思し案あん顔だ。

　目のやり場に困る女装はすでに解といて、身軽な旅商民風の装よそおいに変えたため、今は理知的な印象のほうが強い。目立つ純金の髪は、巾きんを使って後ろで小さくまとめていた。

「ここにいる幽ゆう鬼きに、張さんたちのことを訊きいてみてくれるかい？」

「……やってみます」

　朧月はうなずき、ずらりと並ぶ墓ぼ標ひようへと近づいていった。

　――胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものという、どうしようもない引きこもりの朧月が生まれ持った、余人にはない異能。

　とある道どう士しから「双そう界かいの瞳ひとみ」と名づけられた力だ。生者の世界と死者の世界、両方を見通せてしまう神秘の瞳。そういう意味をこめて。

　今、朧月の翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうには、墓標にもたれるようにして揺らめき立つ無数の人の姿が映っている。

　人間ではない。幽鬼――この世に留とどまっている死者の霊れい魂こんだ。

　何も知らぬ人間なら発狂しても不思議ではない、悪夢めいた光景だが、朧月にとってはなじみ深いものだった。

　小さい頃から見慣れている光景なので、むしろ逆に肩の力を抜いてしまえるほどである。

「白い虎とら？　さあ、そんなおめでたいモンにはとんと縁がねえなあ」「神しん獣じゆうとご対面できるほど運がよければ、俺も死なずに済んだのかもしれんな」「あんた、まだ自分が死んだことを受け容いれてないの？　未練がましいわね」「そうじゃねえよ嬢じようさん。ついてない人生だったけど、最さい期ごの先であんたと逢あえた、って言いてえのさ」「……ば、ばか」「若造め、いちゃつくでないわ。姫君が困っておるぞ」

　虎に似せた石せき獣じゆう。銘めいすらない小さな石板。ぼろぼろになった鋼こう鉄てつの剣が刺さる鉄かな床とこ。鳥の羽根で飾った枝えだ編あみの輪――

　さまざまな墓標を与えられた幽鬼たちはみな、彼らのことが見える朧月に興味を示し、質問したこと以上の情報まで惜おしみなく与えてくれた。朧月はお礼に、冥めい銭せんというお供そなえ物を彼らに焚たき上げてあげた。

「……やっぱり、まだここには着いていないようです」

「さすがの張さんでも、土地勘かんがないから迷ってるのかな。――走そう影えい」

「はいはい、と。お呼びですか？　まったく今日も人使いの荒いこって」

　墓地の入り口に戻った天祥が呼ぶと、彼に常に付き従っている糸目の側近が、実にかったるそうに近づいてきた。

　それでいいのかと朧月がハラハラするほど不ふ遜そんな態度なのに、天祥は彼のわざとらしい愚ぐ痴ちが聞こえていないかのように、平然と命じる。

「おまえはここに残って、張さんを待っていてくれ。荷物もあるから、私たちは先に宿に向かう」

「はいはい、と。こんな場所でですか……ま、殿でん下かの気まぐれにお付き合いするよりは、墓石を枕まくらに暇ひま潰つぶしでもしてたほうが平和かもしれませんがね」

　走影と呼ばれた側近は、ぶつくさと言いながら去っていった。朧月はあっけにとられてしまう。

「私の一の側近だよ。多芸で優秀なんだけど、独ひとり言ごとが多いのが玉に瑕きずかな」

「……あれって、独り言なんですか？」

　独り言で済ませられるものなのか。世が世なら不敬罪で首をはねられてもおかしくない発言ばかりなのに。

（まあ……あの蒼そう刻こくさんがお気に入りだと公言してる太たい子し殿下だから、納得はできなくもないのだけど）

　天祥が「いらないけど陛へい下かが押しつけてきた」という四人の護衛も、彼が嫌いやがらせに女装してもめげない程度には鍛きたえられた武人だ。

　屈くつ強きようだが気のいい男たちで、朧月のことも「どこの姫君か知らないけど殿下にもてあそばれて可か哀わい想そうに」という憐あわれみの目で見てくれる。墓苑の前の小路で待っていた彼らに、会え釈しやくだけして馬車に急いだ。

　そそくさと逃げこむ――もとい、乗りこむ直前に、聞きなれた声に意識を引かれる。

「呂りよ将軍。なんか荷物が多いと思ったら、またですか」

「まあ、少しだけ」

「少しじゃないでしょう。こんなに連れてきて、どうする気ですか」

「んん。どうにかする」

「惚ほれる端から囲ってたらキリがないですよ」

「蒼刻が、うちの副官みたいなことを言う……昔はたぶんそれなりに可か愛わいかったのに」

「呂将軍の副官どのがいないから、俺が代わりに言ってるだけです」

　蒼刻のあきれたような声。不ふ幻げんの困ったような声。

　さっき不幻に「ひと目惚れ」された――正しく言えば「小動物として可愛い」と変な角度から気に入られてしまった朧月としては気になった。が、今はなぜか蒼刻の顔が見づらい。昨日まで、あんなに逢いたいと思っていたくせに。

「おいで朧月。君のしょげた顔は可愛いから、ちゃんと見せて」

「うわあ!?」

　ぐずぐずしていたら、腰を抱くようにして馬車の中に引き上げられた。

　色気のかけらもない悲鳴が喉のどを飛び出したのに、天祥は委い細さいかまわず、朧月を抱きしめてしまう。彼が飼かっているパンダ相手にするのと大差ない、あやすような抱き方だが、恥ずかしさには変わりない。

　天祥さま――と困った声で呼ぼうとして、ぞくりとする。

　今、うなじを抉えぐるように突き刺さってきたのは、もしかしなくても蒼刻の鋭するどい視線だろうか。まさか、怒っているのではないか。

　たまらず天祥の腕の中で身をよじるが、太子殿下は細身なのに意外なほど力が強いので、離れることを許されなかった。

「もう少しだけ動かないでいて。動いたら、罰としてどこかに口づけひとつということで」

「なにゆえに……!?」

　それは朧月がするのか、されるのか。どちらにしても空恐ろしい提案に、肝きもの小さい朧月は石になる。

　そうして耳のそばで甘くささやかれると、動どう悸きが勝手にきつくなってしまう。

「ねえ朧月。君の困った顔はたまらなく可愛くて私のお気に入りだけど、一番いい表情をするのはやっぱり――」

　意味ありげな言葉の続きは、馬車の扉を閉める音に断ち切られて、聞くことができなかった。
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　宿に直行するのかと思いきや、馬車はなぜか交こう易えき広場に向かった。それも、ずば抜けて荒すさんだ空気の渦うず巻まく一角である。

　浪ろう人にん市場といって、喧けん嘩か一回何両で代行します等々、武力を売り物にする人々が集まる界かい隈わいだ。酒や肉を炙あぶる香りの陰に、血と鋼はがねのにおいまで感じられそうな風景はかなり威圧感があり、朧ろう月げつは馬車の中で縮まって（ひー）と怯おびえっぱなしである。

「天てん祥しようさま……ここには、一体何をしに……？」

　言外に、早く帰りましょうよという気持ちをこめてみたが、優雅に無視された。

「人を探してるんだ。待ち合わせの約束をしたんだけど」

（人……？　こんなところで？）

　たとえ小さくて地味な馬車でも、どこからか金のにおいはかぎつけられるのか。雇やとい主ぬしを探す傭よう兵へいたちからは、じろじろと値踏みする視線を浴あびせられている。

　ちなみに馬車のそばを歩く蒼そう刻こくと不ふ幻げんは、いつもの戦せん袍ぽうではなく身軽そうな短たん袍ぽうに着替えていた。四人とともに商家の使用人兼護衛を装よそおっているつもりなのだ。……約一名、使用人にしては目つきが悪すぎるが、細かいことは気にしたら負けである。

　変装がこれに落ち着くまでには「この際だから全員女装を」という天祥の仰ぎよう天てん発言や、

「ん。努力します」

「しないでいい！　というか、そんな女装軍団は却かえって怪あやしすぎですよ！」

　あっさり無む頓とん着ちやくに認めようとした不幻を、蒼刻がはたき倒しかねない勢いで止めるというひと幕があったりもした。……ちょっと女装軍団も見てみたいと思ってしまったのは、朧月だけだろうか。

　さまざまな武装の男たちを小窓から眺めながら、天祥がぽつりとつぶやいた。

「四年前までは傭兵の需じゆ要ようがかなりあったけれど、今はそうでもないらしいね」

「四年前。……何かあったのですか？」

「大規模な軍制改革だよ。今国軍で『双そう璧へき』と呼ばれている二人が、暗殺されるのを覚悟でいろいろとやって、馬賊退治でさえ負け続きだった国軍を見事に立て直したんだ。詳しいことは蒼刻に訊いてみるといいよ。彼は、その改革の寵ちよう児じの一人だから」

　蒼刻に。

　彼の縁談のこともつられて思い出してしまい、つま先に視線を落としたときだ。

　

「へえ。あんたを一発殴なぐれたら、そこの三十両をくれるんだな？」

　

　喧騒を切り裂き、その声がまっすぐに聞こえてきた。妙に興味をそそられて、朧月も小窓を見やる。

「今まで成功したやつはいねえけどな！　ただし俺様が勝ったら、手て前めえが一両払うって条件だ。どうする？」

「もちろんやるぜ。恋する男は世界最強、ってことを証明してやるよ」

　驚くほどよく通る声の主は、妙なことを言いながら、気安く請け合う。

　声の方角には、人だかりに埋うもれかけた古い酒しゆ楼ろうがあった。

　どうやら店の前に、腕試しで日銭を稼かせぐ喧嘩屋がいて、声の主はそれに挑戦するつもりらしい。

（でも……本気？）

　恋する男とやらは、不幻と同じくらい背が高い。

　黒い髪と瞳で、旅装束姿も地味なのに、煮詰めたように濃い人ごみの中でもくっきりと目立つのが不思議だ。

　ただの傭兵ではなさそうだと、世間知らずの朧月でも直感する。

　決して弱々しくは見えないのだが、喧嘩屋だという相手は、黒髪の男のほうが棒きれに見えるくらい分厚い胸板の筋肉漢おとこだ。手足も長く、たいていの挑戦者は軽くつついただけで昏こん倒とうさせていそうだ。一見、恋する男とやらに、勝ち目があるようには思えない。

「喧嘩屋に一両！」

「おれは五十銭！」

「おぉい！　だれか、挑戦者に賭かけるやつはいないのか？　これじゃ賭けになんねえよ」

「――挑戦者のほうに十両」

　突然参加したのは、なんと蒼刻だった。不幻までもが「私も十両」と続ける。ちょっと何をしてるんですか二人とも！

「蒼刻と不幻はさすがだね。私が探している相手に、教える前に気づいたようだ」

「え。あの黒髪の方なんですか!?」

　天祥の楽しげなつぶやきに、思わず声が引っくり返る。

　銅ど鑼らがぐわんと鳴り、一発勝負が始まった。喧嘩屋がぐっと身を沈め、地を蹴ける。巨体に見合わぬ素早い動きだ。これまで全戦全勝だというのもわかる。対する男は――

（……え？）

　武芸に心得のない朧月の目では、攻撃がほとんど追えなかった。かろうじて、男が喧嘩屋の拳こぶしをかわし、それと同時に繰り出したすさまじく正確な蹴りで、相手のみぞおちを抉ったことだけは把は握あくできた。

　一いつ拍ぱくの間のあとに、喧嘩屋がどうっと地面に倒れて動かなくなる。気絶したようだ。

（今の――）

（戦いの経験も豊富そうだけど……何か、特殊な武術を身につけてる？）

　その後の浪人市場は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　驚きまじりの歓かん声せいを押し潰す、聞くに耐えない怒ど号ごうと罵ば声せい。賭けに負けた酔っ払いたちが意味不明の喧嘩まで始める中、勝者となった男はさっさと抜け出してしまう。

　路ろ傍ぼうの林りん檎ごの木に吊つるされていた三十両の革袋をもぎとると、男はこちらに手を振ってきた。

「――いよう！　遅いじゃないか、もう来ないかと思ってたぜ」

　鋭い鼻び梁りように古びた色いろ眼め鏡がねを引っかけているが、その薄い硝子がらす越しでも瞳に宿る光の強さがわかった。荒くれ者にありがちな酒に濁にごった目とは違い、みがきあげた黒こく曜よう石せきのような瞳は、知的な切れ味すら感じさせる。

　天祥は扉を開いて外にすべり出ると、色眼鏡の男とにこやかに向き合った。

「遅れたことは詫わびるけど、あなたが待ち合わせの場所にいないから、余計に探してしまったんだよ。何をしてたんだい？」

「飛びこみで仕事を頼まれちまってね。その帰り道に小こ遣づかい稼ぎをしてたのさ」

「手元不ふ如によ意いなのかい？　報ほう酬しゆうは用意したのに」

「お客さまからは、今回は金より情報が欲しいと思ってるんだよ」

　びっくりするほどなれなれしく話しかけながら近づいてくる男に、蒼刻が反応した。

　天祥を背にかばうようにして前に出る。

「あんたは何だ？」

「だれ、じゃなくて『何』と来たか。すげえ質問のし方だな少年」

　聞いているだけの朧月がぎょっとするほど棘とげのある声で問われても、男の不敵な笑みは少しもくもらない。

「俺に賭けて、ちゃっかり小遣いを稼いだくせに」

「別に金が欲しかったわけじゃねえよ。どいつもこいつも目が節ふし穴あなだから、口を挟んでやりたくなっただけだ」

「同じく」と、不幻も蒼刻の傍かたわらでうなずいた。二人ともさすがは武人だ。

　氷の刃のように鋭い目つきになった蒼刻は、勝ち金が入ったずしりと重たげな革袋を男に投げつけた。

「あんたに借りを作るような真ま似ねは胸むな糞くそ悪わりいから返す」

「気にしなさんな。惚れた女のためにでも使えよ、少年」

　男が革袋を投げ返しながら言う。変に煽あおらないでくださいお願いですから。

　いつ蒼刻の拳が出るか朧月がひやひやする中、男は一同を見やると、どこか芝居がかった仕草で一礼した。

「はじめまして。俺は人呼んで〈恋する情報屋〉。恋してる人もしてない人もよろしく。今なら片想いの人には二割引き、失恋直後の人には四割引きで、情報でもなんでも調達してやるよ。ただし、両想いの客からは俺規定で倍いただくけど。ちなみに、そこのでん――金髪のお客さまとは、知人ってところだな」

　もはやつっこみどころしかないような自己紹介と料金体系に、朧月はぽかんと口を開けてしまった。――恋する情報屋？
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　眠たげな無表情の不幻が、のんびりと首をかしげて聞き返した。

「知人なのか」

「そ、知人よ。お友達ってほど馴なれ合った記憶はないが、お互いにいろいろ利用しあうくらいには仲よしだからな。恋コ愛イ話バナもするし」

　自称〈恋する情報屋〉は広い肩をすくめ、にやりと笑ってみせる。

　そして天祥の知人という肩書に、蒼刻は却って警戒心を強めたようだった。ただでさえ鋭い眼光が針の先のようになる。

　その気持ちはよくわかった。朧月だって、この陽気なのにどこか底知れないものを感じさせる男に対して、気をゆるめられそうにない。

「――まあいい」

　やがて、蒼刻は吐き捨てた。

「おかしな真似をしたら叩たたき斬きるまでだ」

「寛大だねえ少年」

「だが――剣の腕は本物だ」

　眠たそうにしていた不幻が、ふと口を挟む。

「あなどらないことを勧すすめる。私が」

「ご忠告、痛み入るぜ」

　煽るような口調に、見ているだけの朧月のほうがひやひやする。

（……なんだか一触即発な空気が……）

　非常に心臓に悪い。

　扉の隙間から様子を見守りながら胸を押さえていると、蒼刻がおもむろにこちらを振り返った。険のある左目に、心配顔の娘が映る。

　びくりとして、朧月はとっさに視線をそらしてしまった。

「朧月？」

　青く燃える瞳に、訝るような色が浮かぶ。

「さっきからどうした。顔が暗いのはいつもだが、態度がちょっと変だぞ」

「そ……そんなことは」

「ないって顔かよ。というか、こっちを見て話しやがれ」

　おとがいをつかんで強引に振り向かされようとした朧月は、焦るあまり、蒼刻の手を強く振り払ってしまった。

　ぱん！　という乾いた音の後に、気まずい沈黙が生まれ、たちまち後こう悔かいする。

　しまった。こんなことがしたかったわけじゃ――

「おおっと、痴ち話わ喧嘩はよしな」

　救いなのか油をそそぐ気なのかわからない仲裁は、情報屋だった。

「続きは宿に落ち着いてから、二人きりで夜明けまでやるがいいさ。なに、男女の仲なんてのは抱き合えば直るもんよ。お兄さんがお近づきのしるしに、最高の部屋と秘伝の蜂はち蜜みつ酒を用意してやるから、がんばんな少年」

「あんたはそんなに助走つけて殴られたいのか、おっさん」

　蒼刻がぎろりとにらみつける。

「おっさんはひでえな。俺はまだ二十七の恋する青年よ」

「ん。同い年？」

　と不幻が反応し、情報屋がぴんと眉まゆを上げる。

「お、それじゃこれもご縁ってことで、以後よしなに」

「勝手に友好的になってんじゃねえよ」

「怒りなさんな少年」

　懲りずに、情報屋は笑って肩をすくめた。

「俺を気に食わないのはよ～くわかったけど、頼むから宿に着くまでは喧嘩はなしにしようぜ？　ここにいても悪目立ちしちまうだけで、いいことはひとつもないからな」

　それは彼の胡う散さんくささを差し引いても、説得力のある正論だった。
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「お客さま、こちらが俺が用意した邸やしきちゃんです。――目立つ破損は特になし、日当たり良好、周囲に人家はなし。買い物には不便なのが難点だが、おまえさん方にはむしろ都合がいいと思うぜ」

　なぜ建物にちゃん付け。

　と首をひねりながら案内されてたどりついたのは、夕立の後みたいな静けさに満ちた邸である。木造の三階建てで、部屋数は少なくとも二十はありそうだ。

「凹おう晶しよう渓けい館かんっていう、たいそうな名前もあるんだがね。持ち主は引っ越したのに買い手がつかなくて、今はだれも住んでないんだ。もったいない話だろ？　普通の宿には泊まりたくない酔すい狂きような人がいるっつったら、喜んで貸してくれたよ」

　睡すい蓮れん古こ城じようの水みず瓶がめである麗れい湖この上に、ぽつぽつと豆粒を落としたように浮かぶ、いくつかの小島。中でも一番小さな島を買いとって建てられたという邸は、街区とは細い橋でのみつながれており、陸の孤島といった風ふ情ぜいだ。

「俺が花はな婿むこ修行の一貫と思って、どの部屋も掃除しといたから、今すぐにでも休めるぜ。何か足りないものがあったら言ってくれよ」

　あらかじめ用意していた台本でも読むかのような説明に、引っかかるものがないと言えば噓になるが、朧ろう月げつはとにかく屋根のある建物の中に飢うえていたので、馬車を降りると真っ先に邸に入ってしまった。

　どんな建物でも、外よりはずっといい。朧月にとっては特に。

（やっと引きこもれる……）

　もう外になんか出ないぞ、としみじみ思ったとき、それが聞こえた。

　――あの女……

　――あの女はどこに……

　地を這はうように低い男の声だ。

　と同時に、冷たい濡ぬれた布で首筋を撫なでられたような感覚に襲おそわれる。

（この感じ……）

　冬の洞どう窟くつのようにがらんとした廊ろうの途中で立ち止まり、あたりを見回した。

　何も見えない。見つけられない。それでも確信する。これは――

「朧月」

　急に呼びかけられて、びくりとしたところを、後ろから腕を引かれた。

「！　……なんだ、蒼そう刻こくさんですか」

「なんだ、とはいい度ど胸きようだなこの野郎」

「ひー」

　躾しつけだとばかりに、頰ほほをむにむにとつままれて、朧月は情なさけないうめき方をする。

　いろいろとありすぎたので、蒼刻といるのも緊張するが、今の悪お寒かんよりはマシだと現金なことを思った。

「って、こんな馬ば鹿かなことをしにきたんじゃねえんだよ」

「人をつねっておいて、馬鹿なことって……」

「おまえも感じたんだな？」

　口を尖とがらせてはみたが、蒼刻のこういう態度には慣らされているので、朧月は仕方なく大人おとなになって話を聞いた。

「はい。まだ姿は見えませんけれど……声と気配は、はっきりと」

　双界の瞳を持つ朧月ほどではないが、蒼刻も右目に残る呪のろいの後遺症のせいで、ときどき幽鬼の気配を感じとれることがある。彼も朧月と同じ違和感を味わったようで、縄張りを見張る狼おおかみのような目つきをしていた。

　朧月は今だけわだかまりを忘れ、内緒話の距離になるまで蒼刻と顔を近づける。

「やっぱりな。住人がいないのはそのせいか」

「……かもしれません」

　ここには、幽鬼がいる。

　――『君には私の護衛をしてほしい』

　天てん祥しようの頼みごとを、朧月は久しぶりに思い出した。

　この街には問題のある幽鬼がいるから、護衛として付き添ってほしい、と言われたのがすべての始まりなのだ。

（旅の間は、むしろ天祥さまの玩具おもちやみたいなノリだったから、忘れてたけど……）

（ここにいる幽鬼が、もしそうなら）

　気を引き締めなくては。

　薄暗い邸てい内ないのあちこちに鋭いまなざしを向けながら、蒼刻が軽く舌打ちした。

「あの胡散くさい男、それをわかってて俺たちをここへ連れてきたのか？」

「普通の人には幽鬼は見えないですし、それはどうでしょう……」

「一度キツく締め上げてみるか」

「落ち着いてください蒼刻さん」

　今すぐ回れ右して情報屋を絞しめ殺してもおかしくない空気に、朧月はあわてて蒼刻の腕を押さえる。

「冗談に決まってるだろ。いくら俺でも状況はわきまえる」

「……蒼刻さんは、あの人が嫌いなんですか？」

　おずおずと訊たずねてみると、蒼刻は肩をすくめた。

「嫌いっつうか、似てるからイライラするだけだ」

　だれに似てるんですか？　と、苦い表情の青年に問い直そうとしたときだ。

「朧月」

　やさしい呼び声が、もろい焼き菓が子しを割るみたいにやんわりと話を断ち切った。

　振り返ると、いつのまにかパンダを抱かかえた天祥が来ていた。

「荷ほどきをしたいんだ。いつもみたいに手伝ってくれる？」

「あ――はい」

　幽鬼の気配を感じたばかりだ。そばにいたほうがいいだろう。

「ちなみに君の部屋は、私の隣だよ。別に一緒の部屋でも構わないけれどね」

「無茶をおっしゃらないでください……」

　凄せい絶ぜつな提案に、朧月は涙目になりそうだった。

　たしかに護衛をするにはそのほうが向いているが、せめて引きこもり空間では平和を満まん喫きつさせていただかないと、朧月の精神がもたない。

「――続きはまた後でな」

　蒼刻は朧月の耳元でささやくと、苦くて濃い薬やく湯とうでも呑のまされたみたいな表情で、玄関のほうに戻っていった。

　あちらでは、不幻や護衛たちが警護の相談をしているようだ。情報屋も首を突っ込んでいたが、彼を戦力としては認めているらしく、蒼刻も一瞬嫌な顔をするだけに留めている。

　天祥がにこやかに言った。

「続きってなんだい？」

　……聞こえてたのかー！

「もしかして二人で親密な行為をしてたのに、邪魔してしまったのかな」

「後ご生しようですから、変な言い方しないでください天祥さま……」

「でもそういうことなら、続きをするときは是非、私も呼んでほしいな。あ、邪魔するつもりはないよ？　君たちのじゃれあいを近くで見物したいだけだから。興きようが乗ったら一緒に愉たのしませてもらうかもしれないけれど」

　…………たまには、こちらの話もまともに聞いてほしい。
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　天てん祥しように手を引かれて、彼に割り当てられた部屋に入った。荷物はすでに運びこまれていたが、彼の持ち物は大して多くない。

　変装用のかさばるあれこれを、たたみ直して衣い裳しよう櫃びつにしまうのがいくらか手間なだけで、いつもどおり荷ほどきはすぐに終わった。

　指一本動かさなくても周りの者がすべて世話をしてくれる地位にある天祥だが、身の回りのことは自分でするのが好みだそうで、部屋を整える手つきはよどみない。唯ゆい一いつ苦手なのが、衣裳のたたみ方なのだ。可愛いところもある。

　くたりと眠ってしまったパンダは、寝台に乗せてあげた。

　情報屋が片づけておいたという室内は、寝しん台だいや文ふ机づくえといった調度の大半がそろっていた。

　どれも質のいい紫し檀たんで作られており、大小とりどりの蓮れん花げを浮き上がらせる彫ちよう刻こくも品がよい。

（前の持ち主さんは、お金持ちだったんだろうなあ）

　朧ろう月げつが生まれ育った幽ゆう鬼き院いんよりも、ずっと贅ぜい沢たくな内装だ。

（でも……どうして、こんなに調度を残して引っ越してしまったんだろう）

　やはり幽鬼のせいなのだろうか。

　気づけば天祥は、寝台に腰を下ろして二に胡こを取り出していた。

　血ち檀だんという特殊な紫檀で作られた年代もののそれは、丁寧に弾ひきこまれているようで、夜の海のさざめきに似た深い音ね色いろで鳴る。

　海の底へと誘われるような哀あい切せつな旋せん律りつが終わるまで、朧月はつい浸ひたってしまった。

「その曲……お好きなんですか？」

「うん？」

「いつも弾いておられるので」

　曲名は知らないが、彼は二胡を手にすると、必ず今の曲を奏かなでるのだ。祈るように。

　天祥はなぜか、あいまいに笑うだけで答えてくれなかった。

「ほかに、何かお手伝いできることはありますか？」

「添い寝でもしてもらおうかな」

「…………」

「そんなに冷や汗をかかなくても。蒼そう刻こくも一緒ならいい？」

「…………」

「泣かない泣かない」

　もうどんな表情をすればいいのかもわからない朧月の頭を撫ぜると、天祥は思い出したように言った。

「蒼刻と情報屋の彼、相性が悪そうだなとは思っていたけれど、予想どおりにやり合っていて、ある意味安心してしまったよ。まあ、今後は仲よくしてほしいけれど」

「……天祥さまは、あの方とはどうやってお知り合いになったのですか？」

　朧月も、ぽろりと疑問を口にした。蒼刻でさえ知らない相手だったのだから、皇宮で真っ当に出逢ったとは思えない。

　すると天祥は、妙に艶つやめいた視線を向けてきた。

「私がもっと華きや奢しやで、女装をするとだれよりも可か憐れんな美少女に見えた頃、街で私を女の子だと信じて、いかがわしい誘いをかけてきたのが彼だ」

「えええええ」

「というのは真まっ赤かな噓うそだけれど、悪い遊びや無む駄だな悪知恵を伝授してもらったのは本当だよ。今ではイカサマ賭と博ばくなら彼よりも私のほうが得意だ。たとえこの国が滅びても、私は裏うら稼か業ぎようで暮らしていける自信がある」

「……そんな自信は持たなくてもいいと思います」

　疲労感に似た思いが生まれる。

　しかも結局、本当のところは教えてもらえなかった。

　このはぐらかし方だと教える気がないのだろうと直感できる程度には、朧月はこの癖くせのある殿下を理解しつつある。

（お忍びのときに知り合った……という部分くらいは真実かも？）

（でも本当に、どういう関係なんだろう）

　始まりからして唐とう突とつな旅だったが、ここにきてさらに疑問点が増えている。

　さっさと自室に下がりたい気持ちを抑え、朧月はかねてよりの疑問のひとつを改めて口にしてみた。

「……天祥さまは、どうして睡すい蓮れん古こ城じように行こうと思われたのですか？」

　自分の故郷を卑ひ下げしたくはないが、ただ単に貴族が命の洗濯をするための場所なら、ほかにいくらでもある。しかも、睡蓮古城が観光地として名を売りはじめたのは、ここ数年ばかりのことなのだ。

　先代刺し史し――朧月の亡なき父がまとめた計画を、兄・静せい心しんが引き継ついで、歴史のある建造物を補修し、市内を案内する本を作り、個性的な土産みやげ物を発明するべく知恵を寄せ合っているのだという。

　つまり、ようやく下書きを終えて、色付けに入ったばかりの絵のようなものだ。

（絵ができあがるまでの過程を見るのが好き、という方もいるかもしれないけれど……）

（天祥さまは、そういう娯ご楽らくのためだけに人を巻きこまない気がする）

　天祥は即答した。

「ここに、興味深い幽鬼が出るという話を聞いたからだよ。ぜひ君に見せてもらいたいなと思って」

「――ってまさか……問題を起こしてるという幽鬼のことですか？」

「正解。〈金色の幽鬼〉と呼ばれていて、この睡蓮古城を何かを探しているかのように彷徨さまよっているそうだ。謎なぞめいていて、心惹ひかれる話だとは思わないかい？」

　幽鬼が見える「双界の瞳」には、いくつかのおまけじみた影響力がある。

　朧月にふれている間は、だれでも彼女と同じように幽鬼が見えるようになる、というのはそのひとつだ。が。

「え。待ってください、それだけ……ですか？」

「それだけだよ。駄だ目め？」

　天祥は兇きよう悪あくなほど美しい笑みを浮かべて、きょとんとする朧月の追及をかわした。

　彼がこのとき噓を言っていなかったことを、朧月はずっと後になって知る。

　本当に、噓だけは言っていなかったのだと。
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　遅めの夕食は、なんと情報屋が作ってくれたそうだ。

「街でできあいのを買ってくるだけじゃ、味気ないだろ？」

　ふんわり卵が散るやさしい塩味の炒飯チヤーハン、とれたての川魚の酒さか蒸むし、香草と一緒にこんがり焼いた鶏とり肉にく。たっぷりの白しろ葱ねぎと炒いためた豚ひき肉の羹スープ。

　どれも内陸部の家庭料理で、素朴なうまみは皆をほっこりさせたという。護衛の中には「おふくろの味だ」と感激する者までいたとか。

「俺はいい花婿さんになるのが夢だし、人を懐かい柔じゆうするには胃袋から、って言うしな」

「俺が懐柔されるとでも思ってんのか？」

「ちゃんと食べてるくせに可愛くないな少年」

　なんて、微ほほ笑えましい（？）ひと幕もあったとか。

　すべて伝聞形なのは、朧ろう月げつは一人だけ自室で食事をしたため、夕ゆう餉げの席の話は後で天てん祥しように聞かされたからだ。

　知らない人との食事、と聞いただけで卒倒しかける自分の体質が、こういうとき心底情けない。空気に溶けて消えたくなる。

（星せい彩さいと張ちようさんは、まだ着かないのかな）

（大丈夫かな。……いろいろ、話したいことがあるのに）

　不ふ幻げんや情報屋はきっと星彩の好みの殿との方がたではないかと、ふと思う。特に情報屋。

（人なつっこくて親切な方なのに、どうして名前を教えてくれないんだろう）

（偽ぎ名めいでも構わないのに……）

　今まで出逢ってきた幽鬼の中にも、生前のことや本名を明かしたがらない人はいた。一番仲よくしている星彩も、どうも本名ではないらしいし、他人とは自分の想像もつかない事情を抱えているものなのだと、いつからか悟さとっている朧月だ。

　こそこそと厨ちゆう房ぼうに忍んでいって皿を片付けると、自室の文机で一冊の本を開いた。

　道術の書だ。

　先日知り合った護花七将軍でもある道士さまが、朧月の瞳はなんらかの道術の才能の片へん鱗りんではないかと予想して、

　――『ほんとは僕が手取り足取り教えてあげたいけど、代わりにね』

　旅の間に読むようにと、彼がかつて道術を学ぶのに使った書物をくれたのだ。

　馬車の中では乗り物酔いその他のせいでとても読めないので、毎日寝る前くらいしか向き合えず、内容は大して読み進められていない。

　それでも錬れん丹たん術じゆつや雷らい法ほうといった術の種類には、まんべんなく目を通せたのだが――

　――召しよう鬼き法ほう。

　幽鬼を使し役えきするという、幻まぼろしの邪法。その章だけは、一度も開けずにいた。

　自分の「双界の瞳」のことを考えれば、召鬼法が一番向いていると思うのが自然だ。

　先日の皇都での事件でも、朧月は召鬼法に似た力を発揮したことがある。

　まだ針の先で踊るような不安定さでしか使えない、その力について知るには、召鬼法は無視できない。頭ではそうわかっている。でも。

　――『我われと汝なんじは、同じ世界のモノだからな』

　痛ましい事件を起こして蒼そう刻こくを傷つけた、張ちよう宝ほうという道士のささやき。

　彼の琥こ珀はく色の瞳を思い出すだけでも、耳の内側をかきむしられるような怖さとおぞましさに襲われる。弱腰の朧月にしてはめずらしく、憎にくんでいるといってもいい相手。その張宝が得意とするのが、召鬼法なのだ。

（これで、わたしがもし、召鬼法に向いていたら）

　張宝と「同じ世界のモノ」なのだと自分で認めてしまうようで、怖い。

「――朧月？」

　低い呼びかけで、朧月の心は琥珀色の闇やみから解き放たれる。

　振り返り、戸口に立つその人を目にすると、朧月はほうっと脱力していた。

「蒼刻さん……」

「声をかけたけど、返事がねえから。どうした？　いつも以上に気分が悪そうな顔だぞ」

　朧月のそばにかがみ、蒼刻は彼女の瞳をのぞきこむ。

　いつでも闇から光へと自分を連れ出してしまう手にすがりつきたくなり、衝動的に指を伸ばそうとして、はたと朧月は思い留まった。目をそらす。

　遠慮がちという次元を通り越して、不自然によそよそしい彼女のふるまいに、蒼刻が眉をひそめた。

「どうしたんだ一体。おまえ、昼間から変だぞ」

「ご、ごめんなさい。……自分でも、よくわからないんですけど」

　もやもやと胸に澱よどむ想いに名前がつけられない。ただ、そうなった原因はわかる。

　彼の縁談の話と、

　――『今度したくなったら、もっとうまくやる』

　その言葉がおかしなふうに混じり合い、消化できないまま胸に沈殿しているのだ。

　生きている人間との関係に慣れていないせいで、こういうとき、どういう態度をとれば正解なのかが想像もつかない。

　途方に暮れてうつむいてしまう朧月を眺め、蒼刻が小さくため息をついた。

「天祥さまか？」

「……はい？」

　なぜここで急に、あのクセ者の太子殿下の名が。

　きょとんとして翡翠色の瞳を上げた朧月に、蒼刻はかすかに舌打ちする。

「なんでもいいが、仲直りくらいはさせろよ。でないと俺もやってらんねえ」

「あ、……申し訳ございません」

「おまえが謝るなって言っただろう。それじゃ、俺とちゃんと話をするな？」

　やや強引な言葉だが、自分の態度のせいで蒼刻が悩んでいた可能性にようやく思い当たれば、朧月はうなずくしかない。

　蒼刻と話ができなくなるのは嫌だ。

　欲しいものなんてないけれど、この人に見放されるのだけは寂しすぎる。

　ようやくこちらを見た娘に、蒼刻がひとつうなずいた。

「なら行くぞ」

「……え。まさか、外にですか？　なにゆえに」

「なにゆえっておまえ……。ここ、一応観光地だろ？」

「それが何か」

　しれっと真顔で言ってのける朧月に、蒼刻が半はん眼がんになる。

「せっかくだから街を見に行こうとか、いろいろあるだろ普通」

「いえ、わたしは別に全然ありませんよ？　明日はどうせ天祥さまに振り回されそうですし、今日は寝るまでたっぷり引きこもりたいなと……」

「……おまえってやつは」

　しびれを切らした蒼刻が、朧月を抱え上げて拉ら致ちしてしまうまで、あと三秒。
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　作っただけの護符をあちこちに貼はりつけ、邸内の護衛を不ふ幻げんたちに頼むと、蒼そう刻こくは朧ろう月げつを抱きかかえて外に出た。

「そ、蒼刻さん、もう逃げないので下ろしてくれませんか……？」

「なんでだ」

「……少しは人目を気にしてください」

「おまえが気にしすぎなんだろ」

　だって本当に見てますよ見られてますよ！　とたまらず言い返そうとして、朧月は彼の肩から顔を上げる。しかしそのはずみで、邸の門前で夕ゆう涼すずみをしていた不幻と目が合ってしまい、思いっきり息を呑んだ。

　深緑の瞳が、なんだか羨うらやましそうにこちらを見ている。あわてて顔を伏せ、蒼刻にしがみつき直した。

　蒼刻は、小島の端で足を止めた。月を映す湖面の漣さざなみが、風の鳴る音と響きあう場所だ。

　湖を隔へだてた向こう――夜市が開かれている街区からは、そぞろ歩きをする人々のざわめきがかすかに聞こえてくる。

「浮かれた雰囲気だな。観光地はこんなもんか」

「皇都に比べれば、むしろまだまだ地味な気もしますが……」

　浮かれた、と蒼刻は斬り捨てるが、湖の向こうに見える睡すい蓮れん古こ城じようの夜市は、まるで祭りの夜のように華はなやいでいた。訪れた人々の目を楽しませるべく、家々や舟に無数の燈とう籠ろうを灯ともしているからだ。彩色された石を敷き詰めて素そ朴ぼくな柄を描いた路みちも、商家の看板も、朱色の灯あかりで熾おき火びのようにちらちらと照り輝いている。

　黄昏時が永遠に続いていくかのようで、美しくも切なく、郷きよう愁しゆうを誘いざなう眺めだ。

　そこに天てん祥しようが奏でる、やさしい雨に似た二胡の調べが重なると、無性に切なくなる。

　室内で彼は、またあの曲を奏でているようだ。

「で？　どうして俺を避けるような真似をしてたんだ？」

「！」

「口づけのことは手打ちにしたよな？　だったら何に怒ってるんだ？　俺は女心ってやつには疎うといから、四十字くらいでわかりやすくまとめて説明しろ」

　……変に尊大なところが彼らしくて、朧月は妙に肩の力が抜けてしまう。

「怒ってるわけじゃなくて、……蒼刻さんは、その、お見合いをしたのですよね？」

「あ？」

「だからその、わたしはもう、あまりお世話をかけてはいけないかなあ、なんて……」

　たどたどしい説明に、蒼刻はあからさまに怪け訝げんそうな顔をした。「何を言ってるんだこいつは」という苛いら立だちまじりの戸惑いが透けて見える。

「たしかに見合いはさせられかけたが、俺は親おや父じに直じか談だん判ぱんしてぶっちぎってこっちを追いかけてきたと言っただろ」

「え!?　そんなこと、いつ……」

「今日逢ってすぐだ。天祥さまと俺が話してたの、聞いてなかったのか？」

　青く燃える瞳を見つめながら記憶を探った朧月は、あっと小さく声をもらした。

　――『うまく行ったのかい？』

　――『いいえ』

　あれは、そういう意味だったのか。事実がわかると今度は、おろおろしていた自分が猛烈に恥ずかしくなった。

　いや、そもそも蒼刻に縁談が来るのは当然だとわかっているくせに、勝手に心細くなっていたこと自体がおかしい。今、不調に終わったと知って安あん堵どしているのもおかしい。

　揺らぎすぎている自分が困りもので、何かが怖くて、けれどもそんな状態だと気け取どられるのはもっと怖いから、朧月は必死で普段どおりの声を作った。

「でも……お見合いをぶち壊しにしてしまったりして、大丈夫なんですか？」

「わからん」

「わからんって」

「ただ、俺のほうから自主的にぶち壊したのは今回が初めてだ。たいていは相手のほうが直前で断ってきたしな」

　ええっ、と朧月は目をまるくした。普通なら玉の輿こしの縁組ではないか。

「俺と兄貴は、劉りゆう家の未婚男子の中でも、ハズレくじと言われてるんだよ」

「ハズレくじ？」

「ああ。うちは三人兄弟で、俺の弟――つまり末っ子なんかは婿にしたい容姿・性格の持ち主なんだが、俺は呪いの後遺症だのなんだのがあるし、兄貴は……たしかに、俺が女でも絶対に旦だん那なにしたくない問題児だからな。あれが夫だったら軽く死ねる」

「…………あの、どういう御兄君なんですか？」

「あの情報屋に少し雰囲気が似てるが、もっと外げ道どうでプーなゲス野郎だ」

（どんな兄君なのそれ……）

　空恐ろしく思いながらも、朧月はつい蒼刻の兄と弟を想像してみてしまう。

　兄のほうは……蒼刻をもう少し大人に、そしてさらに兇悪な目つきにした強こわ面もてしか思い描けなかった。好青年らしい弟にしても、蒼刻がさわやかに微笑もうとして失敗し、顔面を盛大に引きつらせた微妙な顔にしかならない。

　三人兄弟の並んだ図なんてもう、冥めい府ふで悪あつ鬼き羅ら刹せつに包囲された気分にしかならない絵え面づらだった。劉家怖い。いや、勝手に妄想しておいて失礼か。

（でも）

　朧月はゆるやかに視線を上げて、自分の目の前にいる劉家の青年を見つめ直す。

「わたしにとっては、蒼刻さんはすごい大当たりだったんですけどねえ……」

「……急に何を言いだすんだ、おまえは」

「何って。わたしの正直な感想で――ひゃあッ」

　答える途中でいきなり地面に下ろされ、舌を嚙かみそうになった。

　抗議の声を上げようとしたのに、鼻が潰れてしまいそうな勢いと強さで抱きすくめられたせいで、何も言えなくなってしまう。

「おまえも――」

「……わたしも？」

「ハズレじゃねえからな。俺にとっては」

　常にきっぱりした口調の蒼刻にはめずらしい早口と、抑えたささやき。

　湯が噴き出しそうなくらい顔が熱くなるのも、無意味に手足をばたつかせたくなる衝動も、押さえこむのが至し難なんの業わざだった。

　抱擁を解かれたあとも、火ほ照てる頭と身体からだから熱がなかなか抜けなくて、朧月は腰が抜けそうになる。どうしてこの人は柄も口も悪いくせに、わたしを有う頂ちよう天てんにさせるのがうまいのだろう。

「ま、ハズレと言えば、今回はハズレ同士を組み合わせる縁談だったんだがな」

「ハズレ同士って……お相手の方は、どんな方だったのですか？」

「嫁よめのなり手がいない俺を心配してるうちの親と同じように、婿のなり手がいなくて親を悩ませてる、孫そん家の強烈なはねっ返り姫だそうだ」

　それはまたどんな姫君なのか。蒼刻のやけに強烈そうな兄といい、三大家に対する幻想がどんどん崩れていく。

　だが、そうすると――今回は幸い向こうからは断られなかったのに、どうして蒼刻は自分からきっぱり断ったのだろう。

「それより、おまえこそなんなんだ」

　いきなり鋭い視線で突き刺され、朧月はのけぞりそうになった。

「……わたしが何か？」

「天祥さまとずっと馬車の中にこもってただろ。いやらしいんだよ」

「い、いやらしい!?」

　脳天に岩が落ちてきたような衝撃に、朧月の声はすっとんきょうに裏返った。

　胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりで、どうしようもない性格だという自覚は嫌というほどある。

　だがしかし、いやらしいなどと言われたのは生まれて初めてだ。

「いやらしいだろうが。二人きりでずっと何してたんだよ」

「何と言われましても……」

　いきなりお説教じみた空気だ。蒼刻の不ふ機き嫌げん顔はまじめに怖い。泣きたくなる。

　さりげなく視線をそらしつつ、ひと筋縄ではいかない太子殿下との旅路を思い返す。

　いろいろあったが、要約すると――

「……ひたすら、もてあそばれていたとしか」

「そら見ろ。いやらしいじゃねえか」

「ちょッ……そういう意味じゃありませんよ。わたしは天祥さまのパンダと同じように、珍獣扱いされて、いじられているだけなんですから」

「どうだか。どうせ事あるごとに抱き寄せられたりしたんだろ」

「それは……まあ、何度も」

　天祥の人いじりのお得意の手法だ。あの太子殿下はこちらが戸惑うほどためらいなく、にこやかにくっついてくる。

「でもわたしは、そういう時は心を無にしていますから。いやらしくなんかないです」

「何が無だ馬鹿。ほかに何をしてた？　全部吐け」

　厳しい声。なんなんだ尋問か。

「ええと……お風ふ呂ろ上がりに御お髪ぐしの手入れをしたり、肩をお揉みしたり、お茶を煎いれてさしあげたり、天祥さまがお休みになるまで怪談を話したり、お着替えを手伝ったり――」

「侍じ女じよかおまえは」

「……女装のお手伝いができるのは、わたししかいないので仕方なく」

「仕方ないからそこは百万歩譲っても、寝る前の怪談はあきらかに変だろ」

「わたしも『夢見が保証できません』って言ったんですけど、天祥さまはそれでもいいとおっしゃるので……毎晩、いくつかの幽鬼話をしてさしあげました」

　蒼刻の眉み間けんのしわが深くなる。

「そういう意味で変と言ったんじゃないんだが……。で、添い寝でもしたのか」

「してませんよッ」

　わたしをなんだと思っているんだ。不当だし不名誉な疑いだし、いいかげん朧月は反発したくなってきた。

　たしかに天祥からは、溺でき愛あいという勢いで惜しみなく甘い言葉をささやかれている。皇都にいるはずの、彼のお妃きさき候補となる姫君たちに怒られそうなほどに。けれど、朧月がそれに酔い痴しれたことは一度もない。

　慣れようと思って慣れるものではないが、真に受けないよう自分に冷静に言い聞かせるのは得意だった。五年前にたった一人の友達をひどい形で失って以来、人並みの幸せを期待しない性格になっているので。

「どうやら今んところは何もないみたいだが――」

　と、額をこづかれた。

「おまえはもう少し男を警戒しろ。そんなんじゃ、いつのまにか天祥さまの寝台に乗せられてても知らねえぞ」

「またそんな……天祥さまは、あんなふうでも太子殿下ですよ？」

　だいぶ失礼な言い草になってしまったが、要するに「そんな軽はずみな女遊びをする人ではないだろう」と言いたかったのだ。

　だが蒼刻は渋じゆう面めんのままだ。朧月の不用意さが、よほどお気に召めさないらしい。

「おまえ皇宮の歴史なめてるだろ。王族のお手つきになってから事後追認で寵ちよう姫きや愛あい妾しようにされた女は、貴族にもそれ以外にも少なくはないんだぞ」

「えー……？」

「だからなんで他ひ人と事ごとの顔なんだよ」

「普通に考えて、ありえないとしか思えないからですが……」

　ぽりぽりと頭をかく。

　まぶしい表の部分にしても、華やかだが淫いん靡びな裏側の部分にしても、皇宮や皇都は朧月にとって未いまだに現実味に乏とぼしい世界だ。蒼刻に連れ回されて皇宮を探検したが、劇の舞台を見学する客の心地ここちにしかなれなかった。

　そんな晴れやかな舞台に、役者の一人として加わるなんて、もう想像を絶する。舞台に上がる前に泡あわを噴いて倒れるのがオチだ。

「とにかく、寵姫なんてありえないですから、そんなに怒らないでくださ――」

　朧月の弁明は、突然の人声でさえぎられた。

　夜に呑みこまれつつある夕闇を引き裂いたそれは、まぎれもなく悲鳴だった。





◇◆◇






「星せい彩さい……!?」「張ちようさん！」

　朧ろう月げつと蒼そう刻こくの声は、見事に重なった。

　悲鳴が聞こえてきたのは橋の向こう、つまり民家の集つどうあたりからだ。

　それだけでも無視できないのに、朧月は同時にただならぬ気配をも感じていた。

（また、幽鬼の気配……!?）

　骨ばった氷の手で、背骨を鷲わしづかみされたかのような悪寒――怨おん念ねんに満ちた幽鬼がもたらす瘴しよう気きである。ほんの一瞬感じただけだが、以前皇宮で遭そう遇ぐうした恐ろしくも哀かなしい幽鬼に、勝まさるとも劣おとらぬ強烈な悪寒だった。

「はいはい、と。私の存在は丸無視ですか。まあ、わかっちゃいましたがね」

「なんだっけあんた。印象は強いけど、影が薄いんだよな」

「はいはい。走そう影えいですよ。本人を前にしてそういうことを悪気なく言ってしまう蒼刻さまの素直さは嫌いじゃないですがね」

　走影という名の天てん祥しようの側近が、聞こえよがしにぼやく。蒼刻の返事もわりとひどい。

「――朧月ちゃん！」

　朧月のほうには、撫子なでしこ色の髪の美女が勢いよく抱きついてきた。

　星彩という、朧月の姉のような友人だ。魅惑的な肢し体たいの持ち主だが、残念ながら幽鬼なのでその姿は半なかば透すけている。

「ああ、到着が遅れてすまなかったな。心配をかけたか？」

　崩れかけた壁の陰から、のそりと姿を現したのは、張さんだ。

　見た目は、威風を漂わせるたくましさと神こう々ごうしい美しさを兼ね備えた白びやつ虎こ。

　中身は渋い美声の紳士という、生なま半はん可かな男ではとても太た刀ち打うちできないような男前の御ご仁じんである。

「なんで遅れたかは後で聞くが、今の悲鳴はなんなんだ？　まさか張さん――」

「儂わしではない。儂は別の意味ではよくきゃーきゃー言われるが、今は星彩ひと筋じゃ」

「やだもう張さんったら、お二人の前で♪」

「惚のろ気け話の時間じゃねえよ！」

「わかっておる。あいさつ代わりの冗談くらい受け流さんか、蒼刻」

　白虎は星彩にいとおしそうな視線を向けると、分別くさい顔で蒼刻のつっこみをあしらってから、改めて口を開いた。

「悲鳴を上げたのは、三人組のお嬢さんじゃ。ここを通って――おそらくは、夜市から家に帰る途中だったのじゃろう」

　張さんは顎あごをしゃくって、民家がぴったりと肩を寄せ合う暗い一角を示す。

　走影が続きを引きとった。

「私は、こちらの虎にしか見えない御仁の姿で騒ぎになっても困るんで、そのお嬢さまたちがいなくなるまで、あちらの神しん廟びようの陰に隠れましょうって申し上げたんですよ。そうしたらあの悲鳴ですよ、はい」

「驚いて見たら、湖面にぼんやりとした金色の光の塊かたまりが浮かび上がっていてな。しかも、こちらに不気味ににじり寄ってくるではないか。たまらず儂が飛び出すと、すぐに消えてしもうたが――」

　三人娘は突然現れた巨きよ軀くの神獣にさらに驚いて、逃げてしまったのだという。

　光の塊。

　思わず蒼刻と顔を見合わせていると、今度は星彩が口を開いた。

「幽鬼だと思うんすけど、発光してるせいで顔がぼやけて見えなかったんですよね。な～んかヤバげな雰囲気出してたんで、お嬢さんたちに何かある前に消えてもらえてよかったですよぅ」

「三人の方たちは……結局、幽鬼には気づいていなかったのね？」

　普通の人には幽鬼は見えない。その人や場の気の巡りが陰に傾いていたり、黄昏時や夜だったり、幽鬼と生前に縁が深かったりという、特殊な条件が重なったときにだけ、ぼんやり見えてしまう程度だ。

　いろいろと納得した直後、朧月は「あ」と声を上げそうになった。

　天祥が見たいと言っていた〈金色の幽鬼〉。

　――『この睡蓮古城を何かを探しているかのように彷徨っているそうだ』

　邸で聞いた、だれかを呪う声。

　――『あの女はどこに……』

　その二つを結びつけたくなる。

　金色の幽鬼がだれを探しているのかは、まだ見当もつかない。

　それでも、波乱の予感が胸をざわつかせ、朧月はふるりと身み震ぶるいした。







　第三章　大事なものは目蓋の裏側







　睡すい蓮れん古こ城じようで過ごす最初の夜。

　星せい彩さいがひと晩中、幽ゆう鬼きを警けい戒かいしてくれると言うのに甘えて、朧ろう月げつはそれはそれはぐっすり眠ってしまった。目覚めたのは、天てん祥しようの奏かなでる二に胡この単たん旋せん律りつと、星彩の声のおかげだ。

　体力がないせいですぐにくったりしてしまうのは、蒼そう刻こくと出で逢あう前から変わらない。おまけに昨さく夜やは〈金色の幽鬼〉を警戒して、悪鬼を退しりぞける護ご符ふを作っては邸やしき中に貼はりつける作業で、だいぶ夜よ更ふかしをしたのだ。

　身体からだがなじまない寝しん台だいで目覚めると、わたしの生活もずいぶん変わったなぁと今さらの感慨に襲おそわれる。

　屋根のない場所が怖こわいのも、知らない人と話すと呼吸が苦しくなるのも治ってはいないのに、故郷の幽ゆう鬼き院いんを離れて観光地にいるなんて。それも、生きている人とともに。

（人生、何が起こるかわからないなあ……）

「朧月ちゃん、今日は太たい子し殿でん下かとの着せ替えごっこはしなくていいんすか？」

「……今日は呼ばれてないし、しらばっくれてしまおうかな、なんて」

「それ、ご本人に聞かれたら、またいじめられちゃいますよ？」

　星彩の苦笑い。

　昨夜よく働いてくれた、蓮れん花げを模もした形の燈とう台だいをうっかり倒しそうになりつつ、朧月はふらふらと寝台を下りた。

　まぶたが今にも再びくっつきそうな状態のまま、花色の衣い裳しように袖そでを通していく。

「ねえ朧月ちゃん、今日は少し髪を編あみこんでみてもいいっすか？　街で可か愛わいい髪形の娘こを見かけて、あれをうちの朧月ちゃんがやったらもっと可愛くなる！　と思ったんで」

「まかせるー……」

「ありゃま。座ったままで寝てません？」

　などと星彩に甘えっぱなしで身み支じ度たくを整えると、朧月はちょっとだけ扉を開けて、廊ろうの様子をのぞいてみた。

　すぐそばの壁際にたたずむ不ふ幻げんと目が合った。

　思わず扉を閉めた。

「……どうして呂りよ将軍が？」

「あれ、あたし言い忘れてましたっけ？　将軍さまが朝ごはん持ってきてくれたから起きましょうよ～って」

「！　そ、そういうことは、お願いだから言い忘れないで……ッ」

　最強の護ご花か七将軍さまに小間使いのような真ま似ねをさせた上に、ずっと待ちぼうけを食わせていたのか。なんて畏おそれ多い！

　土下座する勢いで再び扉を開けると、不幻はさっきと同じところにいた。

　壁際で、桃ももまんを盛った盆ぼんを左手に、軽くしゃがんでいる。朧月との、大きすぎる視線の高さの差を埋うめるように。

「おはよう」

「……お――おはようござい、ます」

　うっかり見つめ合ってしまった後に、締まらないあいさつをする。

　不幻はあまり感情をさし挟まない無表情のまま、右手を軽くそよがせた。

　おいでおいでの仕草だ。

（まさか……）

　野の良ら猫ねこを呼んで餌えさをやろうとするような雰ふん囲い気きには覚えがあった。

　そう。蒼刻が、引きこもる朧月を好こう物ぶつでおびき出そうとするときと同じだ。彼から、桃まんで餌え付づけできる珍ちん獣じゆうですよ、とでも教えられたのだろうか。

　こっちに来ないかな？　来てくれないかな？　という期待と不安の交じる不幻の表情に、朧月はなんとも言えない気持ちになる。

「なんで将軍さまとにらみ合ってんすか？　朧月ちゃん」

「まあ……その……このまま、ほいほい呂将軍にまで餌付けされていいのかと、自分の尊厳について悩んでて」

「ほうほう。武官さんに餌付けされてる自覚はあったんすね」

「…………」

「ま、一度くらいならいいんじゃないすか？　せっかくひと目惚ぼれされたんですし♪」

「星彩……もしかしなくても、楽しんでる？」

　――『彼女にひと目惚れした』

　という不幻の爆弾発言は、実はその続きに「小動物として」という一節がくっつくものだ。別に乙女おとめとして愛めでられたいわけではないが、蒼刻と天祥以外からも珍獣扱いなのかと思うと、そろそろグレたくなる。

　不幻はたいへんな動物好きだそうで、ひと目惚れして拾ってきた猫や犬の軍団でいつか埋もれかねない勢いらしい。

　今も灰色髪の頭にも肩にも足元にも、ここに合流するまでに「ひと目惚れ」して拾ってきてしまったという、鳥や栗り鼠すや猫がわらわらとなついている。中には、けがをしたのを不幻に手当てしてもらったものもいた。

「あれだけ相思相愛のお相手がいるのに、わたしまで手なづけようとしなくても……」

「まあ後宮佳か麗れい三千人って言いますし、何人いてもいいんじゃないっすか？」

「後宮と同じ扱いってどうなの」

　すぐ隣に来た星彩ともぞもぞと相談するが、結局、朧月は仕方なく、もふもふ後宮のあるじについていった。本音を言うと桃まんだけいただいて帰りたいが、そうもいかない。
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　連れていかれたのは、二階にある庭園と湖が臨のぞめる露台だ。朱塗りの欄らん干かんのそばに、簡素な作りの円卓と長なが椅い子すが置かれている。

　昨夜は夕空に黒く沈んでいて見えなかった玉ぎよく泉せん城じよう――睡すい蓮れん古こ城じようでもっとも大きな湖上の城も、今日はくっきりと見えた。

「わあ……今日も嫌いやな感じに晴れてるのね……」

「朧ろう月げつちゃん、ほんと晴れた明るい日が嫌いっすね。ある意味あたしたち以上に」

「お。よい朝じゃな、姫君たち」

　長椅子の脇わき、露台のぽかぽかと暖まりはじめた陽だまりには、張ちようさんが腹ばいになってくつろいでいた。淡あわい青の瞳と白銀の毛並みが、今日も神こう々ごうしい。

「蒼そう刻こくは、天てん祥しようさまのパンダの散歩に付き合わされておる。じきに戻るじゃろうが」

「情報屋さんは……」

「買い出しに出かけおったな。朝市にいいものが出るそうな」

「――どうぞ」

　静かに耳に飛びこんできたのは、聴き慣れない声。不ふ幻げんの声だ。

　はっとして顔を上げた朧月の手に桃まんを渡すと、彼は長椅子の端に腰を下ろした。

「情報屋が」

　作ってくれた、と言うことらしい。昨日から感じてはいたが、不幻は必要最小限（あるいはそれ以下）の言葉で意思を伝えようとする方らしい。

　話し方も訥とつ々とつとして、素そ朴ぼくで、抑揚があまりないけれど、温かみは感じられた。

　なんだか、怖がらないで、と言われている気分になる。

「…………ありがとうございます」

　緊張はまだしているけれど、不幻の静けさと、星彩や張さんがそばにいることが、朧月の心をいくらかなだめてくれた。

　長椅子の空いている端に座って、桃まんをかじる。しっとりした生き地じに甘さ控えめの蓮はすの実あんがよく合う、おいしい桃まんだ。

　不幻に穏おだやかな表情で見守られながらなので、つい全身にいらぬ力がこもり、よく味わえてない気がするのが申し訳ない。不幻にも、作ってくれた情報屋にも。

　鳥のさえずりが聞こえる中、右隣にいた張さんが、おもむろに口を開いた。

「時に不幻。おぬしが北の馬ば賊ぞく討とう伐ばつを置いてまでこちらに来たのは、なにゆえだ？」

「機密」

　左隣から、不幻が即答する。なんで挟まれてるんだわたしは。

　にわかにこわばった空気を、桃まんの味に意識を集中させて耐える朧月の頭越しに、白びやつ虎こと護花七将軍さまの話は続いた。

「黒こく烏う州に〈旭きよく東とう賊ぞく〉が潜ひそんでいる、という噂うわさのせいか？　途中で襲しゆう撃げきを受けたと聞いたが、それか」

「あれは違った。旭東賊じゃない。雑ざ魚こ」

「だが儂わしはここに来る途中で、それはそれは胡う散さんくさい武装集団を見たぞ？」

　――張さんと星彩の到着が、大幅に遅れた理由だ。

　人に見られて騒ぎになるのを避けて、張さんが選んだ裏街道。そこで、馬を連れた武装集団とすれ違ったのだそうだ。向こうはとっさに藪やぶに隠れた白虎の存在に気づいていないようなので、こっそり後を追ってみた。

　しかし途中でバラバラに散開されてしまったせいで、追跡できなくなり、彼らの正体まではわからなかった、と。

「んでも全員物騒でムカつく顔つきでしたし、嫌な予感しかしないってやつですよ」

「それは心配ね……」

　肩に寄り添ってくる星彩の耳打ちに、ささやき返す。黒烏州刺し史しである兄は、州内にそんな集団がいることをご存知なのだろうか。

「この睡蓮古城は街を守る防壁がなく、自前の保警隊も、歴戦の馬賊に対抗できるものではない。この件、おぬしならどうする」

「今はまだ言えない」

「機密に関わるからか。おぬしはその面では融ゆう通ずうが利かぬのう」

　張さんはあきれたというよりは、微ほほ笑えましく思っているかのような口調で言う。

　しばしの沈黙ののち、不幻はふいに朧月に問いかけてきた。

「幽鬼と話してたのか？」

「え」

「ときどき、虚こ空くうを見てるから」

　不幻の瞳が、朧月の翡ひ翠すい色のそれを、困ってしまうくらいまっすぐに見下ろしてくる。

　その懐ふところに動物たちを抱いて守る、深い森を思わせる色だ。

　他人に無む頓とん着ちやくそうなのに、異能のことはご存知なのか。

「あ……はい。わたしの大事な友達の、星彩です。幽鬼です」

　たどたどしく紹介すると、不幻は空の彼方かなたに消えてしまった鳥を探すような目をした。

「呂りよ将軍は、幽鬼は……」

「幽鬼より、実際にもふもふできるほうが好きだ」

　……好きかどうかを訊ききたかったわけではないのだが。

　不幻自身はそのもふもふの小動物にたかられて幸せそうなので、まあいいかという気になってしまう。

「蒼刻の、今の官位を知ってるか？」

「あ……いえ、知りません」

　唐とう突とつな問いに深緑の瞳をおずおずと見上げながら、朧月はかぶりを振った。

　武官さん、という星彩の呼び方になじみすぎていたし、いずれ護花七将軍に任命されると聞いていたせいか、現在の官位を気にしたことがなかった。ただ、劉りゆう家の御おん曹ぞう司しでしかも神しん速そくの剣の遣い手だから、それなりに高い地位の方だろうとは思っていた。

「游ゆう撃げき校こう尉いだ」

　游撃。戦況に応じて自由に敵を攻撃する、という意味だったか。

「四年前に新設された官位だ。校尉は本来、数百人の兵を率いるのだが、游撃校尉は違う」

　と、不幻。

「部下を率いることはないが、一人一人がひとつの部隊、という扱いで――護花七将軍の下について、さまざまな役目をこなしてる。私の下でも一時期働いたし、他の将軍のところでも、人並みではない戦功を上げた」

「――要するに、いずれ護花七将軍になったときに必要な勉強をさせるために、特殊な官位につかされているということじゃな」

　張さんの補足がわかりやすい。だから部下を持たず、朧月とともに皇宮の事件を調査したり、軍属にしてはずいぶんと自由に動いていたのか。

「へ～。じゃ、今度から校尉さんって呼んであげたほうがいいんすかね。めんどいけど」

　字数は同じじゃないかしら。星彩のつぶやきに、内心思わずつっこんでしまう。

「――呂将軍は……」

「ん？」

「蒼刻さんとは、お付き合いが長いのですか？」

　不幻は穏やかにうなずいた。

「一応は。私はもともと、皇宮剣術指し南なん役やくとして皇こう都とに入ったのだが」

「わあ。それって、国一番の戦士って認められたようなもんじゃないっすか」

　星彩が感かん嘆たんする。

「ある意味、護花七将軍より地位が高いんですよ？　皇宮剣術指南役に稽けい古こをつけてもらえたら軍部での立身出世の足がかりになる、なんて言われるくらいですし、皇族の方々にも手ほどきするんですからねぇ」

　あいかわらず、意外なところで物知りな星彩だ。同じ幽鬼との交友関係がびっくりするほど広いので、そちらからの情報なのか。

「指南役をしていた頃、蒼刻にも稽古をつけたことがある。百人近くいた中で、最後までついてきたのは、当時十三歳の蒼刻だけだった」

「！　……そうなんですか」

「ん。だから、護花七将軍として共に戦える日を、楽しみにしている」

　蒼刻は自分から進んで手柄を語る人ではないから、こういうふうに褒ほめられているのを聞くのはうれしい。自然と心がほぐれ、不幻に向き合う肩からも少しだけ力が抜けた。

　もしかすると不幻は、蒼刻の話なら朧月も歓迎するだろうと思ったのかもしれない。

「実は、蒼刻はもうじき、護花七将軍に正式に叙じよ任にんされる」

「……そうなのですか？　蒼刻さんは――」

「まだ知らない。驚かせたいから、内緒に」

「あ……はい」

　張さんのひそかに複雑そうな瞳の色には気づかず、朧月は喜んでうなずいた。

　のちにその背景にある政治的な事情を知って、衝撃を受けることになるなんて、このときは想像すらできなかった。

「護花七将軍になっても、蒼刻に、変わらずに接してあげてくれ」

「……蒼刻さんが許してくださる限りは、そうしたいです」

　もう一度うなずく。隣で星彩が「許さないはずないと思いますけど？」と、うれしいはげましを口にしてくれた。

「よかった」

　不幻も、淡く微笑んだ。

　無む慈じ悲ひなまでの強さの持ち主とは思えない透き通った笑顔に、朧月も少しつられた。

「ところで。少しだけ撫なでても？」

「…………え？」

　栗鼠や猫たちを愛でるみたいにしたいと言われ、すぐに顔が引きつったが。
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　撫でられ疲れて露台を離れ、邸てい内ないに入ると、廊でなぜか蒼そう刻こくと情報屋という珍妙な組み合わせに出くわした。

「こっちの少年から好きだって聞いて作ってみたんだが、桃まんはあんな感じでよかったかい？　姫さん」

「あ……の、その――美お味いしかったです。……ごちそうさまでした」

　とっさに張ちようさんの毛皮にしがみついてしまいながら、朧ろう月げつはがんばってお礼を言う。

　すると情報屋は、にかりと犬けん歯しまで見せた。

「素直でいいねえ。俺が婿むこ入りしたい本命さまは一人だけだが、料理を作るなら女の子のために作るのが楽しいよ。やっぱ子供を持つのも娘がいいな、絶対に。俺もあの人の子供が早く欲しいわー」

　朝市帰りの情報屋が、朧月の頭を撫でながらそんなふうに言う。色いろ眼め鏡がねの奥で、黒い瞳が楽しげに輝いていた。

　朧月は「はあ……」としか答えようがなかった。斬新な冗談かと思っていたが、この情報屋、本当に恋する女によ人にんがいるようだ。疑って失礼してしまった。

「男の子供なんて駄だ目めよ駄目。十歳過ぎたら、あの少年みたいに可愛げなくなっちまうに決まってるんだから」

（……蒼刻さんにも、可愛いところはあるんだけどなあ）

　蒼刻本人から「可愛い言うな。褒める気ならかっこいいって言え」とよく叱しかられているので、声にはしなかった。

「情報屋。蒼刻はいい子だ」

　しなかったのに、傍かたわらから不ふ幻げんが真顔でそう言いだしたものだから、なんとも言えない沈黙が落ちた。

「うむ。儂の肩を揉もんでくれるしのう」

「まあ。それは感心な十七歳ですねぇ」

　おまけに張さんと星せい彩さいがしみじみと補足するので、さらに雰囲気が微妙になる。
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　にやにやと笑う情報屋に肘ひじ撃うちを入れると、正面から褒められるのが大の苦手な蒼刻はさえぎるように言った。

「そんなことはいいので将軍、出かける準備をしてください。朧月、おまえもだ」

「……はい？」

　露骨に嫌そうに眉まゆをひそめた朧月に、蒼刻は渋い顔で説明してくれた。

　情報屋がまたしても花婿修行の成果を披露した朝あさ餉げのあとに、天てん祥しようが、玉ぎよく泉せん城じようを見物したいと言いだしたそうだ。

　玉泉城とは、睡すい蓮れん古こ城じよう周辺でもっとも大きな歴史的建造物である。凹おう晶しよう渓けい館かんと同じように湖の上の小島に造られた城じよう砦さいで、素そ封ほう家かでさえ木を組み上げた邸てい宅たくにすることの多いここではめずらしい完全な石造りだ。

（さっきのとは違う場所にある露台からなら、ここからでもお城が見えたはずだけど）

（すごく武骨なお城だったような……）

　あまりに殺風景なので観光向きに飾りたてるのが面倒だと、刺史である兄が話していた記憶がある。

　なぜそんな、眺めて特に楽しくなさそうなところに行きたいのだろう。

　斬新な趣味の殿下なのは知っているが、それにしても、ぴんとこない。

「それじゃ、朧月ちゃんは太子殿下にくっついててあげてくださいな～。あたしは留守番して、この邸と〈金色の幽鬼〉について張さんと調べてみますよ」

「今日は調査をするだけでよいのかな？　儂の可愛いお嬢じようさんは」

「わかってるくせに、意地悪はやめてくださいよぅ。二人きりのときは、あれを、ね？」

「うむ、あれじゃ。忘れられておるかと、少々焦あせってしまったぞ」

「忘れるわけないじゃないですか、んもう♪」

「…………」

　あれ、の意味はわからないが、お邪魔しましたと回れ右したくなる甘い空気であった。

「じゃ、武官さん、朧月ちゃんをお願いしますよ。いじめたら四千年祟たたりますからね～」

「いっそ殺されたほうがマシじゃないのかそれ」

「当然でしょ～。生まれてきたことを後こう悔かいさせるために祟りはあるんすよ？」

「朝っぱらから空恐ろしいことを連発するな！」

「これくらい幽鬼の間ではあいさつなのにぃ」

　星彩は最後までにこやかにホラを吹くと、張さんといちゃつきながら、邸のまだ詳しく検分していない区画へと去っていった。
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「あ、昼間なら幽鬼が活発に動くことはあまりないですし、わたしも留守番で……」

「いいと思ってんのかこの引きこもり」

「……ですよね」

　仕事をサボろうとした詭き弁べんはあっさりと粉砕され、朧ろう月げつは凹おう晶しよう渓けい館かんから連れ出された。

「そうだよ。報ほう酬しゆう分は私といちゃいちゃしてくれないとね」

「なんの報酬だと!?」

「怒らないで蒼そう刻こく。私と仲よくしてくれたら、君にも支払ってあげてもいいよ？」

「だれがそんな金が欲しいと言ったんですか！」

　天てん祥しようの戯ざれ言ごとは聞かなかったことにするとしても、実際、びっくりするほど多額の報酬が約束されている。逃げようがない。

「君たちは馬賊のせいでけがをしたんだ。今日は邸で休んでいなさい」

「はいはい、と。私もたまには殿下から解放されて、のんびりしたいですからねえ」

　走そう影えいはあっさり、と言うには若じやつ干かん引っかかる態度の悪さで天祥にうなずく。

　あわてたのは、護衛としてついてきた四人のほうだ。

「何をおっしゃいますか走影どの！」

「我ら禁きん軍ぐん府ふの精鋭、殿下をお守りするためならこれしきの怪け我が――」

「じゃあ綺き麗れい事ごとを省はぶくと、君たちまで連れてくと絶対に注目を浴あびて面倒だから、ついてこないでほしい」

「天祥さまあああああああ」

　走影とは対照的に、たいへん忠誠心の厚そうな護衛たちの嘆なげきを、天祥は透明感のある笑みで受け流して街に出た。

　まあ仕方ない。護衛の四人は訓練されすぎているのか、無む駄だに完かん璧ぺきに歩調をそろえて歩く癖くせがあるのだ。武官としては正解でも、日常の風景からは痛いほどに浮いてしまう。

　そういうわけで、朧月・天祥・蒼刻・不ふ幻げん、そして案内人役の情報屋という統一感のない顔ぶれで、石いし畳だたみの路みちを歩いた。一いつ騎き当とう千せんの武将が二人に、謎なぞの強さの男が一人。戦力としては十分すぎるほどだ。

　男性陣は商人風の短たん袍ぽうで変装しているが、それでも、どうしても注目を集めている気がするのは、胆きもの小さい朧月だけではなかった。情報屋が半はん眼がんになって言う。

「やっぱ、傍はたから見たらどういう集団なのかちょっと意味不明だよな俺ら」

「今だけは同意するぜ、おっさん」

　まるで一般人のフリをしきれない鋭するどい目つきで、蒼刻。

「だろ？　種類の違う美男美女が集まりすぎだし、商売仲間ってほど仲よさそうにも見えないし。おまえさん方はせめて俺みたいに周りに溶とけこむってことを知らないのか」

「…………いろいろな意味で申し訳ございません」

　人ごみに脅おびえすぎてぶっちぎりで一番挙きよ動どう不ふ審しんだという自覚のある朧月は、小さくなるしかない。

　どういう器うつわの大きさなのか情報屋は、ろくに目を合わせて話せない上にしばしば虚空に向かって話しかける変な娘でしかない朧月はおろか、見た目は完璧に白虎の張さんさえ、あっさりと受け容れている。

　本人曰いわく「可愛ければ許す。いいやつなら許す」。

（……恋する男の人は、あんなふうに懐が深くなるものなのかなあ）

　などと考えてしまう。

　朧月を忌いみ嫌うわけでも、ことさら構ってくるわけでもない。ぬるい空気のような情報屋の態度は、初対面の人との話し方がわからない朧月には非常にありがたかった。

「そんなに小さくなられてしまうと、君を見失いそうだな。手をつなごうか朧月」

「……天祥さま。こいつは俺が連行しますから、お構いなく」

「え……あの、わたしは一人でも大丈夫で――」

「信用できるか馬鹿」「迷子になってからでは遅いんだよ？」

　同時に言われて、しゅんとする。

　そうして左手を天祥にとられたかと思えば、右の二の腕をぐいっと蒼刻に引っ張られ、朧月は目を白黒させた。今け朝さから挟み撃ちに合いっぱなしだ。

　どちらが珍獣を連れ歩くか議論している間に、不幻がふいに後ろから来て朧月を抱え上げた。普段よりも高い位置に持ち上げられた朧月は、声にならない悲鳴をもらす。

　不意打ちに目を点にした蒼刻と天祥を前に、不幻はぼそりと言った。

「平和的解決」

「どこがですか！」

　ひとり情報屋だけが、にやにや笑っている。……他ひ人と事ごとだと思って。

　時に水中芙ふ蓉ようとも呼ばれる睡蓮は、街区を碁ご盤ばんの目のように区切る玉ぎよく河がに、涼すずしげな花化粧をほどこしていた。街区同士をつなぐ橋を渡ると、まるで睡蓮の葉の上を歩いている心地ここちになるほどだ。

「この石畳に使われてるのは、五ご花か石せきと言いましてな。近くの浄じよう友ゆう山さんから採とれる小花模も様ようみたいな斑はん紋もんがついた石なんでございますよお客さま」

　適当すぎる敬語（？）で、情報屋。文法はさておき、案内する姿は慣れを感じさせる。

　路面には陽光でつやつやと光る石が敷き詰められている。おかげで、雨が降っても足元が泥まみれにならないそうだ。

「いろんな色や模様があるから、石いし占うらにも使われるんだぜ。今度占うらなってやろうか少年」

「なんで俺。つうか占せん者じやのところに連れてくんじゃなくて、あんたが占うのかよ」

「はっはっは。占いは恋する男のたしなみだぜ」

「気持ち悪わりぃんだよおっさん」

「私は興味ある」

　ぼそりと口を挟んだのは、不幻。意外な発言に、天祥もおもしろそうに瞬しばたたく。

「私も君との相性を占ってもらおうかな。悪ければ悪いで燃えるし」

「…………ははははは」

　もう乾いた笑いしか出ない朧月だ。おうちに帰りたい。

　頭上を飛び交う和気あいあいではない会話に戸惑いながら、蒼刻の背の後ろなどに隠れながら、朧月はどうにか雑踏の中を歩きつづけた。お気に入りの被ひ布ふを頭から身体にすっぽり巻きつけているのも、少しは助けになった。

　ぽつりとつぶやく。

「それにしても……本当に、睡蓮の街なんですね」

「おまえ、自分の故郷のくせに来たことが――あるわけなかったな」

　引きこもりだから。蒼刻にきっぱり言われてしまうと、肩身が狭い。

　いくつもの橋を渡って中央広場に入ると、色とりどりの毛もう氈せんを広げた露天商が土産みやげ物を売りさばいていた。

　純度の高い蜜みつ蠟ろうや、それを使った練ねり香、美び乳にゆう霜そう。小枝で編んだ花はな籠かご、細かな縫ぬいとりの香り袋。睡蓮をかたどった小物はもちろんのこと、睡蓮そのものを材料にした個性的な食べ物も並んでおり、朧月はふと怯えを忘れて見み惚とれてしまう。

「ほんと浮かれた街だな」

「蒼刻さん、たしか昨夜もそう言ってましたけど……。そんなに浮かれて見えますか？」

「だってここは、少し前まで戦略拠点として使われてたんだぞ？」

　不ふ謹きん慎しんだ、とでも言いたげである。朧月は目をぱちくりさせた。

「そうだったんですか？　初めて知りました」

「大丈夫なのか黒こく烏う州刺史の妹姫」

「……面めん目ぼくないです。そっち方面は、あまり頭に残らない体質みたいで」

「そんな体質があるか阿あ呆ほう。いいか、ここは六年前――」

　と。

　蒼刻は壁にぶつかったみたいに、いきなり言葉を切った。

「――ああ、だから玄げん静せい心しんのやつが敢あえて教えなかったのかもな」

「？　どういうことですか」

「俺からは言えない。少なくとも今は」

　袖を引いてみたのに、そっけなくあしらわれ、朧月は残念そうに眉根を下げた。

（気になるのに……）

（後で、どこかの幽鬼に声をかけて聞いてみたらわかるかな）

　生きている人間と目が合ったら回れ右で逃げるくせに、死者の霊魂になら臆せず話しかけられる朧月ならではの思考回路だ。

「にしても、おまえは骨の髄ずいまで観光に向かない人間だな」

「観光なんて、きっと家の中でする趣味がない人がすることですよ……」

「全国の旅人と観光地の人に謝あやまれ」

「でも人間、普通はおうちが一番じゃないですか」

「たしかにそうだが、おまえの引きこもりっぷりは絶対『普通』の範囲内じゃねえから」

　などなど。

　言い合っていると、情報屋のよく通る声が聞こえた。

「――え、お客さま、玉ぎよく泉せん城じようちゃんに入りたかったの？　近くで見るだけかと思ってたから案内しちまったけど、今の玉泉城ちゃんは立ち入り禁止だぜ」

　なに？　と朧月もその場で立ち止まってしまった。

「玉泉城は、昔はともかく、今は一般にも開放されているはずでは？」

「私もそう聞いてた」

　天祥にはめずらしい、戸惑いの透ける言葉に、腕組みした不幻もうなずく。

　彼らの視線の先を追えば、切れ目のない商家の甍いらかの波の向こうに、玉泉城の岩山じみた姿があった。

　きれいな名前とは裏腹に、外壁には装飾らしいものが一切ない。質しつ実じつ剛ごう健けんと言えば聞こえはいいが、石積みのせいで重苦しく感じられる威い容ようだ。数年前まで実際に使われていたというだけあって、古びた感じはない。

「……うーん。ここで話すのもアレでナンだから、こっちに来てくれや」

　情報屋は手近な茶館に皆を引き入れた。奥まった個室を選び、薫かおり高い緑茶で一服したところで説明を始めた。

「たしかにこの間まではだれでも入れたよ。人ひと気けはないが、あれでも睡すい蓮れん古こ城じようでは一番でっかい建物ちゃんだしな」

「要するに、何かあったんだね」

　さっくりと斬きりこんだ天祥に、情報屋はちょっと言いにくそうに黒髪をかき上げる。

「――神隠しさ」

　神隠し？　と、残る四人の声が示し合わせたようにそろった。

「ああ。このへんは治安がよかったから、玉泉城ちゃんは夜中でも出入り自由になってたんだな。で、夜の闇の中だと妖よう怪かいの腹ん中みたいに不気味だからって、街の人間には肝きも試だめしに使われたりしてたんだな。だけどひと月前、肝試しの下見にいったはずの男が二人、行方ゆくえ不明になっちまったんだ」

「行方不明」

　不幻が繰り返す。まじめな表情なのだが、上衣の隠しからちょこんと顔を出した栗鼠のせいで、なんとなく気が抜ける。連れてきていたのか。

「そう。消えたんだ。この城市を守る保警団がいろいろ調べたらしいが、二人の足取りは玉泉城で途絶えちまってるし、痕こん跡せきもないしで、お手上げ状態みたいだ。それでも、原因がわかるまでは、ということで立ち入り禁止にされてるわけよ」

（神隠し……）

　朧月がすぐに連想したのは、蒼刻と出逢うきっかけになった皇宮での事件だ。

　幽鬼の思念によって時空間がねじ曲がってしまい、公こう主しゆ殿下をふくむ多くの人々が異界の闇に呑のみこまれた。

　だから今回もつい、幽鬼が関係しているのではないかと疑ってしまう。

　そっと隣席をうかがえば、蒼刻と視線がぶつかった。どうやら彼も、朧月と似たようなことを考えたらしい。

（まだ、そういう危険な幽鬼がいると決まったわけではないけれど）

（……気になるかも）

　昨夜のことも陽かげ炎ろうのように頭に浮かんだが、まだ呪のろいの声と〈金色の幽鬼〉、そして今の神隠しの話を結びつける材料はない。

　そんなふうに茶ちや杯はいを見つめて考えに没頭していたから、気がつかなかった。

　神隠しの話に耳を傾ける天祥の青い瞳が、金色の髪の陰で、凍りつきそうな冬空の色をたたえていたことに。いつもの微笑みに、霧がかかったようになっていたことに。
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　目当ての玉ぎよく泉せん城じようには入れなかったので、結局、昼過ぎには邸に戻ってきてしまった。

「無理に出かけることもないし。たまにはのんびりするよ」

　とは天てん祥しようの言。

　――その気まぐれな言い方と微笑みがあまりに普段どおりだったから、朧ろう月げつは彼の企たくらみにまったく気がつかなかった。

　餅もち黍きびと紙のように薄く切った蓮れん根こんでとろみをつけた、生姜しようが風味の羹スープ。ひき肉に、炊たいた稗ひえを混ぜた具の香ばしい餃ぎよう子ざ。瑞みず々みずしい赤あか茄な子すとともに炊きこんだ、押し麦を混ぜたふっくらごはん。

　豪勢ではないが家庭的で美味しい昼ひる餉げは、またしても情報屋が用意してくれた。

「へ～、花婿修行ねえ。家庭料理ができる殿との方がたとはずいぶん感心じゃないっすか」

　朧月の薄暗い部屋。

　一緒に食事をとった星せい彩さいが、しみじみと言った。

「あたしと張ちようさんで検分してみましたけど、この邸やっぱ胡散くさいですよ。やたら大量に護符が貼ってあったり」

「護符……？　開運や長寿祈き願がんの護符ではないの？」

「どうやらそういう系統じゃないみたいなんですよ。一枚引っぺがしてきたんで、なんのための護符なのか調べてくださいな～」

「えええ!?　……それって、剝はがしても大丈夫なものなの？」

「別に大丈夫だと思いますよ？　幽鬼のあたしが剝がせちゃう程度の代しろ物ものですから、どぉせ大した効果はないでしょう」

　護符を作った道どう士しが泣きそうなことを言って、星彩は古びた紙し片へんを文ふ机づくえに置く。

　朧月は皿や茶杯を片づけると、あの道術の本を開いた。

「これだわ。ち……鎮ちん奇き怪かい符ふ？」

「ほうほう。幽鬼の起こす不吉なことが繰り返し起きるときにオススメ★　――って、えええ？」

　本当はもっと小難しい文章なのだが、元の持ち主が書きこんだ陽気な翻ほん訳やくのおかげで、あっさり読める。朧月も眉をひそめた。

「……この邸、やっぱり幽鬼関係で何かがあったのね」

「幽鬼に悩まされたせいで、以前住んでた人が逃げ出したってことっすか」

「かもしれないわ。……もっと情報を集めたほうがいいかも」

「じゃ、今夜あたり、やりますか」

　心得たふうの星彩のささやきに、神妙にうなずく。

　夜のあれこれに向けて、お昼寝なんぞをしたあと、朧月は再び道術の本を開いた。

「なになに？　新しい護符を作るんですか」

「うん……。天祥さまたちをお守りするのには、何枚あってもいいかなって」

　手始めに、さっきの鎮奇怪符を作り直してみようと思う。

　魔よけの力を持つ鳥の血を混ぜた墨すみで書くと効果が増すそうだが、さすがに抵抗があるので、普通の墨で代用した。

　本に書いてあるとおりに独特の図形をなぞり、完成させたものを確認していると。

「朧月ちゃん、どいて……！」

　星彩がいきなり叫ぶと護符をひっつかみ、開けた窓から放り投げた。そして。

　――ボゥン！

　夕刻に近づきつつある空の下で、護符が爆発した。

　朧月は絶句した。

「ものっそ嫌な予感がしたんすけど、これはまた……。朧月ちゃん何作ったんすか」

「……さっきの鎮奇怪符を、真似してみただけなのだけど」

「それでなにゆえに爆発」

　めずらしく真ま顔がおで訊かれても、朧月のほうが原因を知りたいくらいである。

「桃の木か、黄色い紙を使うのが正式みたいだから、省いてはいけなかったのかも……」

「にしたって爆発は――あらま、護衛のムキムキさんたちが集まってきちゃった」

　窓の下を見下ろして、星彩が可愛く舌を出す。

　え、と思い、朧月も窓の外をうかがう。中庭にいた護衛の人たちが「おい、今の音は一体なんだ!?」「すわ敵襲か！」「爆発音だったぞ」「道術の遣い手かもしれん！」とまじめに言い合う声が聞こえる。

　……非常にいたたまれなくなった。

（ごめんなさいごめんなさい……！）

（説明しにいくべきなんだろうけど、……うう、出られそうにない）

　この騒ぎの中に名乗り出て、注目を集めながら説明するのは、人間に慣れない引きこもりには壁が高すぎた。想像しただけで声が出なくなってしまう。

（どうしよう……！）

　と思ったとき、背後でいきなり扉が音高く開かれた。

　窓から転げ落ちそうなくらい驚いて振り返れば、そこには銀髪の青年武官の姿があった。

　格子窓にしがみついている朧月を見つけると、ほっとした様子になる。

「なんだ、無事か」

「蒼そう刻こくさん……？」

「おまえの部屋のほうから今の爆発音が聞こえただろ。それでつい」

　声もかけずに開けてしまった、と言う。心配してわざわざ駆けつけてくれたのかと思うと、さらに申し訳なくなる。

　まぬけな事情を説明し、とんだお騒がせの火種になってしまった朧月はうつむいた。

「芸術が爆発したと言いますか……」

「道術だろ」

　イイつっこみだ。などと感心している場合ではない。

「何もないんなら、護衛のやつらにはちゃんと謝っておけよ。謝らなかったら、おまえの部屋の扉をぶち壊して引きこもり感を感じられなくしてやるからな」

「うう……、がんばります」

　淡々とした躾しつけに正座で小さくなっていると、蒼刻は思い出したように付け足した。

「ついでだ。渡すものがあるから来い」

「……わたし、蒼刻さんにお金とか貸してましたっけ？」

「金じゃねえし、なんで金の話になるんだよ」

「はあ。……ですが、なぜに外に？　ここで受けとるわけには」

「ほっといたら、おまえは外に出ないからだろうが。いいから来い、来ないとさらうぞ」

　わりと無茶苦茶である。いつものことだが。
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「だらしないのう。おぬしら、それでも禁軍の精鋭か？」

「なんの！　いざ、もう一戦！」

「儂はそろそろ飽きてきたのだが」

「いかに神獣どのでも、勝ち逃げは許しませんぞ！　呂りよ将軍には逃げられましたが！」

　半なかば脅おどされるようにして部屋を出たが、中庭では張ちようさんが護衛の四人と手合わせを再開していたので、違う場所を探した。

　白虎は驚いたことに、体当たりとしっぽだけで四人をあしらっている。本気で爪つめと牙きばを剝むいたら、生なま半はん可かな部隊より脅きよう威いではないのか。

「……張さんは、国軍に誘われたりしないんですか？」

「最初は神獣だと思われてたからな。護花七将軍に推すい挙きよされそうになったこともある」

「ええ!?」

　と朧ろう月げつは驚いたが、白虎と恋仲のお付き合いをしている星せい彩さいは「あたしは以前聞いたことありますよ」とにこやかに言う。さすがは常にいちゃいちゃしている仲だ。

「いい象しよう徴ちようになるんじゃないかって言われたが、張さんは頑がん固こに断ってた。そのときはなんでだと思ったが――今ならわかる」

　朧月にもわかった。

　張さんは幽鬼となった後、白虎に憑ひよう依いしてしまったという稀け有うな存在だ。人間ができているし、真実を知らない者にはありがたい存在に見えても、すでに一度この世と別れた者が官位につくことにはやはり抵抗を感じるのだろう。

「じゃ、あたしは張さん応援してますから、朧月ちゃんは武官さんと仲よくどうぞ～」

「え？　せ、星彩……？」

　二人きりにされるのはちょっと抵抗があったのに、呼び止める間もなく、蒼そう刻こくに「行くぞ」と腕を引っ張られてしまう。

　あるじを失くして荒れ放題の裏庭に連れこまれると、こぢんまりとした庵いおりが見えた。中には小さな引き出しが並んだ薬棚が残されている。独自の薬房のようだ。裏庭でぼうぼうに伸びた緑の中には、朧月でも知っている薬香草の類たぐいも見つけられた。

「ここまで睡蓮が来てるのか。すげえ繁はん殖しよく力りよくだな」

「あ、本当に……」

　裏庭を抜けて、玉ぎよく泉せん城じようが見える島の端にまで来ると、水際には盃さかずきにもなりそうな形の葉と涼しげな花が揺れていた。あまり芳香の強くない花のはずだが、さわやかに甘い香りがほのかに感じられるほどだ。

「そういえば来らい将軍が言ってたな。この城市にも、花か魄はくが封印されてるって」

「花魄って、この前見たあの――」

　特殊な花の力で地に封じられた、赤眼の異い形ぎようだ。太たい古このけものの亡霊だという。

　この街も、蜘く蛛もの巣のようにめぐる玉河に咲く睡蓮の力で、異形を封じているのか。

　その花魄にまつわる事件のことを思い出したのか、蒼刻の左目につかのま寂しげな色が浮かぶ。

　だがすぐに、鋭いほどに凜りんとした横顔に戻った。

「機密だ。人前では言うなよ」

「あ、はい――ってちょっと待ってください、国軍の機密なんて知ったら、面倒くさいことになるんじゃないですか？」

「面倒くさいと言うか、今後も皇都に呼ばれることはあるだろうな」

　朧月は困った顔になってしまった。皇都で出逢った人たちのことは好きだが、人の多い場所への苦手意識はどうにもぬぐい去れない。それに、面倒事はできるだけ回避したいという専守防衛思考が、朧月の生きる道である。

「忘れたことにしますっていうのは……」

「無理だな」

「……平和のためなら、全力で忘れるのに」

「あきらめろ。そういや幽鬼除けの護符を作ってたそうだが、何か気づいたのか？」

　こんと額ひたいを軽くこづきながら問われたので、朧月はかいつまんで星彩たちの手柄を説明した。

　たちまち蒼刻の眉み間けんにしわが寄る。怒気のにじみでた表情は、正直言っておっかない。

「あのお調子者野郎、やっぱり腹に一いち物もつあったのか。締め上げて吐くタマでもなさそうだが、どうしてくれようか」

「蒼刻さん、あの、なるべく平和的にお願いします……」

「俺だってそうそう殴なぐる蹴ける殺すはしねえよ。それでおまえは、また幽鬼から情報を集めようって考えなんだな？　どうやってやる気だ」

「まあ……星彩もいますし、いろいろと手立てはあったりなかったり」

「話せ。俺にも手伝ってやれることがあるかもしれないだろ」

　尊大に訊いてくるけれど、無造作に手助けしてくれようとする青年を見ていると、昨日感じた切ない何かが甦よみがえりそうになる。

「どうした？　変な顔して」

「……いえ、別に」

「なんでもないんなら、そんな顔するんじゃねえよ」

「顔？」

　訊き返したけれど、答えてはもらえず、代わりのように頰を撫ぜられた。

　硬いてのひらの温もりで、朧月は自分が彼の存在に飢うえていたことを改めて思い知らされた心地になる。

　実家にいるはずの、冷ややかに見えて意外と面倒見のいい異い母ぼ兄けいが恋しくなるのとは、どこか違う。胸の疼うずく甘い感覚だ。

「……蒼刻さんのことも、警戒するべきなんでしょうか？」

　決して不快ではないけれど、少し怖い気もして、朧月は昨日言われたことを問いかけてみてしまう。

　蒼刻は少しだけ考えこむと、やがて、ふっと口の端をゆがめた。

　耳じ朶だをくすぐられたみたいな心地にさせる微苦笑だった。

「どっちにしろとも言えねえな」

「と、おっしゃいますと」

「たとえ警戒されても、俺はおまえに構うのは止められない。そういうことだ」

　こうやって、と。

　見本だとでも言うような口ぶりで、蒼刻は朧月の背に腕を回した。慣れた仕草で引き寄せられてしまい、朧月は目をみはる。

　抱きしめるというほどの密着は強しいられなかったが、寄り添っているというには近すぎる距離にまで互いの身体が近づく。非力でひ弱な朧月でも、逃げようと思えば逃げられるくらいの、やんわりとした拘こう束そくで。

　とても平常心でいられる状態ではないが、突き放してしまうのは惜おしいと感じさせるふれ方は、少しだけずるくも思える。振りほどけない朧月自身が、彼の拘束を嫌がっていないのだと見透かされているようで。

　――『今度したくなったら、もっとうまくやる』

　その言葉は、こういう意味なのだろうか。

　生きている人との接触に不慣れな朧月が腰を抜かさないよう、慎重にふれるという。

（もしそうなら……わたしは、蒼刻さんを警戒なんてできないだろうなぁ）

　だって、少しも嫌ではないのだから。

「そういえば、見合いの話で言い忘れてたんだがな」

　するりと腕の囲いを解きながら、蒼刻がおもむろに言う。何を聞かされるのかと、朧月は思わず肩をびくつかせたが。

「実は、おまえを連れていって恋人のフリさせたほうが話が早いと思ったんだよな。今度あったら協力しろよ」

「ちょッ……いいことを思いついたみたいな口調で、なんて無茶振りをするんですか」

「無茶でもないだろ？　一度やったことがあるんだし」

　うっかり「一度口づけまでした」という意味かと深読みしてしまい、その場で悶もん絶ぜつしそうになった。この人の言い方はときどき心臓に悪い。

「でも見合いの話が出たのは、おまえに引っぱたかれた直後だったからな。さすがにやめといた、というか無理だと思った」

「……わたしなんかを恋人だって紹介したら、悪趣味だと思われてしまいますよ？」

　衝撃を通り越して苦笑いになりかけた表情で言えば、蒼刻は小馬鹿にするみたいに目をすがめる。

「悪趣味で何が悪い」

「何がって」

「おまえを連れ歩いて楽しいと思うのが悪趣味だって言うんなら、俺は悪趣味でいい」

　というか、と、蒼刻はほのかに意地の悪い目つきになった。

「おまえだって、皇宮で噂されてるぞ。呪われ男なんかに、よくついていくなって」

「わたしは昔から幽鬼とお付き合いしていて、悪趣味だって言われ慣れてますから」

「そういう問題か、阿呆」

　まじめに答えたつもりが微妙な内容になってしまった朧月の額に、蒼刻の手刀が軽くぶつけられる。

「――おまえが悪趣味で助かった」

　間違っても褒められた気はしないが、貶けなされた気にもならない、不思議な言いようだ。

　頭を撫でられながら、そんなふうに考えていると、蒼刻がおもむろに言った。

「やる」

「はい？」

　ぐっと突き出されたのは、ごく小さな珠たまを連つらねた輪だ。強い声に気け圧おされて、朧月は反射的にそれを受けとってしまう。

　九きゆう華か石せきといって、削り方や光の加減で輝きの色みが多彩に移ろう美しい貴石だ。涙のような珠は朧月の手の上で、こくのある夕明かりの色の光と銀色の煌きらめきを撒まいている。

「これは――」

「さっき街を歩いてたときに売りつけられた」

「はあ。おいくらですか？」

「耳まで阿呆か。売るんじゃなくて、やるっつってんだろ。おまえみたいな貧乏州のイナカ姫から金を巻き上げる趣味はねえ」

「び、貧乏州って……」

「そもそも安物だから気にするな」

　最近はかなり財政の建て直しを進めてきているのにひどい。しかも蒼刻はこんな鋭い目つきでも劉りゆう家の御曹司だし、彼の感覚の「安い」と朧月のそれは、だいぶ差がありそうなのだが。

　渡すものとはこれなのか。しかし蒼刻さんがわたしに首飾りとは――

「はっ。まさか首輪ですか」

「おまえは……自分が珍獣だっていう発想から少しは脱け出そうと思わないのか」

「蒼刻さんが一番わたしのことを、珍獣呼ばわりするんですよ……？」

「もう首輪でいい。じっとしてろ」

　眉をひそめて言い返したのは無視された。蒼刻の手が、無造作にうなじにかかる。

「え。あの、蒼刻さん、つけるなら自分で――」

「うるせえ。ちょっと黙ってろ」




[image: ]





　剣を握り慣れた指が、ぎこちなく小さな留め具を扱う。うなじでかちりと金属音が聞こえて、胸元に涙に似た輝きが宿る。朧月の上じよう衣いのわずかな開きから、ほんの少しちらつく程度だが、輝きの存在感はくっきりとしていて、気き後おくれしてしまう。

「ほ……本当にいいんですか？　わたし、蒼刻さんからこんなにきれいなものをいただく理由がないですよ」

「俺がおまえにやる理由ならある」

「？　どのあたりに」

「だから首輪だ。おまえがふらふらと、どこかに行かねえように。それと」

　蒼刻はなんだか面倒くさそうに目をそらした。銀の前髪が流れて表情を隠す。

「おまえを飾り立てたいと思う男は、天祥さまだけじゃないってことを覚えておけ」

「…………え？」

　その言葉の意味がしみこむまで、朧月にはしばしの時間が必要だった。

　意味がわかった途端に頭が火ほ照てったせいで、かろうじてお礼を言ったこと以外、その後の記憶はあいまいだ。







　第四章　花が落ちる無人の城砦







「朧ろう月げつちゃ～ん、そろそろ武官さんと約束した時間ですよぅ。身だしなみ身だしなみ」

「……え？　もうそんな時間なの？」

　ぬるい暗くら闇やみに包まれる深夜。星せい彩さいのほんのり透すける手に頰ほおを撫でられたので、朧月はまぶたを開いた。

　仮眠をとるつもりで寝台に入ったのに、結局ほとんど眠れなかったのは、蒼そう刻こくに与えられた「首輪」が最大の理由である。よく考えなくても首輪というのは非常にアレだ。

（……うっかり喜んでしまったわたしもどうなの）

　思い返すと頭を抱えたくなるくせに、ならばうれしくないのかと訊きかれたら、いいえうれしいですとしか答えられない自分が妙に恥ずかしい。

　ゆっくりと身を起こし、枕まくら元もとに置いた九きゆう華か石せきの連つらなりを指先でたどった。

　月光を受けたそれは銀青色に煌きらめいていて、どうにもあの青年を連想させる。

「ひたりすぎですよ～？　朧月ちゃん」

　星彩に、頰をつん、と指先でつつかれた途端、気恥ずかしさで眠気が吹っ飛んだ。

「別にひたってるわけじゃなくて……星彩が、その、寝る前に変なこと言うからッ」

「え～？　あれは一般論ってやつですよぅ？　朧月ちゃんに心当たりがあるから、気にしちゃうだけじゃないですかね」

「…………星彩、絶対楽しんでるでしょう？」

　この件では夕刻からいじられっぱなしなので、さすがに拗すねたくなり、朧月はにやにやしている友人から顔をそむける。

　扉がそっと叩たたかれる音で、赤くなっていた頰から熱が抜けた。

　約束より早いが蒼刻だろうと思い、夜着の上に手近な上じよう衣いをはおって扉を開ける。が。

「！　天てん祥しようさ――」

「おや。起きてたのか」

　扉の前にいたのはなんと、凶きよう手しゆめいた黒衣をまとう天祥だった。後ろで星彩が、あらまとびっくりした声をもらしている。

「お願いだから静かにして。でないと、その唇くちびるをふさいでしまうかもしれないよ」

　朧月の口は、彼のひんやりとした手でふさがれている。間近からぞっとするほど艶つやっぽい笑みを向けられるのは心臓に悪い。

　それでも普段の戯たわむれのときのようにどぎまぎしなかったのは、虹にじの青の瞳がどこまでも冷静だったからだ。

　拘こう束そくを解といてもらうと、朧月は太たい子し殿でん下かの希望どおり、声を小さくして訊たずねた。

「……なんの御用ですか？　天祥さま」

「君を夜の散歩に誘いにきた」

「散歩……？」

　脇から星彩が「あら、また浮気のお誘いですか？」と、助けにもならない上に人聞きの悪いつっこみを入れる。天祥は肩をすくめた。

「そのほうが楽しそうだけれどね。――今夜は、玉ぎよく泉せん城じように行こうと思って。昼間は保警団が城の中も外も見張っているが、夜にはだいぶ手薄になるらしい。こっそり侵入するつもりだから、目立たない衣裳に着替えて同行してくれると助かる」

　朧月はゆるやかに瞬まばたいた。鈍どんくさくて足でまといにしかならない朧月をわざわざ連れて行く理由なんて、ひとつしか考えられない。

「もしかして……金色の幽ゆう鬼きのことを調べるのですか？」

「なかなか鋭い指摘だね」

「――天祥さま!?」

　天祥のあいまいな返事に、新たに響いた蒼刻の声がぶつかる。

　ぎょっとして振り返れば、扉のすぐ外に、今度は銀髪の青年武官が現れていた。

　満月の明るさと燈とう台だいの火だけが頼りの中でも、青く燃える瞳の光の強さにははっとさせられる。

「お～。三角関係の修しゆ羅ら場ばみたいっすね」

「ややこしくなるだけだからあんたはちょっと黙だまっててくれ星彩。――天祥さま、そいつを連れ出してどこに行く気ですか」

「その顔では、想像はついてるんだろう？　蒼刻」

　天祥はいつのまにか微笑みを消していた。朧月は魅み入いられたように、月色の髪に縁ふちどられた彼の横顔を見つめてしまう。

「金色の幽鬼を、この目でたしかめたい。私の希望はそれだけだよ」

　普段お役目を淡たん々たんとこなす有能な太子殿下とは思えぬ、なぜここまでしてと思わせることを、天祥はなぜか痛ましいほど真しん摯しに言う。こんなに切実な声を聞くのは、彼の姉公こう主しゆが消えた事件のとき以来だ。

（どうしてそんなに、金色の幽鬼にこだわるんだろう……？）

　朧月と星彩は戸惑うばかりだが、蒼刻には、謎なぞめいた言葉の深意がはっきりと伝わっているらしい。厳しい表情が、何か痛ましいものを見るようなそれに変わる。

「天祥さま。――まさか金色の幽鬼は、『あの方』の亡ぼう霊れいだとでも？」

　――あの方？

　天祥はうっすらと微ほほ笑えんだ。普段の優雅なそれとは違い、色あせた絵のように、奇妙に心を惹ひきつける切なさのにじむ笑い方だった。

「確証は何もないよ。でも、君が以前亡なくなった友達と再会した話を聞いてから、この目でたしかめたいという想いを殺せなくなってしまってね」

　えっ、と声を上げかけて、朧月はあわてて口元を押さえた。

　蒼刻が、戦死したはずの友人と痛ましい形で再会したのは、ほんの半月前のことだ。

　蒼刻自身は「もう一度逢あえてよかったと思う」と言っていたが、「よかった」だけで済むような平和なめぐり合わせではなかった。あの事件は確実に蒼刻の心を抉えぐり、おそらくは今も、癒いえきってはいない。

　天祥もそれは承知しているはずだ。朧月が彼に教えたのだから。

　なのに。

（傷つくかもしれなくても、もう一度逢いたい人）

（天祥さまにもそういう人がいて……それが金色の幽鬼かもしれない、ということ？）

　一体、だれのことなのだろう。出逢うたびにいじられているくせに、天祥の深い部分をあまり知らない朧月にとっては、想像の枠外だ。

　やけにしんみりとした沈黙は、蒼刻のため息で破られた。

「わかりました。どうせ俺たちも出かけるつもりだったから、御同行いたします」

「なんだ、密会？　水くさいな、それなら最初から誘ってくれればいいのに」

「水くさいという次元の問題じゃないし密会でもねえ！」

　いきなり普段の軽さに戻った天祥の戯ざれ言ごとに、蒼刻が（たぶん）うっかり敬語をすっ飛ばしてつっこむ。今日もご苦労さまです、と朧月は言いたくなった。

「俺たちはこの邸にいたらしい幽鬼について調べる気でいたんですよ。こいつの力で」

「そうだったの？　朧月」

「はい。……夜のほうが、幽鬼の活動が活発になりますので」

　星彩のように昼間でも平気で動き回れるのは少数派で、やはり幽鬼は夜中に活動する者のほうが圧倒的に多い。

　朧月はそんな星彩としばし顔を見合わせると、蒼刻に「あの方とは？」と目め顔がおで訊いてみた。天祥に直接訊くのは、なぜかためらわれたので。

　だが蒼刻はかすかに眉まゆ根ねを寄せて、かぶりを振った。彼の口からは言えないということだろうか。少なくとも今はだめなようだ。

「とにかく着替えろ、朧月。このままじゃ夜が明ける」

「私も一緒に行っていいのかい？」

「止めても、おとなしく部屋に戻る気はないんでしょうが。御一人で勝手な真ま似ねをされるよりはマシです」

　しかし、足音を殺して使用人用の裏口から抜け出ると、驚きの人物が待ち構えていた。

「やっと来た」

　上限の月の淡あわい光がさす裏庭に、悠然と腰を下ろす影がある。

　肩に今は茶色い梟ふくろうを載せているその人は、静かにこちらを振り返った。深緑色の瞳。

　半なかば予想はしていたのか、蒼刻が観念したように言った。

「呂りよ将軍。気づいてたんですか？」

「無論。騒ぎすぎだ。赤子でも起きる」

　淡々とした無表情で言われてしまうと、反論しづらいものがある。不ふ幻げんは手にした玻は璃りの杯さかずきを軽くかかげてみせた。

「来るのが遅いから、酒盛りをして待っていた」

　白しろ葡ぶ萄どう酒しゆにあざやかな黄金に咲く桂けい花かを漬つけて熟成させた、桂けい花か酒しゆだ。夜風にさらわれた清くも濃厚な香りでそれとわかる。秋の花なのでいささか季節はずれだが、甘口で酔いにくいから選ばれたのだろうか。

　月宮の神しん仙せんが発明したという仙せん酒しゆを味わっているのは、不幻だけではなかった。

「案内人は必要だろ？」

　飲み仲間を気取っていた情報屋もまた、おそろいの杯をかかげて笑う。

「結局、昼間と同じ顔ぶれになってしまったね」

　ぎこちなく頰を引きつらせた朧月の横で、天祥が悪びれる様子もなくうそぶく。

　そして蒼刻が、疲れた様子でこめかみを押さえながら吐き捨てた。

「おいおっさん」

「せめて情報屋って呼んでくれよ。でないとお酒ちゃんはやらんぜ少年」

「期待してねえよ。それより、この凹おう晶しよう渓けい館かんには幽鬼の被害があったんだよな？　それはもしかして、金色の幽鬼と呼ばれるやつじゃないのか」

　夜だというのに外さない色いろ眼め鏡がねの奥で、情報屋は一瞬目をみはった。

　蒼刻に刃やいばのような目つきでにらまれながら、彼は短い黒髪をがしがしとかき、やがてすまなさそうに言った。

「思ったより早くバレたな。なんだ、おまえさん方も霊現象に遭あったのか？」

「――『も』？」

「ああ。この邸やしきの前の住人は、幽鬼のせいで死ぬ寸前にまで追いつめられたんだ」





◇◆◇






　夜の湖は不気味なほど静かだった。ふいに会話が途切れると、小舟が水面みなもを乱す音ばかりが耳につくほどに。

「玉ぎよく泉せん城じようの神隠しかい？　おれらと同じ幽鬼の仕し業わざとか言われてるよねえ」「でも俺たちはあの城じよう砦さいには近寄らねえよ」「なんでかって？　幽鬼にとって嫌いやな気が澱よどんでるんだよ、あそこは。半刻もいたくないね」

　――朧ろう月げつの周りには、ここを根ね城じろにする幽鬼たちが集まってきたので、祭りの日のようににぎやかだが。

　人ひと気けというものがまるでない湖上なので、朧月は比較的落ち着いていられたが、普通の人なら泡あわを噴いて倒れかねない光景である。

「金色の幽鬼？　新参の幽鬼だっけ。あたしは逢ったことないよ」「儂わしは見かけただけなら何度かあるぞ。すぐに消えちまったが」「僕たちと違って、第二の人生を謳おう歌かしている幽鬼ではないようですね……え、顔？　顔もまともに見たことないなぁ」

　当初、星せい彩さいと計画していたとおり、夜になって姿を現しはじめた幽鬼たちから情報を集めていく。

　ちなみに星彩は、予定を変更して張ちようさんとともに留守番だ。こっそり邸に残してきた走影たちが、前の住人を追いつめたという幽鬼の餌え食じきになっては困る。

「……ここの湖は、ずぶぬれの幽鬼が現れたり、血の色に染まって見えたり、水面から無数の手が現れたりはしないのですね」

「この状況だと洒落しやれにならんからやめろ」

　蒼そう刻こくに後ろからこづかれた。

　冷え冷えとした闇に沈む玉泉城は、まるで太たい古この昔にいたという巨大で棘とげだらけの甲こう羅らを持つ亀の骸むくろのようだ。

　このあたりはときどき地震があるため、耐たい震しん性せいのある木造建築が主流で、石積みの建物はこの城砦しかない。鉛なまりで溶よう接せつした揺るぎない台石の上に、切り石と日乾し煉れん瓦がを巧たくみに組み上げて堅けん牢ろうな天守を築き、三通りの高さの物見塔を具そなえた物々しい造りだ。

「はーい注目」

　軽く手を打ち合わせる音。情報屋の声。

「上陸するときは、足元に気をつけろよ。霧きりで濡ぬれた雑草がボーボーだ」

　ほぼ黒ずくめに近い服装で髪も黒い男なので、うっすらと夜霧の溜たまった湖では影のようにしか見えない。

「舟まで用意してるとはな。おっさん、本当に何者だ？」

「俺は恋する情報屋だって言っただろ？　舟の操縦も、花はな婿むこ修行の一貫さ」

　まるで納得できない説明をしながら、情報屋はやたらと澱みのない手つきで、舫もやい綱づなを手近な木に結ぶ。

（武術もできるし、特技が多いし……やっぱり、ただの情報屋ではなさそうだけど）

　信用しても大丈夫なのかと、今さら気がかりになる。

　転びやすい朧月は、半ば蒼刻に抱えられるようにしながら、夜霧で濡れてすべりやすい草地を越えた。

　城砦の重たげな扉を押し開けるときに、妖よう怪かいの悲鳴じみた音が響いたのにはひやりとしたが、保警団が来る様子はない。

「将軍さまが上見たいっつーから案内してくるけど、お客さまはどうする？」

「私たちは下からゆっくり見るよ。お二人でごゆっくり」

「からかいなさんなよ。俺には心に決めた人がいるって知ってるくせに」

　二ふた手てに分かれて、城内へ。

　玉泉城はどこか風ふう雅がな名前に似合わず、人が住むことではなく、籠ろう城じようして戦うことを主たる目的に建てられた城砦だ。代々この城市を治める亭てい長ちよう（市長）は、目抜き通りの邸に住んでいるため、この城砦が住居として使われたことはない。

「って、星彩が言っていました」

「あの幽鬼、おまえより黒こく烏う州について詳しいんじゃねえか」

「……そ、そうかもしれません」

　蒼刻の鋭するどい指摘で、地味にへこむ。

　細く切られた窓からさしこむ月光と、持参してきた手て燭しよくのみが頼りなのだが、朧月は昔からなぜか夜目が利くので、あまり不自由はしなかった。

「――これは……」

　天てん祥しようの声だ。

　ぼんやりと虚こ空くうにわだかまる闇を眺めていた朧月は、ゆっくりと振り返る。

　金髪さえも黒い飾り布を巻いて隠したせいで、濃い闇に溶とけこみそうな姿の天祥が、石柱の陰にかがみこんでいた。

　小舟に乗ってからの彼は、いつものように朧月をつつき回すこともせず、何か物思いに囚とらわれている様子だった。らしくない静かさが次第に気がかりになる朧月の視線の先で、燭しよく台だいで石壁のあちこちを照らしながら、天祥がつぶやいた。

「どうやらこの隙すき間まの向こうに、空間があるみたいだ」

「隠し部屋……ですか？」

　朧月もその隙間風とやらを感じてみようと、手を伸ばしてみたときだ。

　闇に走る稲いな妻ずまのように、頭の中に見たこともない映像が浮かび上がったのは。

　

　狭い石段を、墜おちるように降りていく足音。身体からだにぴたりと貼はりつく湿った空気。

　光さえも呑のみこまれそうな闇の中で蠢とどろく、武装した人々。ゆらめく火影。焦こげつくように燃える油のにおい。激しく言い合う怒声。振りかざされる、湾わん曲きよくした刃。聴いた者の身体を蝕むしばむようなおぞましい絶叫が響き、床が紅あかく紅く――

　

「――おい、朧月？」

　背後からの声で、血と火のにおいがしそうな光景から現実に引き戻される。

　気づけば、よろめいた身体を蒼刻に抱きとめられていた。

　正面には天祥がいて、朧月の血の気が引いた顔を心配そうにのぞきこんでいる。

「顔色が悪いよ。やっぱり夜よ更ふかしは苦手？」

　ぼんやりとうなずき、今見たものを話すべきか迷っていると。

「そういえば、暗い中で三人きりだからといって変な気分になっては駄だ目めだよ蒼刻」

「なるわけがないでしょうが！」

「…………」

　心配して損した。普段どおりにも程がある戯言に、どっと疲れた心地ここちになる。

「冗談はさておき、開いたから入ってみないかい？　地下空間があるようだし」

「はい？」

　朧月と蒼刻の声が重なった。

　見れば隙間がどうのと言っていた壁が見事に横にずれて、人一人が通れそうなくらいの入り口が開いている。その先には石段が長く刻きざまれていた。

「壁の四ヶ所に窪くぼみが隠されていたんだ。それを定められた順番で押すと、扉が現れる仕組みらしい」

「……って、その順番をご存知なのですか？」

「もちろん知らないよ。でも、こういう仕掛けは古い城にはめずらしくないからね。私の敵じゃない」

　にこやかに言って、恐れ気なく石段へと踏みだそうとする天祥を、蒼刻が腕を伸ばして制した。苦々しげに言う。

「俺が先に行きます。天祥さまはそいつと後から来てください」

「そうかい？　今日はずいぶんと協力的だね」

「以前、皇こう都とで付き合わされたお忍びの散策よりはマシですから」

（……どんな散策に付き合わされたんだろう）

　真夜中に肝きも試だめし同然の探たん索さくをするほうがマシだなんて、きっとロクなものではない。

「幽鬼は見当たらないかい？　朧月」

「今は気配も感じません……ね」

　湖面でおしゃべりしていた幽鬼たちの言うように、ここには彼らが嫌う空気が満ちているのか、暗く陰気で死者の霊れい魂こんにとっては落ち着きそうな空間だというのに、さっきから一人も幽鬼を見かけない。

（……この分だと、神隠しは幽鬼のせいではないのかも？）

　足をすべらせないか、びくびくしながら石段を降りきる。

　切り石を整然と積み上げた地上部分の壁とは異なり、地下はごつごつとした岩いわ肌はだがむき出しになっていた。蒼刻が持参してきた蠟ろう燭そくの数本に火をつけて地面に転がすと、重たく沈殿する闇がほんの少しだけ払われる。

「神秘的でぞくぞくしてくるね。おや――ここにもうひとつ扉があるようだよ」

　と、天祥。

　彼が驚くほど恐れ気なく手を伸ばした先に、ほかよりはなめらかな岩肌と、明らかに人の手で刻まれたとしか思えない切れ目が見えた。把とつ手ての類たぐいは見当たらなかったが、天祥が軽く叩くと、向こうに空間の広がりを感じさせる音が返ってくる。

　棺ひつぎの蓋ふたに似ている、と朧月はなぜか思った。もっと後で知ったことだが、それはある意味では正解だった。

「押しても蹴けってもビクともしませんが。ほんとに開くんですかこれ」

「開けようとは言ってないのに、さっそく蹴るとは君も好戦的だね、蒼刻」

「開けたくないんですか？」

「まさか」

「だろうと思ったんですよ」

　さすがに蒼刻は、天祥の性格をわかっている。

　分厚い一枚岩のような扉と格闘するのには、朧月は棒きれほども役に立たない。

　手燭を握りながら、翡ひ翠すいの瞳をあちこちにさまよわせ――

「……！」

　灰色の床の中で一ヶ所、不吉な染みのついた場所を見つけた刹せつ那な、うめき声がこぼれるのを隠せなかった。

　血の痕あとだ。そう直感し、ゆっくりと背骨をねじ切られるような悪お寒かんに襲おそわれる。

　しかし同時に、頭のどこかにいる冷さめた自分が考えていた。

（さっき幻視したのは……やっぱり、ここで実際に起こったことだったんだ）

　と。

　双そう界かいの瞳ひとみの力の一端なのか、朧月はときどき過去にあった光景を幻視してしまう。たいていは幽鬼に縁が深い場所で起こるのだが、今回は、この暗い地下にしみついた死の気配にでも反応したのだろうか。それとも――

　焼けつくように不吉な予感をおぼえて、黒衣の太子殿下を振り返る。

　刹那、肌をひりつかせた異様な感覚が、朧月を凍こおりつかせた。

　――殺気だ。

　まるで戦いには縁がなく戦技も知らぬ朧月だが、殺気の感知だけはできる。

　幽鬼の中には、怨おん念ねんが暴走して無差別に殺気を撒まき散らす者がめずらしくないせいだ。

「朧月伏せてろ！」

　蒼刻の声に、朧月は何を思うよりも早くその場にしゃがみこんだ。

　真横を蒼刻が疾風のように駆け抜け、直後、何かがぶつかる音と苦鳴が続く。

「……！」

　再び顔を上げたときには、朧月は天祥の背にかばわれていて、蒼刻は闇の中にいる何者かと剣を突き合わせていた。蒼刻の間合いのぎりぎり外にいるのは、刃が湾曲した剣を握にぎる覆ふく面めんの男だ。今までどこに隠れていたのだろう。

　蒼刻が問う。

「貴様、何者だ？」

　不気味な覆面の男は、肩から血を流してながらも石像のように何も答えない。

　氷の塊かたまりのようなこう着状態はどれほど続いただろうか。

　先に動いたのは、覆面の男だ。身をひるがえして一目散に縦穴じみた階段を目指す。

　対たい峙じしていた蒼刻は追わなかった。まだ敵が潜ひそんでいる可能性を考えたのだろう。

　それに上には――

「――お客さまたち、無事か!?」

　情報屋の声が、わずかな月明かりとともに地上から降ってきた。

　蒼刻が叫び返す。

「こっちは問題ない！　呂りよ将軍は、今の男を？」

「ああ、追って行ったぜ！　俺にこいつだけ預けてな」

　しぶしぶといった風ふ情ぜいで情報屋の肩に留まった梟が、ホウと場違いにのんきに鳴く。

　緊張の抜けきらぬ空気の中、情報屋があごをしゃくった。

「とりあえず昇ってきてくれ。今の騒ぎで保警隊が来ちまいそうだ、引き揚げよう」
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　夜明け前に凹おう晶しよう渓けい館かんに戻ると、熊のようにいかつい護衛たちから四重奏で非難された。

「殿下！　また我々を置き去りにして」

「殿下！　しかも襲撃されたとはどういうことですかッ」

「殿下！　もしや殿下の御命を狙った凶きよう手しゆなのでは」

「殿下！　ですからあれほど我々を頼っていただきたいと」

　……朧ろう月げつは正直、自室に逃げたかったが、そういうわけにも行かない空気だったので、仕方なく蒼そう刻こくの背後に隠れていた。こんなに人の集まった場所にいるのは、朧月にとってはそれだけで拷ごう問もんで、情けないことに早くも眩暈めまいがしている。

「殿下！　もう駄目です、皇都にお戻りください」

「殿下！　ですからあれほど、この州に近づくのはおやめくださいと――」

「――それ以上言ったら、私は君を決して許さないよ？」

　いきなり天てん祥しようが、霜しも柱ばしらを踏み潰つぶすような声でさえぎった。護衛がはっとなって朧月を見やり、気まずげに口をつぐむ。

　――この州に近づいては駄目？

　まるで不吉なものを畏おそれるかのような口ぶりに、蒼刻の後ろに隠れて小さくなっていた朧月は眉をひそめた。

（黒こく烏う州がそんなに嫌がられるなんて……）

　まさか、と嫌な想像が次々に浮かんで息苦しくなる。

　覇は気きを殺そがれて黙りこんでしまった護衛たちの代わりに、走そう影えいが進み出た。

「しかしさすがの私も、今回ばかりはあの脳みそまで筋肉な方々に賛成ですよ、殿下」

　いつもの慇いん懃ぎん無ぶ礼れい調だが、かったるそうな態度ではない。あるじに諫かん言げんする覚悟が、硬質な空気となって、ひょろりとした長身を取り巻いている。

「殿下を狙った凶手かどうかはわかりませんが、行き道は馬ば賊ぞくで今回はこれです。御おん身みを守護する私としては、皇都に引き上げたほうがいいとしか」

「だが、こういうときのために君がいるんだろう？」

　天祥の平へい坦たんな声。傍はたで聞いている分にはなんとも漠ばく然ぜんとした内容に聞こえるが、走影は明らかに鼻はな白じろんだ。糸目の端が引きつっている。

「私は、こんな中途半端なところで皇都に戻る気はないよ」

　駄だ々だっ子のそれではなく、太陽が東から昇るのと同じくらい当然のことを口にしたまで、という静かな口調で天祥が続ける。正体不明の迫力に、朧月までもが凍りついた。

「……たしかに私は殿下の影ですから、いろいろ面倒くさくても殿下の御おん為ために死ぬ覚悟はしてますがね」

　走影はなぜか己おのれの、糸のような目以外これといって特徴のない顔を撫なぜながら言う。

「そのことと、殿下を危険にさらしていいのかというのは、問題が別です。あの御方が今さら金色の幽鬼になって殿下の前に現れると、まだ本気で信じておられて――」

「走影」

　相手の喉のど元もとに針を突き返すような、大きくはないが鋭い声で、天祥が再びさえぎる。

「私は六年間、この件に関しては文句を言わずに太子の役目を果たしてきたつもりだ。君なら知っているだろう？」

「――否定はいたしません」

「こんなわがままは、きっと二度とないから。今回だけは押し通させてほしい」

　天祥は走影から視線を外すと、死期を達観した病人のような静かな表情を見せた。
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「それに、たとえ私がどうにかなっても、代わりになる皇位継承権の持ち主は皇都に何人でもいる。陛へい下かには、私に何かあっても君たちを罰しないよう伝えてあるから、皆、そんなに焦あせる必要はない」

　無感動な声で付け加えられた、死をほのめかす内容で、空気がこわばる。だが、だれかが口を開くよりも先に、天祥は風のように部屋から去ってしまった。

　入れ違いに、覆面の男を追いかけた不ふ幻げんが遅れて（なぜか仔こ狸だぬきを抱いて）戻ってきたが、

「見失った」

　とのことだった。一体何者で、なぜあそこに潜んでいたのか、疑問と不安だけが残る。

　気まずい雰ふん囲い気きを引きずったまま解散した後に、朧月は蒼刻の袖そでを捕まえた。

「なんだ？」

　天祥の冷めきった言葉を聞いて以来、顔つきがいつにもまして険けわしいので、急に振り返られると腰が抜けそうになる。

　――黒烏州に近づいてはいけないとは、どういうことですか？

　本当はそれも訊ねてしまいたかったが、今は天祥のほうが気がかりだったので、自制して頭を切り替える。

「蒼刻さん……六年前に、天祥さまに何があったのですか？」

「ああ。それは――」

　蒼刻は考え顔で口を開こうとして、なのに結局やめてしまった。

　子供が泣いて逃げだしそうな渋じゆう面めんのまま、まるで狼おおかみがうなるように言う。

「俺からざっくり説明してやるのは簡単だが、天祥さまに楽をさせるのも業ごう腹はらだ」

「はい？」

「それに、あの方もたまには自分から本心をさらしたほうがいいだろう。だからおまえが直接ぶつかって訊いてみろ。ただし二人きりにだけはなるなよ。暇こいてる張ちようさんでもあのけたたましい幽鬼でもいいから連れていけ」

　後半は失礼な内容だが、びっくりするほど力のこもった念押しの口調であった。
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　その日の午後。

「――ということで……本当の事情を訊くまでは、わたしは協力できません。天てん祥しようさまの御命には代えられませんから」

　天祥の部屋を訪ねた朧ろう月げつは、できるだけきっぱりした口調で言った。

　なぜこんな時間になったのかというと、天祥に訴える内容を嚙かまずに伝えるべく口こう上じようを下書きし、蒼そう刻こくたちに添てん削さくしてもらい、暗記するのに時間を喰くってしまったせいだ。しかしこうでもしないと、話下手で緊張しやすい朧月は頭が真っ白になったときに困るのだ。

　二に胡この調音をしていた天祥は、いつのまにか手を止めて、おもしろがるような瞳をこちらに向けている。

「なるほどね。なかなか硬派な主張だけど、それは君ひとりで考えたのかい？」

「はい。……蒼刻さんも、そうするべきだと背中を押してくださいました」

　朧月は慎重に、言葉を選んでいく。

　いつもいじられていると言っても、一対一で太子殿下と対峙するのは、やはり胃が痛くなるものだ。今すぐ回れ右で「やっぱりいいです」と逃げたくなる。

　蒼刻とは違って雄ゆう弁べんな天祥が、進んでは口にしたがらない繊細な部分に踏みこんでいる自覚があるので、余計にそう感じてしまう。

「では、報ほう酬しゆうはいらないのかい？」

「え」

「君、わりと私が提示した金額に釣られていたよね？　このまま何も訊かずに私に従順でいてくれたら倍額支払うと言っても、同じことが言える？」

　挑発的な笑みを浮かべると、天祥の美び貌ぼうはいつも以上に色香と迫力が増す。

　つくづく己の容姿の使い道をよくわかっている方だ。朧月は怖おじ気けづきはじめている自分に気づく。

（やっぱり星せい彩さいについてきてもらえばよかったかな……）

　動けるとは言っても、やはり明るい時間帯には弱いので、白びやつ虎ことたいへん仲なか睦むつまじくお昼寝中なのを起こせなかったのだ。

　天祥の言ったことは、まったく正しい。

　今回の唐とう突とつでとんでもない提案に朧月が従ったのは、断れなかったという弱腰な性格が半分。もう半分は、多額の報酬に釣られたからだった。

　太子領の経営でかなりの年収を得ているそうで、天祥は、常に予算不足の黒烏州刺史の妹姫としては無視できないような金額を提示してきたのだ。

　でも。朧月は時間をたっぷりとかけて深呼吸をしてから、翡翠色の瞳を上げた。

「言います。……天祥さまを危険な目に遭わせて得たお金なんて、ちっとも気持ちよく使えませんし、兄さまにも叱しかられると思いますから」

「今度はお兄さまか。私の目の前で次々にほかの男の名を出すとは、君も曲くせ者ものだな」

「と言われましても……事実ですので……」

「君のそういう、普段へにゃへにゃなくせに不思議と冷静なところが刺激的だと思うよ」

　天祥はそこで、思い出したように朧月の首元に目を向けた。

「ところで、きれいな九華石だね。――首輪かい？」

　心臓が肋ろつ骨こつを突き破るかと思った。

「ど、どうしておわかりになったんですか」

「その首飾りは真新しいが、君が自分で街にそういうものを買いに行く――いや、行けるわけがない。ということは、だれかにもらったものだ。だったら、相手は蒼刻以外にありえないだろう？　首輪というのは、変なところでひねくれてる彼が言いそうなことを予想してみただけだよ。もしかして、大当たりだった？」

「……うう」

　こわばった顔を背そむけるしかなかった。

　いとも簡単に言い当てられたことも恥ずかしいが、首輪なんてものを与えられて従順に受け容いれているのかと思われるのも、非常にいたたまれない。

「そんな首輪をつけた君を私の元に送って、私の口から事情を説明させようとは、蒼刻も案外意地が悪い」

「……たしかに蒼刻さんは、ときどき少し意地悪だと思います」

「そういうところも好き？」

　またしても心臓に悪すぎる問いかけだ。いじられているのだろうか。

　好きか嫌いの二つしか選択肢がないのなら、選ぶのは決まっている。けれど、わたしみたいな胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりに好かれても、蒼刻は迷惑ではないだろうかとも思う。今でも、とんでもなくお世話になっているのに。

　悪い癖を発揮してぐるぐると考えていたら、天祥の声に冷水を浴びせられた。

「私に口づけをしたら全部教えてあげる、と言ったら？」

「!?」

「額ひたいや頰なんて可愛かわいいことは言ってあげないよ。唇にだ。どうする？」

　朧月のおとがいに人さし指を添えて、天祥が妖あやしく微笑む。

　宝珠のごとき瞳に囚われて息ができなくなりそうな心地で、朧月は声をしぼりだした。

「……できません」

「蒼刻とは一度したことがあるのに？」

「あ、あれは事故のようなものですから！　それに――そういうことではなくて……」

「なくて？」

「……わたしがそんなことをしたら、蒼刻さんが怒って、わたしからも天祥さまからも遠ざかってしまう予感がするからです。わたしは天祥さまと蒼刻さんには、これからも仲よくしていただきたいので――それだけはできません」

　朧月自身も、蒼刻に顔向けできない気がする。

　すると天祥の指が、おとがいからそろりと離れた。

「私から聞けなかったら、蒼刻や走そう影えいから聞けば済むとは思わなかったのかい？」

「あ」

　朧月は額を押さえた。先刻の色香に圧倒されるあまり、頭から吹っ飛んでいた。

「本気で気づかなかったのか。君はちょっと粗そ忽こつなところが、残酷なまでに愛らしいね」

「……そういうものですか？」

「そういうものだよ。じゃ、君の愛らしさに免じて白状しようか。まとまりもない、つまらない話だけれど――」

　朧月の頭を撫でたときは微笑んでいたのだが、今日の天祥は、すぐに笑みを引っこめてしまった。

「どこから話そうかな……。実はこの件について、私の口から話すのは初めてだし」

　虹の青の瞳が、嵐が来る前のくもり空の色になる。

　朧月の不安げな表情で、己がらしくない翳かげった瞳をさらしたことに気づいたようで、天祥はそれをすぐに微笑みで塗りつぶした。

　その笑顔はあまりに整いすぎていて、彼はいつもそうやって他人に見せたくない感情をかき消しているのではないかと、朧月は急に心配になってしまった。

「華か天てん狼ろうという名は知ってる？」

「……皇統の御方ですか？」

　ぼけた台詞せりふになってしまった。華姓を名乗るのが皇族なのは子供でも知っている。

「先代の太子殿下だよ。つまり、私の兄だ」

「！　も、申し訳ございません……」

　うわあ、と朧月は青ざめた。つい最近まで外界を恐れて引きこもっていた身の上でも、知らないで済まされる御方ではない。

「そう恐縮することもないよ。六年前といったら、君はまだ九歳だろう？　しかも皇都からは離れた地方の城市で育ったんだ。皇位継承の話になんて興味がなくても普通だ」

「…………」

　朧月はちょっと目をそらした。

　九歳といえば、異い母ぼ兄けいが刺し史しだった父の仕事を手伝いはじめた歳としなのだ。自分がいかにぼんやり育ってきたかを思いがけず再確認してしまい、肩身が狭い。

（天祥さまだってきっと、皇族として教育を受けられていたはずだし……って――）

　六年前。

　蒼刻や走影が口にしていた数字だと気づき、はたと身構える。

「そうだよ。兄上は六年前、今の私と同じ歳で戦場に出て、行方ゆくえ知れずになった」

「……お亡くなりになったわけではないのですか？」

「骸が見つからなかったんだ。当時率いていた千人の兵士と一緒に消えたから、神隠しだと言いだす人もいたよ」

　骸が見つからなかった。その言葉に、朧月はいやおうなしに先日の皇都の事件を思い出してしまい、ひそかに身み震ぶるいした。

　蒼刻の友人が、戦場で亡くなったはずなのに骸が発見されず、後に道どう士し・張ちよう宝ほうにおぞましい形で利用された事件だ。召しよう鬼き法ほうという悪夢そのもののような道術で操られて。

　格子窓の外に目を向けながら、天祥が続ける。

「その兄上が、兵とともに最後に駐ちゆう屯とんしたのが、この睡すい蓮れん城市の玉ぎよく泉せん城じようなんだ」

「！　それで……」

「そういうこと。以前からここを一度訪れたいとは思っていたんだけれど、陛下を筆頭に皇宮の人たちがいい顔をしないから、遠慮していてね。――でも、金色の幽鬼の噂うわさを聞いたら、この目でたしかめずにはいられなくなった」

「…………」

　天祥がめずらしく言いにくそうにしたので、朧月は察さつした。

　皇宮の人々はきっと、華天狼のみならず、弟の天祥までもがこの地で行方不明になってはいけないと案じたのだろう。護衛の人たちもそれが言いたかったのか。黒烏州にとっては、不名誉極まりない話だが。

（もしかすると、わたしのことも言われていたのかも）

（冥めい界かい公主の呪いだ――とか）

　幽鬼と戯れる刺史の妹姫には、そういう根も葉もない噂が年中つきまとったのだ。もう、慣れてしまったので深く傷つきはしないが、笑い飛ばせるほど気楽にもなれない。

「天祥さまは今でも……金色の幽鬼は、兄上さまかもしれないとお思いなのですか？」

「どうかな。そうだったらいいとも、そうでなければいいとも思ってる」

「…………」

　生まれながらの太子殿下で、何も怖くない人なのだと思っていた。

　でも、本当に何も怖くないのなら、こんなに心細げな表情をするわけがない。

（この方も人間だったんだ……）

　おおむね優雅かつお茶目で、時に妖よう艶えんにさえふるまう天祥が、初めて十七という歳相応に見えた瞬間だった。

「兄上さまのことが、お好きだったのですね」

「そうだね。お暇なときはいつも後について回っていたし、私を呼び捨てにしてくれる数少ない人だったし。私の笑顔を『気色悪い』と言い切った唯ゆい一いつの人だったし」

　…………。

　………………あれ？

　うるわしい兄弟愛の図を思い描いていたのに、何かが違う。

　ずっこけるのはこらえたが、朧月はなんとも言えない顔になってしまった。

「ええと……もしかして、天祥さまよりも美形なんですか？」

「どうかな。たしかに私とは髪の色以外はちっとも似ていない美び丈じよう夫ぶだったけれど、好みの問題もあるし」

　同じ金色の髪。その符合があったから、金色の幽鬼の正体を疑ったのか。

「背は呂りよ将軍と変わらないくらいあって、片方の手で大刀を軽々と振り回す膂りよ力りよくの持ち主だったんだよ。もし呂将軍が皇宮に来てくれなかったら、兄上が皇宮剣術指し南なん役やくになっていた可能性もあったくらいで」

「……武人向きの方だったのですか？」

「うん。いにしえの黄こう帝ていみたいに勇ゆう敢かんだった。人望が厚かったから、私は第二皇位継承者といっても、さっぱり期待されてなくて気楽なものだったよ。兄上にだけは、子供らしくない笑い方をするなっていつも叱られたけど」

　聞いていると、なんだか蒼刻に似た人を想像してしまう朧月だ。

「だからこそ――いなくなったから、代わりに太子になれと言われたときは、ちょっと途方に暮れた」

「天祥さまが、途方に……？」

「似合わない？」

　考えこみ、やがて朧月はゆるくかぶりを振った。

　この話を聞く前ならきっと、似合わないと思ったかもしれない。でも。

「――今なら、想像できます」

　きっと、微笑みで周りをごまかしながら、独ひとりきりで途方に暮れていたに違いない。

　戯れで抱きついたり、くっついたりは簡単にできるのに、本心をめったに表に出せないなんて寂さびしい話だ。どんな状況でも微笑めるというのは、負の感情をむき出しにすることを禁じられる彼の立場が身につけさせた、悲しい演技力なのかもしれない。

「そうか。うれしいよ」

　くすぐったそうに目を細めて、天祥は膝ひざを崩す。

「まあ、私も別に、兄上がいないから何ができないというほど切せつ羽ぱ詰つまってはいないのだけどね。今までだって、普通に生きてこられたんだし。――でも、ときどき無性に不安になるんだ。兄上の記憶がだんだん薄れていく、薄情な自分に気づくとね」

　朧月が、それは情が厚い薄いの問題ではないと言う前に、天祥が言葉を継いだ。

「それがひとつ」

「ひとつ？」

「もうひとつは、あまりに感かん傷しよう的てきな理由だから秘密にしたい。だがここまででも、君の質問への答えにはなっただろう？」

　朧月はうなずいた。十分すぎるほどだった。

　頰ほお杖づえのまま遠い目をした後で、天祥は青い瞳を朧月に据すえ直した。

「よろしい。では、君はどうするんだい？」

「そういうことなら……協力いたします」

　死者の霊魂に近づくのは朧月だけの得意分野だし、無視はできないとも思わされた。

「……天祥さまが、蒼刻さんたちにきちんと守られてくださるなら、という条件つきになりますけれど」

「わかった。さすがに昨さく夜やの二の舞は御ご免めんだしね。それじゃ、これからもよろしく」

「はい。わたしの目は、それくらいのことにしか役に立ちませんし……」

「二度も皇都を救った人が言う台詞ではないよ」

　穏やかにたしなめると、天祥は手を伸ばして、朧月の黒髪を撫ぜはじめた。どきりとする朧月をよそに、遠くを見るような目で言う。

「欲しいものはなんでも手に入れている人間みたいに思われているようだけれど、私は、皇都ではあまりわがままを言わない太子殿下でいるんだ」

「……それは、わかる気がします」

　気まぐれで自由な人だが、わがままなのとは違うと最初から感じていた。第一、ただのわがままな皇族なら、蒼刻はもっと迷惑そうにしているはずだ。あの無ぶ愛あい想そうな青年はそういうところで噓うそがつけない。

「どうしても欲しいのは、自分の悪知恵だけではどうにもならないものばかりだしね。兄上の記憶が消えないことだとか、同年代の友達だとか、ふさわしい奥さんとか」

　朧月はちょっと驚いた。友達については、蒼刻への素直ではない好意の示し方でなんとなく察していたが――

「お妃きさきさまの理想像があるんですか？」

「もちろんだよ。私が皇族や太子だからという理由で近づいてくるのではない、私にふさわしい人がいい」

　ほうとうなずき、朧月は天祥にふさわしい美び姫きを想像してみる。

　どんなに美人でも、天祥の美貌と存在感の隣では霞かすんでしまいそうで、大変だろう。

　のんきに考えている朧月を眺めた天祥は、困ったような笑みを浮かべ、

「朧月。ふさわしいというのは、そういう意味ではないよ。本当の私を見て、真摯に向き合ってくれる人のことだ」

　おもむろに、両手で朧月の小さな手を包みこんだ。え？　と朧月は瞬く。

　厚みも肌ざわりも体温も、蒼刻のそれとは全然違う手だ。などと茫然としながら考えたあとで、いやそんなことに感心している場合ではないと気づく。

「ちょうど君みたいな人のことだよ。君は、私の奥さんにうってつけだと思う」

「………………わたし？」

「そう。叶かなうなら、私に君を一生可愛がらせてほしいな」

　息が止まった。

　第三者、聞き役に徹していたはずが、いきなり渦か中ちゆうに放りこまれ、朧月は脳みそが破裂しそうな心地を味わった。どうしてこうなったのかがわからない。

　雨上がりの空の色をたたえた瞳はやさしい。天祥はいつもの悪戯いたずらっぽい笑顔ではなく、初恋の人を遠くから見つめるかのように、どこか寂しげで儚はかない微笑みを浮かべている。

　反対に、朧月の頰は引きつりっぱなしだが。

「ま……またそんな、ご冗談を――」

「本当にそう思う？　……朧月」

　逆に質問して攻めるのも、艶美なため息にも似た甘い声で名前を呼ぶのも、ずるい。

　指先で黒髪をくるくるともてあそばれ、いつのまにか縮まっていた距離にうろたえ、朧月は完全に石になった。

「信じてくれないの？　私が君を特別に好きだって」

　演技だろうにしょんぼりした顔をしないでほしい。

　本気のはずがないと頭では冷静に判断しているくせに、身体が動いてくれない。

　しかも、とっさに蒼刻の顔が頭に浮かんだせいで余計に動揺してしまう。

「……わたしは――」

　そのとき、扉の外でごとりと物音がした。

　朧月はほとんど真横にすっ転がるみたいな勢いで天祥から離れ、ばっと起き上がる。

　嫌な予感がしたのであわてて扉を開くと、大おお股またで離れていく背中が一瞬だけ見えた。

　――蒼刻さん!?

　朧月が太子殿下ときちんとお話できているか、心配で見にきてくれたのだろうか。

　まだ大声で呼べば間に合いそうな距離ではあったが、話しかけるなという雰囲気が彼の背中から感じられたせいで、朧月は棒立ちになったまま何も言えなかった。廊の向こうに蒼刻が見えなくなるまで、ただ茫然としてしまった。

「――どこから聞かれてたのかな。私としたことが、気配に気づけないとは」

　まだ状況を理解できない朧月は、呆ほうけたまま室内を振り返る。

　見れば天祥は、いつのまにか普段の余裕を取り戻した様子で頰をかいていた。彼にとっても予想外のことだったらしい。

「これから蒼刻にも、君とも一緒に朧月と結婚しようって誘う気でいたんだって説明したらどうだろう」

「余計に怒られるとしか……。というか一夫多妻……でもないですよね、それ」

「私は将来的には、同性同士での結婚を許すことも必要だと思ってるよ？」

「…………」

　やっぱりどこまで本気かわからない発言に、つっこむ気力はなかった。







　第五章　雨と夢のあとに







　さらさらと、霧きりのように細かな雨が降っている。世界に薄い膜まくが張ったかのようなそれは、本来なら朧ろう月げつのいっとう好きな雨だ。

　街に人の気配がなくなり、眠るような静けさに包まれるから、何もできずに引きこもっている罪悪感がごまかされる。わたしだけが外に出られないんじゃないんだと勝手に安心してしまう。そんな卑ひ怯きような癒いやしのひと時なのだ。とても褒められた趣味ではないが。

　しかし今日ばかりは、じっとりと湿しめった空気につられて、気分まで重たくなっていた。

　昨さく夜やあんな事件があった後なので、玉ぎよく泉せん城じようには近づけなくなっているからと、今日は邸やしきから出なくてもいい日になったのになごめない。やるべきことはあるのに、ちっとも集中できない。

　理由は簡単。――昨日から、蒼そう刻こくがまともに話をしてくれないからだ。

　話どころか顔をこちらに向けてくれることさえないので、身も心も重たくなる。

（蒼刻さん……怒ってるのかな）

　こんな形で怒られることをした心当たりは……あると言えばあるし、ないと言えばない。なにしろ胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりなので、知らず知らずのうちに逆げき鱗りんにふれていなかったかと訊きかれると自信が持てないのだ。

　昨日、後半は天てん祥しようにされるがままの弱腰なってしまったのを、情なさけないと思われたのだろうか？

（もしそうなら、いつもみたいに叱しかってくださればいいのに）

（でも、そうではないとしたら……）

　わからない。

　わからないから、どうすればいいのかも見当がつかない。

　先日、見合いの話になぜだか揺らいで、蒼刻を避けるような態度をとってしまったことを思い出す。朧月の変な態度のせいで彼がどれほど困惑したかが、今になって痛いほどわかった。

「ちょっと厄やつ介かいみたいだね」

　朧月の部屋にやってきた天祥は、めずらしく反省した様子だった。

「ごめん。昨日蒼刻が来たのに気づかなかったのは、わざとじゃないんだ」

「それは……わかっております」

　こういうことで保身のために噓うそをつく方ではない。朧月は微ほほ笑えもうとして結局失敗し、ぎこちなくまつげを伏せた。

　やはり、気分を持ち直せない。元が根暗で笑うのが苦手だとこういうときに困る。

　朝からいろいろと相談に乗ってくれている星せい彩さいが、虚こ空くうでぽりぽりと頭をかいた。

「ま～、武官さんって大人おとなびてますけど、実は十八歳にならないお年頃っすからね。頭では割り切れても、心がどうにもできないときもありますよ」

「今の自分では姫とは話せんとでも思っているのやもしれぬな。あやつはそういうところでまじめというか頑がん固こだからのう。――ほれ、中庭をご覧」

　格子窓の前にたたずむ張ちようさんが、きれいな肉球を見せて手招きする。窓の下をのぞきこんだ朧月は、ぎょっとした。

　蒼刻はなんと、不ふ幻げんと手合わせをしていた。雨が降っているにもかかわらず、だ。

　どちらも武器は手にしていないが、手加減などまるでしていないのが、戦いには素人の朧月にもわかる。いや、そもそも不幻は手加減というものが極端に苦手だと言っていたではないか。武器を持つと殺しすぎるという、ぞっとしない言葉のままに。

（だから皇宮剣術指し南なん役やくをすぐにやめて、護ご花か七将軍の誘いに応じたそうだけど）

（蒼刻さん……どうして）

　不幻は淡たん々たんとした表情で攻撃をよせつけないが、蒼刻も決して負けてはいない。足元がひどくぬかるんでいるというのに、急所を狙ねらう拳こぶしや蹴けりは、見ているだけのこちらが薄ら寒くなるほど鋭するどくて正確だ。まるで白銀の刃が舞っているかのような体さばきである。

（すごい）

　かっこいい、とため息が出るが、まったり見み惚とれている場合ではなかった。

「いくら蒼刻さんでも、あんなに濡ぬれたら身体からだに悪いのでは……」

「大丈夫であろう。馬鹿は風か邪ぜを引かぬと昔から言う」

「ちょ……張さん」

「冗談じゃ。あやつらがこの程度の雨で弱るような鍛きたえ方をしていないのは事実だがな」

　それでも青ざめた心配顔を隠せない朧月を眺め、天祥が意地悪そうに微笑んだ。

「な、なんですか？」

「別に？　ただ、君は本当に蒼刻になついてるなと思っていただけだよ」

　事実だが、改めて言われると、気恥ずかしさに頰ほおが熱くなる。

「恋？」

「……え」

　朧月は今度こそ絶句した。思考が完全に凍りつく。

　天祥は石像になった朧月をしばらく見つめたあとで、試すような口調で言った。

「首輪をつけられて喜んでいるくせに、君は意外と焦じらすのが好きなのかな」

「べ、別に喜んでいるわけでは」

「そうかい？　独占されたいというのは、慕情のひとつの表現だと思うけれどね」

「お！　太たい子し殿でん下かはなかなかいいことを言いますね」

「普段はやりたい放題じゃがのう」

　……みんなもうちょっと話を聞いてくれと言いたくなるが、天祥の言葉はなんとなく朧月の琴きん線せんにふれていた。

　うつむき、胸元の九きゆう華か石せきにふれながら考える。

　以前に恋人のフリをしたし、星彩たちにもたびたび揶や揄ゆされるけれど、珍ちん獣じゆうだ飼かい主ぬしだと蒼刻本人からしじゅう言われているのが強烈なせいか――それとももっと深い部分で、自分にはそんなものは無縁だと信じていた期間が長いせいか、天祥の口にした単語は受けとめかねる。けれど、蒼刻の存在が重要なのはたしかだ。

「自覚がないようだけど、君は意外と欲張りだよ。いや――蒼刻に関しては欲張りになっている、と言ったほうが正しいかな」

　欲張り？　わたしが？

　思わず星彩のほうを見てしまうが、彼女も白びやつ虎こも、妙に温かい目をするだけで何も言ってはくれなかった。

（ああ、でも……そばにいたい、というだけでも本当は欲張りすぎるか）

（つい忘れそうになるけれど、蒼刻さんは、本来はわたしが気軽に一緒にいていい人ではないのだし）

　同じ三大家から縁談がくるほどの御おん曹ぞう司しなのだから。

　朧月だって本当は、めでたくはない力を持つ身の上なのだから。

　それでも離れたくはないと願うなら、わたしは何をしていけばいいのだろう……。

「君の死にそうな顔も、蒼刻の怒った顔も好きだけれど、君たちがこんな状態でいるのは私も楽しくないからね。仲直りのために、ひとつだけ教えてあげよう。――蒼刻は怒った顔をしているけど、本当は怒ってないよ」

　悩ましげに瞳を揺らす朧月の頭を撫なでながら、天祥が言う。どんな色の花が咲くのかわからない種を植えていくときのように好奇心と期待に見ちた表情で。

「……そうなのですか？」

　朧月はわずかにほっとする。自分などよりもよほど蒼刻との関係が長い天祥が言うのだから、疑う余地はない。

「怒りがあるのだとしても、その矛ほこ先さきは君でも私でもなく、蒼刻自身に向かっているんだと思う。彼はそういうところがまじめだからね」

「蒼刻さんが……？」

　朧月わたしに怒っている、と言われるよりも、ぴんとこなかった。なぜ彼が自分自身に対して怒らなければいけないのだろう。今回は、朧月は彼に何も悪さをされていないのに。

「でも私では彼の気持ちはなだめられないし、その資格もない。すまないけれど朧月、ここは君にがんばってもらわないと駄だ目めだ。君から蒼刻に働きかけてあげられるかい？」

「…………はい」

　いろいろと疑問は残るものの、朧月は神妙にうなずいた。

　蒼刻がこのまま遠ざかってしまうのだけは嫌いやだ。彼のほうから手を伸ばしてもらえないとしても、離れたくない。

「それで張さん、太子殿下は一体どっちがほんとに好きなんすか」

「うむ。儂わしも実は、そこをつかみかねておるのよ。敵なのか味方なのかもな」

　顔を寄せた星彩と張さんの内緒話をよそに、朧月は袖そでの中で、よしと拳を握にぎる。

　そして天祥が、実にさわやかに提案した。

「それじゃ、朧月。まずは蒼刻に色仕掛けをしてみようか」





◇◆◇






　やむ気配もない曇どん天てんが、夕刻が迫るにつれて暗さを増しはじめた頃――

「今日はここまで」

　不ふ幻げんが唐とう突とつに言い放ち、邸へときびすを返した。今まさに次の攻撃を繰り出そうとしていた蒼そう刻こくは、つんのめりそうになる。

「ここまでって――俺はまだやれます」

「私も忙しい。部屋に待ってる動物たちを、撫で撫でしてあげる時間だ」

「ちょ」

「冗談だ。もう、濡れないほうがいい。風邪を引く」

「…………」

　まったく変わらぬ無表情で言われると、血気が抜ける。

　まあ、雨だというのにこんなに長い間付き合ってくれただけでも寛大すぎるほどだ。

　しかも蒼刻が久しぶりに不幻の胸を借りた原因ときたら、腕試しの意味以上に、昨日からもやつく胸の内を発散させる方法が、それくらいしか思いつかなかったことのほうが大きいという、実に情けないものである。こんな事実はだれにも言えない。

　俺は何をやってるんだと心の底から思いながら、玄関で荒々しく濡れ髪をぬぐった。

（考えなきゃいけないことは、ほかにもあるっていうのに）

　たとえば、玉ぎよく泉せん城じようの地下でのこと。

　天てん祥しようがあそこに行ったのは偶然が重なった結果なので、彼を待ち伏せしていた凶きよう手しゆとは考えづらい。かといって、目的もなく、神隠しで人が消えたという古城にひそんでいたとも思えない。

　いっそのこと保警隊に事情を打ち明けて、しっかり調べたほうがいいのではと意見を言ってみたのだが、不幻はなぜか「その必要がない」と首を振った。

（呂りよ将軍はたぶん、何か隠してる）

（上層部の機密なら、まだ護花七将軍ではない俺には教えてくれないだろうが――）

　それに、地下にあった開かずの扉のことも気になる。こちらも武人としての直感に引っかかったのだ。

（あの城には、まだ何かヤバいものがありそうだな。……現段階では見当もつかないが）

　思考が行き止まりになると、つい脇わき道みちを気にしてしまう。つまり、昨日のことを。

　一対一で訊けと言ったのは蒼刻だし、あのどこまでも自信なさげで奇妙に現実的な少女が、甘い口く説どき文句で舞い上がるとは思っていない。さらに言えば、あの優雅にひねくれた太子殿下が秘める葛藤をなんとかしてあげたいという気持ちは、蒼刻にもあるのだ。天祥本人に伝える気はさらさらないが。

　ただ、先日の事件のときは蒼刻がたしかに独占していたもの――温もりとか慰なぐさめと呼ばれるものを、朧月が惜おしげもなく天祥にも分け与えていたのに、どうにも複雑な気持ちになってしまうの。

（あの珍獣は、俺が躾しつけてるのに）

（俺にだけなついてればいいのに）

　朧月は恐縮こそすれ、天祥による猫可愛かわいがりがまんざらではないように見える。

　それで余計にすっきりしない。

（……だから、なんで俺は、あのヘタレのことでこんなに心が狭くなってるんだ）

　朧月をこづき回すのは俺だけでいい、とさえ思っているのだ。

　明らかに危険思想だと思い、蒼刻はこめかみを強く揉もんだ。冷静になれよ俺。

　玄関のすぐ近くの部屋で、用意しておいた乾いた短たん袍ぽうに着替えてから廊ろうに出ると、黒っぽい長身が視界に飛びこんできた。

「よう少年、お疲れさん」

　情報屋だった。

　気配にはとっくに気づいていたが、そんな無む駄だにさわやかに笑いかけられても、こちらはいろいろな理由で仏ぶつ頂ちよう面づらしか返せない。もともと愛想の持ち合わせは少ないし。

「どうだい一杯？　将軍さまとの手合わせだけじゃ、すっきりせんだろ」

「なんだ、いきなり友好的に」

「俺は最初から友好的だぜ？　とんがってんのは少年だけだろ」

　ひどいとしか言いようのない蒼刻の切り返しにも、情報屋はまるでめげずに肩を並べ、なんやかんやで手近な部屋に誘導しようとする。

　……こういうところが、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな兄に似ているなと思う。

　結局は、自分のしたいようにしかしないという意味だ。もっとも、兄のほうがこの男の千倍は兇きよう悪あくだが。

「うん？　俺の顔になんかついてるか少年」

「別に。胡う散さんくせえ顔だと思ってただけだ」

「あははははのは。よく言われるから気にしないぜ。……ま、この邸ちゃんのことについて黙ってたのはほんとに悪かったがな」

　さすがに決まり悪げに頭をかく情報屋に、やれやれと蒼刻は息をついた。

　

　この湖上の瀟しよう洒しやな邸には以前、やり手の商人とその妻子が暮らしていた。

　だが、あるとき突然、妻の様子がおかしくなったのだという。

　――『あの女は……あの女はどこだ！』

　錯さく乱らんした妻は、夜ごと呪じゆ詛そめいた言葉を撒き散らしながら、夫や娘たちの首を絞しめようとした。

　道どう士しに相談したところ、妻は実は軽い霊れい媒ばい体質の持ち主で、精神に悪あしき幽ゆう鬼きの影響を受けてしまったせいで、自我を見失っていたことが判明。邸中に護ご符ふを貼はりつけても症状が改善しないので、一家はとうとう街のほうに引っ越してしまった。

　一家はそれでどうにか平穏を取り戻したが、今度は邸の処分に困った。

　幽鬼が憑ついた邸という悪評が広まってしまったため、買い手はつかないし、取り壊したくても職人が寄りつかない。

　

「それで困り果てた主人が、以前に縁のあったあんたを頼ったと」

「いや～、あの殿下が、幽鬼が見えるお嬢じようさんを連れてこっちに泊まるって言うから、こいつは渡りに舟かもしれないとな」

「だったら最初から正直に事情を話しとけ」

「悪ぃな。実は俺、幽鬼なんてものには半信半疑でね。適当に人に一時期使わせておいて『何も起こらなかったですよ』って報告すればいいか、なんて打算もあったわけよ。道士ってのは、下へ手たに依頼すっとべらぼうに金を取るもんだと思ってたし」

「姑こ息そくだなおっさん。でも、あいつは道士じゃねえから」

「タダでなんかしてくれんの？　じゃ、ぜひ恋を叶かなえる護符を作ってくれ。百枚くらい」

　脇に肘ひじ撃うちを叩きこんでおいた。

「ててて。非戦闘員を本気でどつくなよ武官さん。まあ、詫わびと言っちゃなんだが、一杯どうだい少年」

「あんたは無駄に打たれ強いな……」

「じゃなきゃ恋なんてしてられませんよ」

（……そういうものなのか？）

　蒼刻には、うなずくこともつっこむこともできなかった。

「ま、せめてものお詫びに今日はおごらせてくれよこれが『荷か葉よう千せん里り』って言って、俺のお気に入りの銘柄だ。酢す豚ぶたに合うぜ」

　話しながら、情報屋はみがかれた円卓に、朱しゆ泥でいの酒さけ壷つぼや玻璃の杯さかずき、肴さかなの小皿などを並べていく。やけに手際がいい。

（酒しゆ楼ろうで働いたこととかありそうだな、こいつ。……胡散くさい）

　観光地としての印象を強くするために、睡すい蓮れん城市はしつこいくらい睡蓮に関するものを前面に押し出している。

　咲いた花をかたどった香こう炉ろや、蓮肉と呼ばれる生しよう薬やく、蓮はすの花から根まで使う料理。

　情報屋のお気に入りとやらも、蓮れん根こんや蓮の芽が材料だというここの地酒だった。

「甘ったるい香りだな」

「でも口当たりはさわやかだし、これから夏に向けて飲みたい感じだろ」

　不本意ながら同感だ。後味がさらりと上品なので、ちょっと贅ぜい沢たくな気分にさせてくれる。

「俺特製の春巻きには、こっちが合う。甘苦い百ひやつ花か酒しゆだ」

「料理まで作ってんのかよ」

　百花酒はいくつもの花を漬けた酒で、国中どこでも飲めるものだ。地域ごとに漬つける花の種類には違いがあるので、ここなら睡蓮かと思いきや、どうやら白しろ詰つめ草くさや久く遠おん草そうの花のようだ。香りは特にないが、白詰草の蜂はち蜜みつのしっかりした甘さが、苦みを中和している。

「美う味まいんなら美味そうなツラしろよ、少年」

「うるせえ」

　仏頂面で杯をあおる蒼刻を眺めて、情報屋はにんまりと笑った。

「可愛くねえなあ。せっかく同類を憐あわれんでやろうと思ったのに」

「同類？」

「――惚ほれちまうと、急に不安になるよな。相手にどう思われてんのかって」

　しみじみと言われ、蒼刻は思いっきり酒にむせた。

　喉のどの奥いっぱいに荷葉千里のほの甘い香りが広がって、さらにむせ返りそうになったので、炭火で炒いった松の実を押しこんで強引に味を変える。

「いや、俺は別に――」

「傍はたから見てる俺に言わせれば、少年なんざ爆発しろってところだけどな。いちゃいちゃしやがってからに」

「聞けよ人の話を！」

「でも、いいじゃねえの。手の届く場所にいるだけマシだよ。顔を見られるし、ちょっと何かすれば、相手が反応してくれて楽しいだろ？　手の届かない場所にいる女に恋しつづけてがんばるしんどさなんて、少年はまだ知らないだろ」

　いつ殴なぐろうかと構えていた蒼刻は、情報屋の語り口が急にしんみりと沈んだのに気勢をそがれた。眉をひそめる。

「それはあんたの経験談か」

「現在進行形ですよ。俺の切ない片想いですよ」

「って、花はな婿むこ修行してるんじゃないのかよ。ああ、つまり、手の届かない高たか嶺ねの花に惚れて虚むなしい努力を続けてるってことか？」

「そんなはっきり言うんじゃねえよ、泣きたくなるだろ馬鹿野郎！」

「あんたが勝手に話しはじめたんだろうが、おっさん！」

　泣き上じよう戸ごかよ鬱うつ陶とうしい！

　やっぱりこいつ嫌いだと思っていると、今度はいきなり真横から声が聞こえてきた。

「見ているだけで幸せ、というのも、アリだと思う」

「うお!?　いつからいたんですか呂将軍」

「さっきから」

　氷ひよう結けつしたような玻璃の杯を手に、不幻はすでに勝手にやっていた。

　無駄に気配を殺して話を聞いていたのだと知り、蒼刻は頭が痛くなってきた。どうして自分の周りには、つっこみどころ満載の人間ばかりがいるのか。そろそろ常識的な知り合いが欲しい。そもそも家族でさえ変わり者だらけなのに

　今さらながら自分の人間関係にやっていられない気分になり、こめかみを押さえながら杯を立て続けに空からにしていると、蒼刻の知人ではもっとも非常識な知り合いの双そう璧へきまでもがやってきた。

「やあ、なんだか楽しそうだね？　お酒の肴と一緒に来たよ」

「…………ど、どうも」

　天祥からにこやかに肴扱いされた朧月が、彼の後ろから萎い縮しゆくした様子でおじぎする。

　……見慣れない衣い裳しようだ。

　可か憐れんな淡あわ桃もも色の上じよう衣いに、それよりわずかに深い色合いの領ひ巾れをはおった姿のせいか、おずおずとこちらをうかがう表情が、輪をかけて不安そうに見える。

　似合わないとは言わないが、天祥が着せたものかと思うと胸がもやついた。

「あの糸目の側近どのや、護衛の皆さんはいいのかい？　お客さま」

「みんな絡からみ酒体質だから、説教されそうだし呼びたくない」

　天祥が酒のついでに構うために連れてきたのかと思いきや、朧月は緊張した様子でこちらに近づいてきた。蒼刻は不覚にもどきりとする。

「あの……、蒼刻さん。どうぞ？」

「……ああ」

　おずおずと瓶へい子しをさしだされ、蒼刻も言葉少なに杯で受けた。昨日から必要最低限にも満たない話しかしていないので、若じやつ干かんぎこちない。

　が、引きずりださなければ部屋から出ないのが信条の引きこもりが、自分からここまで出てきたのだ。こちらがいつまでも子供じみた態度でいるのは矜きよう持じが許さない。

　蒼刻は他愛のない話題を探した。

「――兄貴にも、そうやって酌しやくをしてるのか？」

　朧月はわかりやすく肩を跳ねさせると、驚いた様子で目をぱちくりさせた。

「どうしてわかったんですか？」

「やけに手慣れてるからな」

「兄さまは、飲んでもほとんど酔わない薬酒くらいしかお口にしませんけれど……」

　と言いながら、蒼刻の空けた杯に、また上手に酒をついでくれる。

「おまえはいい女房になりそうだな」

「！　……あ、あの――」

　思いつきでそんな戯言を口にしてしまうと、たちまち焦あせった様子になった朧月に袖を引かれた。何を言うつもりかと思えば。

「昨日のあれは、天祥さまの悪ふざけで……わたしは、ときめいたりしていませんから」

「――そんなことはわかってる」

「……で、ですよね」

　蒼刻がむすっとして応えたせいで、朧月はしょぼんと肩を落とす。自分がとんちんかんなことを言ったと勘かん違ちがいしたようだ。

　でも本当は、それほど間違ってはいない。

　朧月が蒼刻にそういうことを理解してほしがっているのだと思うと、なんだか妙に満足感があったのだ。

　こちらから手を伸ばさなくても、彼女から近づいてきたのも悪くない。

　……不幻と本気の殺し合い同然の手合わせをしてもすっきりしなかった胸の底が、この程度のことで癒されている自分はどうなのかと思わないでもないが。こんな珍獣のせいで振り幅が大きすぎるだろう俺。

「あ、あの、わたし、お酒は全然……」

「あんたの故郷の人が作った酒だ。なめてみるくらいなら、罰はあたらないと思うぜ」

　おい？　と振り返ると、情報屋が朧月の手に杯を押しつけていた。

　蒼刻が止める間もなく、朧月はこくんと息をのみ、玻璃の杯に唇くちびるを寄せてしまう。

　そして次の瞬間、背中から見事にぶっ倒れた。





◇◆◇






「いや～、姫さんがそんなに弱いとは思わなかったわ。ごめんごめん。でもこれは恋愛的な意味で好機だぜ少年」

「何がだ!?」

　今度こそ本気の拳で情報屋を殴り倒したら、天てん祥しようと目が合った。酔いでほのかに染まった目元で、倒れている朧ろう月げつを眺めながら、嫣えん然ぜんと微笑む。

「小さくまるまっていて可愛いね。抱き枕まくら代わりによさそうだ。君がいらないなら、私がもらってもいいかい？」

「こういうときに洒落しやれにならないお戯たわむれは――って何してんですか呂りよ将軍！」

　膝ひざ詰づめ説教をしようとしたら、横から淡たん褐かつ色しよくの手が伸びてきたので、思わずはたき落としてしまった。戦いの場以外では気が抜けすぎな最強の将軍が、しょんぼりとする。

「私も撫で撫でしたい」

「悲しそうな目で見ないでください呂将軍」

「無礼講」

「そういう問題か！」

　すでに酔っているのか元からそういうノリなのか判別がつかない、この顔ぶれが憎い。

「ケチだね蒼そう刻こく。私なんて、君が朧月としてる半分もいちゃいちゃしてないのに」

「半分以下でも駄目です」

「ふうん？　いちゃいちゃしている自覚はあるんだ」

「いや、いちゃいちゃと言うわけじゃ――」

　蒼刻はうっかり口ごもってしまった。

　……純粋な親切心には程遠い衝動でふれたことが、一度や二度ではなく、それを拒まれなかったことはあるせいで。

「というわけで蒼刻、朧月は君が介抱してあげなさい」

「何が『というわけ』なのか、さっぱり意味不明ですが？」

「別に私が介抱しても構わないんだよ？　頭のてっぺんからつま先まで可愛がってしまってもいいのなら」

「酔いすぎです天祥さま」

　天祥が相当のザルだということは知っていたが、蒼刻はあえてそう言い置いた。

（酔っ払いの戯ざれ言ごとじゃなきゃ、厄介だしな……）

　朧月を抱きかかえるのには慣れていたが、いつもよりも高い彼女の体温に、妙な気分にさせられる。不ふ埒らちな思いつきをだれかに気け取どられる前に、部屋を出た。

　不本意だが酔っ払いの介抱には慣れている。蒼刻はそれなりに酒に強いが、周りが酔いはじめるとそちらが気になってしまい、まるで酔えなくなるのだ。そして結局、潰れた連中の世話をするはめになる。損な体質だ。

　廊を進んでいると、窓からの風に頰を撫ぜられた朧月が、ぴくりと身じろいだ。

　普段の消え入りそうな話し方とも違う、とろんとした声をもらす。

「蒼刻さん……？」

「起きたか。調子はどうだ？」

「……頭がずきずきして、気分が悪いです」

「やっぱりか。おまえの部屋まで運んでやるから、つかまってろ」

　朧月はうなずき、いつも以上に素直に――背骨が溶とけてしまったかのようにくったりとして、蒼刻の肩にしがみついてくる。そして、くすくすと笑いはじめた。

「蒼刻さんだ……わーい」

「何が楽しいんだ」

「ちょっと気持ちよくなってきたからですよー。お酒はー飲めどもー飲まれるなー」

「下手な歌を唄うたうな。あと、もう少し説得力のあるときに言おうな、そういう正論は」

　酔うとめろめろになる体質だったのか。意外だ。泣き上戸のほうが、よほど似合いそうなのに。

「そして愚ぐ民みんは生かさず殺さじゅ～」

「呂ろ律れつが行方ゆくえ不明になってきたなっつうかなんの話だ!?」

「兄しゃまがゆってました」

「以前からわかってたことだが、おまえの兄貴とは理解しあえる気が全然しねえ」

　いたいけな妹に何を語っているんだと、あの氷の無表情に対して問い詰めたい。

「ほら、部屋ついたぞ。もう寝ちまえ」

「かしこまりましたぁ。わーい」

「……だから寝る前からなんの夢を見てるんだよ。まさか星せい彩さいとかに憑ひよう依いされてんじゃねえだろうな？」

　ノリがおかしい。普段から変と言えばまぎれもなく変すぎる娘だが、それとは別の意味でおかしい。

　おぼつかない足元が心配で、手を貸してやりながら寝しん台だいに座らせる。だが朧月は座る体勢を保つのすらしんどいのか、すぐに、くたりと倒れてしまった。

　長い黒髪がはらりと流れて、艶えん美びな桃色に染まった首筋がのぞく。

　時に青ざめて見えるほど色白で、肌はだが上気するほど運動することがほぼない娘だけに、淡あわい血の気にどきりとさせられた。

　急いで視線をずらすと、今度は、しゅるりという衣きぬ擦ずれの音が耳に突き刺さってきた。

　――ってちょっと待て！

「おいこの馬鹿、何やってんだ！」

「躾しつけなら、また今度にしてくらさい……。今日はもう無理！　動けません」

「そういう意味じゃねえ！」

　どうも、だらしなく横たわったまま衣裳を脱ぐのを怒られたのだと誤解したらしいが、蒼刻が馬鹿と言いたいのは、男がいる前で着替えを始める行為そのものだ。

（まさか脱ぎ上戸か!?）

　国軍の知り合いにもそういう視覚的にキツい真ま似ねをやらかす男がいて、しばしば蒼刻が殴り倒しているのだ。

（たぶん初めての酒……だよな）

（あの玄げん静せい心しんが、妹に酒なんか呑ませるとは思えないし）

　こんな痴ち態たいを見るのは、もしかしなくても俺が初めてか。得したような甘い拷ごう問もんにかけられているような複雑な気分である。

　朧月は性格はさておき、見目はよい娘だからまあ――……待て待てよくない！

「俺は向こうを向いてるから、さっさと済ませろ！」

「はーい……？」

　あいかわらず夢みるように蕩とろけて焦点の合わない瞳で、虚うつろな返事をする朧月。

　蒼刻の存在をちゃんと認識しているのかどうかも謎なぞだ。常識的な思考回路は、すでにどこかにすっ飛ばしたようだし。

　衣擦れの音が耳にも理性にもざくざくと切りこんできて、時間がやたらに長く感じた。

「朧月？」

「もう、こもりましたから、ご安心をー……」

「何が安心だ、まるまりすぎだ馬鹿。余計に気分が悪くなったらどうする」

　頭まで上掛けをかぶっていた少女をいなし、せめて顔くらいは出せと寝具をいじってやっていると、うるんだ翡ひ翠すい色の瞳とふと目が合った。

　焦点の合わないそれに目を奪われていると、朧月の腕がゆるやかに上がり――

　ぎゅっ、と耳じ朶だを引っ張られた。

「…………おい？」

「しつけ、です」

「は？」

「しつけです！」

　朧月はいきなり声を張り上げると、蒼刻の耳朶をさらに強く引っ張ってくる。おまけに呂律があやしい上に文法が迷子になった命令口調で「そこに座りなください」と言われた。

　ヘタレかつ酔っ払いの攻撃なんぞ痛くもかゆくもないが、今度は絡み酒かと思うと天を仰ぎたくなるものがある。

　むくりと起き上がった朧月は、嘆たん息そくする蒼刻の胸倉をつかんでうなりはじめた。

「蒼刻さんはもう、なんなんですか！　人のこと珍獣とか言うくせに、いきなり口づけしようとしたり、最近すごく意味不明でからかいが過ぎますよッ」

　……これは耳が痛い。

「まあ、それは謝あやまるしかねえけどな……」

「謝っただけで済むなら監かん察さつ御ぎよ史しはいらないって兄さまが言ってました！」

　ぺしぺしと枕を叩たたいて、朧月が言う。ここで蒼刻を直接殴りにこないのが、彼女の弱気なくらいの気立てのよさの表れなんだろうなと思う。

「じゃ、どうすれば許してくれるんだ？」

「知りませんよそんなの！」

「結局ただの酒乱かよ……。意外とタチ悪いなおまえ」

「蒼刻さんよりは絶対にマシです！　まったく蒼刻しゃんときたら……」

　それにしてもこんなに強気――というか勢いのある朧月の声を聞くなんて、初めてだ。

　思えばこの少女は、時にもどかしくなるほど、他人に腹を立てるということをしたがらないのだ。五年前に友人を失って以来、他人を傷つけることや、異能で迷惑をかけることを極度に恐れているらしい。

　武人として育ってきた蒼刻とは、もっとも食い違う部分だろう。

（それを思えば、愚ぐ痴ちを言えるだけマシなのか？）

（……酔わなきゃ怒れない、ってのも憐れなもんだが）

　ぐだぐだと続いた朧月の愚痴を聞き終えると、蒼刻は彼女の背をぽんぽんと軽く叩いてやった。

「悪かった。でも俺も悩んでるんだからな。おまえは鈍どんくさいから知らねえだろうけど」

「……わたしだって」

「なに？」

「わたしだって……悩んでますよ。蒼刻さんと出で逢あってから、ずっと……最近は、特に」

　胸元にすがりつきながら、そんな泣きそうな声を聞かされると、黒髪からのぞく耳朶に嚙かみつきたくなって困る。

　おまけに、泣きすぎて火ほ照てった瞳の端に唇でふれて、彼女の涙を奪ったときのことまで思い出してしまうし。

　本当に恋なのかと疑問ばかり抱くのは、この体たらくだからだ。

　恋なら――本当に好きなら、相手を大事に慈いつくしむことができるのではないのか。

　俺はこいつを驚かせて戸惑わせて泣かせて怒らせて悩ませるようなことばかりしたくなってしまう。怯おびえる細い身体を押さえつけて、信頼をぶち壊しにして、こいつが愛する平和を脅おびやかすようなことばかり。

（俺には、天祥さまみたいな余裕がない。こいつを気遣って手を引くやさしさもない）

　――『壊さないよう、大事に抱く』

　以前、もし朧月を娶ることになったらどうする？　という非常に馬鹿馬鹿しい過程の話を振られたとき、蒼刻はそんなふうに答えた。

　でも、今もし彼女にふれるのを許されても、そんなに理性的にふるまえる気がしない。

　いつから自分はこんなに兇きよう暴ぼうになってしまったのだろうと、頭が痛かった。

「蒼刻さん……」

　つ、と袖を引かれた。蒼刻の不埒な悩みなど知らぬ、素直すぎる指先で。

「……でも、今度お見合いするときは、言ってくださいね。わたし、ない気力をふりしぼって、恋人のフリをしますから」

「気力がないって、今から断言してんじゃねえよ」

　堂々とへたれ根性をさらすのは、酔っていてもいなくても変わりがなかった。妙に安心するやら気が抜けるやら。

　もう暴れ疲れたのか、朧月はいよいよ蒼刻にもたれかかるようになる。

　めずらしく彼女からくっついてきているのをいいことに、流れ落ちる黒蜜のような髪の手ざわりを愛でた。

　本当に、毛並みのいい珍獣だ。天祥や不幻が撫でたがるのもわかる。

　わかるけれど、あまりふれてほしくないのだが。

「……まだ、一緒にいてもいいですか？」

「なに？」

「いえ……その――おそばにいて、実は迷惑だったんじゃないかとか、いろいろ考えてしまって」

　急に何を、と一瞬思い、昨日からまともに顔を見てやらなかったせいで何かを勘違いされている可能性に蒼刻は気づいた。そんな態度になってしまった理由を、蒼刻自身でさえつかみそこねているのだから、朧月はさらに戸惑っただろう。

　不安そうに震えながら離れていこうとする身体を、蒼刻は逆に強く抱きしめてやった。

「おまえの躾は俺の――俺だけの役目だ。ほかのだれにも任せる気はないから、そんな後ろ向きに悩んでないで、今までどおりついてこいよ」

「……はあ」

「何か不満か」

「そんな、まさかッ。ぜひぜひぜひ、お願いいたします……！」

　首がもげるんじゃないかという勢いでかぶりを振ると、朧月は突然うっと息を詰めた。

「うう……頭を振ったら、脳みそがぐわんぐわんしてきました」

「酔い慣れてないんなら、俺に躾だとか無茶はやらかさないで、おとなしく休んどけよ」

　半ばあきれながら、小さな背中を撫ぜてやっていると、朧月はぽつりと言った。

「そういえば……天祥さまにも、ずっと前に似たようなことを言われました」

「なに？」

「最高の引きこもり生活をさせてあげるから、後宮に入らないかって……」

　蒼刻はこめかみをこわばらせた。ちょっと待てそれは初耳だぞ。しかも俺の発言に似ているのかそれは。

「でも……わたしは、蒼刻さんと一緒がいいです。蒼刻さんがいいです」

「……そうか」

「だからこれからも、よろしくお願いします、ね――……」

　言葉の最後はほとんど寝息にかき消されていたが、蒼刻の耳にはちゃんと刻きざみつけられた。肩にすがりつく指の強さとともに。

　――『蒼刻さんがいいです』

　だれにでも弱腰なほど対応がやさしくて、ぼんやりしていて、ときどき「八方美人かこの野郎」とこづきたくなる娘だ。他人の好き嫌いなどしないように見える彼女が、そんなふうに言うのなら、変に焦ることはないのだろうか、と蒼刻は思う。

　朧月のほうから密着してくるのは初めてで、衣裳越しでも感じる華きや奢しやでやわらかな手ざわりは蒼刻の理性を試すけれど、さっきまでの兇暴さはなだめられていた。おそらくは変にほっとさせられたせいだろう。
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　熱を抜かれた心地で、朧月を寝台に戻してやると、蒼刻はふうと息をついた。

　――ついた途端、頭上に花瓶が浮いているのに気づいてのけぞりそうになった。

　さらに一瞬遅れて、虚空に浮かぶ幽鬼の存在に気づく。

「星彩!?」

「は～い、あたしですよぅ。ふう、やれやれ」

　物を浮かせるとやはり消耗するのか、花瓶を飾り棚に戻した星彩は肩こりでもまぎらわせるみたいに首をねじった。

「じゃ、武官さん、とりあえず表に出ましょうか」

「って外は雨だぞ」

「今のは言葉のあやですよ。廊でいいから出ましょうね。朧月ちゃんの安眠をさまたげたくないですから」

「……甘やかしか？」

「いえいえ。昨夜は朧月ちゃん、武官さんのことで悩んで、ろくに寝てないんすよ」

　すやすや眠る少女の上掛けをかけ直してあげるときは母性的な笑顔だったのだが、くるりとこちらを振り返ったときには、妙に迫力のある笑顔になっていた。

「というわけで、外でお話しましょうか武官さん」

「何をだ？」

「にやにや見守ってあげたい気持ちには変わりないんですけど、最近の武官さんはちょいと危険指数が高くなってきた気がするんで、少しお話しときたいなと」

　反論するのも面倒くさかったので、蒼刻は半なかば透ける姿の女の後を追い、ひんやりとした空気の廊に出た。

「そういえばあんた、なんで幽鬼のくせに物にふれたり人を殴れたりするんだ？　幽鬼なら全員そんなふうにできるわけじゃないんだろ」

「そりゃそうっすよ～、もし幽鬼がみんなで物を動かしたら世の中大混乱ですよ。あたしのこれは、相応に修行が必要な技なんすよぅ。武官さんの理性が崩壊したら、これでなんとかできて好都合ですけど～」

　以前、朧月の異い母ぼ兄けいに、妹をみだりに傷つけるようなら撲ぼく殺さつすると無表情に脅されたことを思い出してげっそりする。

「撲殺は黒こく烏う州の文化なのかよ」

「――では、儂が本気嚙みして落ち着かせたほうがよかったか？」

　足元に近づいてくる、渋い美声と、威厳あふれる存在感。顔を向けるのも面倒だったがつっこんでおく。

「張ちようさん、いくら俺でもそれは死ぬからな？」

「未来の護花七将軍なのに、だらしないのう」

「いずれ護花七将軍になるとは言っても、人間やめるわけじゃねえから」

「儂はもうやめておるがのう」

「あんたは人間だろ。ちょっと死んでて毛深いだけで」

　人間をやめないと勝てない気がする先輩もいたりするが。

　と、昼間の不幻との手合わせを思い出して、つい眉み間けんにしわが寄る。

　――『以前よりも、強くなった』

　――『守るものを意識した戦い方が、できるようになったな』

　一本とる寸前までいけた後、そんなふうに褒ほめてくれた不幻の、武人として純粋な瞳がいたたまれなかった。俺が守らなきゃいけないような生き物にこんなに惑わされている体たらくで、何がどう強くなったと言うのか意味不明である。

　額ひたいにかかる銀髪を物もの憂うげにかき上げたとき、もたれていた扉の内側で物音がした。

「いや……ッ、は――はなして……！」

　続いて、必死な悲鳴が蒼刻の耳を穿うがつ。それもいろいろな意味で、すぐになんとかしないとと思わせるような。

　血相を変えた蒼刻が、星彩や張さんと競うように扉に突っ込むと、室内は異様な空気に満ちていた。陽が落ちたせいだけではなく、奇妙に寒々としている。

　さっきまで能天気に寝こけていたはずの朧月は、寝台からずり落ちて、苦しげに咳せきこんでいた。うつむく横顔も、悪酔いのせいではなく青白い。

「どうした朧月」

「――を……」

「なんだって？」

　ひどくしゃがれた声だった。呼吸も乱れきっている。

「蒼刻よ、姫にこれを」

　張さんが大道芸のように器用に、頭のてっぺんに水の満ちた茶ちや杯はいをのせて運んでくる。

　蒼刻に背をさすられながら喉を湿すと、朧月はようやく声を出せるようになった。

　怯えよりも、強い戸惑いを感じさせる表情で言う。

「首を――絞められました……」

「だれにだ」

　閉ざされた窓には、侵入者があった気配はない。少女の血の気を失った唇が震える。

「たぶん……金色の幽鬼です」

　刹那、蒼刻は色を失っている星彩、そして心配そうな張さんと同時に息を呑のんだ。

　朧月の白い首筋には、くっきりと紅あかく、喰いこんだ掌てのひらの痕きずが刻みつけられていた。







　第六章　満ちては欠けてゆく希望







　翌朝の目覚めは最悪だった。

　慣れない二日酔いに加えて、幽ゆう鬼きに襲おそわれて首を絞しめられたという衝撃のせいか、朧ろう月げつは熱を出してしまったのである。

「……脳みそが完全に溶とけました……もう二度と外には出られません」

「阿あ呆ほか。完全に溶けたら話すこともできないだろ」

「うわ、窓開けないでください、まぶしくて頭痛が……！」

　情なさけない悲鳴を上げて頭まで上うわ掛がけをかぶると、朧月は熱と凄すさまじい二日酔いの相乗にぐったりした。濡ぬらした布を絞る蒼そう刻こくが、あきれ顔になる。

「ほんとに酒に弱いな、おまえは。首絞められたのよりそっちのが重症じゃないか？」

「きっと血筋です……。兄さまも下げ戸こで、甘いもののほうが好きですし」

「そうなのか？　意外だな」

　無表情に盃さかずきを空からにしていく姿のほうが、よほどしっくりくる男だと言いたいらしい。

　朧月も実はそう思う。

「……あ、今の、ほかの方には内緒にしてくださいね？　兄さま、他人にはあまり知られたくないみたいですから、息の根を止められてしまうかも」

「ちょっと待て、そんな恐ろしい秘密を無む駄だに背負わされても困るぞ俺は」

「大丈夫ですよ。……たぶん、その、半殺しくらいで済むと思いますし」

「半殺しだって十分嫌いやに決まってんだろ」

　そして兄にお酌しやくする薬酒くらいなら、朧月もなめた経験があった。

　だから昨日は、あの雰ふん囲い気きでお断りしすぎるのも情報屋に失礼かと思い、うっかり杯に唇くちびるを寄せてしまったのである。

　酒独特の香気が鼻から突き抜けたのを最後に、あとの記憶はきれいに飛んでいた。

　ひと口なめることもできずに倒れるとは、自分でも予想外だった。情けなくて泣ける。

「蒼刻さん、……何か、いいことでもありましたか？」

　額ひたいにのせた布の位置を直しながら、ふと、先ほどから気になっていたことを訊たずねてみた。

　すると今日はどことなく楽しげに見える蒼刻は、軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「覚えてないのか？」

「……何をですか？」

「ま、昨日いろいろとな」

　なんなんだその無む闇やみに不安を煽あおる言い方は。

「あの、わたし、何かやらかしましたか……？」

「そうだな。俺にしたし、俺もしかけたし。五分五分ってところか」

「!?」

　朧月は気のせいではない眩暈めまいを感じた。何があったのかは知らないが想像が先走って、穴に埋うまりたくなる。この際、もう墓ぼ穴けつでもいい。きっと醜しゆう態たいをさらしたに違いない。

「もしかしてわたし、吐いたり暴れたり叫んだりを……？　すいませんでした！」

「心配するのはそっち方面だけなのかよ」

「……？　それ以外に何か」

「あるんだよ。酔ったときにはいろいろとな。おまえも女ならそっちを心配しやがれ」

　と言われましても。朧月は首をかしげた。

　蒼刻が介抱してくれたのなら、酔った女を云うん々ぬんなんて犯罪めいた真ま似ねを心配する必要を感じないのだが。迷惑をかけたことを反省する気持ちがあるだけで。

「昨さく夜や、ほんとに何があったんですか？」

「おまえに耳や頰ほおをつねられまくったことだけは教えてやろう」

「!?」

「あと、拳こぶしで殴なぐられそうになった」

　青ざめた朧月を「冗談だ」と言っていなす蒼刻は、やはりいつもより機き嫌げんがよさそうに見える。頰を撫なぜる指先も妙にやさしくて、何が起こるのか逆に警戒してしまう朧月だ。

「昨日、無駄に心配かけちまった責任をとって、今日はずっと看みていてやるよ」

「……一緒に引きこもっていてくださるんですか？」

「嫌か？」

　そんな、と朧月はあわてて首を振った。

「だろうな。ま、今日は躾しつけなしで甘やかしてやるから、なんでも言え」

　蒼刻はにやりと笑った。なんだか今け朝さの彼は、妙な自信に満ちあふれていて、普段とはひと味違う男っぽさを感じる。すてきだけれど心臓に悪い。

「蜂はち蜜みつ水すいだ。おっさんが、二日酔いに効くって持ってきた」

「――これは……月つき見み草そうの蜂蜜ですね」

　湯で軽く溶かした蜂蜜が、喉のどをすんなりと流れ落ちていく。

　月見草の蜂蜜は、ごく短い期間しか採とれないものだ。通常は州の中で出回るだけで終わってしまうのだが、五年前の疫えき病びようで州の財政が追いつめられたときは、畜産の損失の穴を埋めるために、州外まで出荷されたことがある。

　以来、「幻まぼろしの蜂蜜」と呼ばれ、ちょっとした珍味扱いされているそうだ。

　大量生産されて長く出回る白しろ詰つめ草くさの蜂蜜のこっくりとした甘みとは違い、後味が切ないほどにあっさりしている。

　――ああ、蜂蜜に似ているんだ、と朧月はふいに気がついた。

　蒼刻といるとときどき感じてしまう、不思議に甘い感覚。肌はだの下にとろとろとした温い蜂蜜が流れているような感覚。

　鋭するどい目をした銀の髪の青年に、蜂蜜と結びつく要素はカケラもないけれど。

　今日は何がしたい？　と問われて、身体からだの中の蜂蜜がさらに甘く熱くなるような錯さつ覚かくをおぼえながら、朧月は窓際の文ふ机づくえを指さした。

「それなら……休んでいる間に、そこにある本を読んでしまいたいのですが」

「これか？　なんかボロっちいし落書きだらけだが」

「それでいいんです。……でも、あの――少し怖い内容なので、一緒に読んでいただけませんか？」

　言われたとおり甘えたことを口にしてみてしまうと、蒼刻は「仕方ねえな」と鷹おう揚ようにうなずいてくれた。……やっぱり、昨日とはなんだか様子が違う気がする。





◇◆◇






　空の茶ちや杯はいを手に蒼そう刻こくが廊ろうに出ると、白びやつ虎こと星せい彩さいが上品な座り方をして待ち構えていた。

「『俺はいつでもおまえに酔ってるぜ』くらいは言えたのか？　蒼刻」

「なんでだよ」

　とんちんかんな助言に、蒼刻は辟へき易えきとして額を押さえた。

「あんたはいつも、そんな口く説どき文句で女を落としてるのか」

「そんなわけがなかろう。今のは単なる例文じゃ。口説き文句というのはな、薬と同じで『これならだれにでも絶対に効果的だ』というものはないからのう」

「……さすがに慣れてるな」

「年季が違うだけじゃ。ま、おぬしもそろそろ追いついてきそうじゃがのう」

「なんでだ」

　別に追いつきたくない分野だ。しかも、なぜ納得顔でうなずくんだ星彩が。

　やけに共きよう謀ぼうしあう幽鬼と白虎に反攻したくなって、蒼刻は嫌がらせ半分に言ってみる。

「そういやあんたは、あの情報屋みたいな男が好みなんだって？　朧ろう月げつが言ってたぞ」

「張ちようさんもいるのに普通そういうこと言いますか武官さん。でもまあ、基本的にはそうっすね。張さんの人間の姿のほうが、ずうっと渋くてかっこいいですけど」

「なに？」

　いつもの惚のろ気けかと聞き流しそうになったが、聞き捨てならなかった。人間の姿？

　だが詳しく聞きだすより先に、白虎が腰に頭突きしてきた。

「そうじゃ、蒼刻。太たい子し殿でん下かが、おぬしと話がしたいと仰おつしやっていたぞ」







　星彩たちに一時看病をまかせて向かうと、天てん祥しようは走そう影えいとともに、雨の湖がよく見える部屋にいた。なんの話をしていたのかは知らないが、二人とも表情は明るくない。

　茶の支し度たくをした走影を下がらせると、天祥は蒼刻に向かいの席を勧すすめた。

「朧月の具合はどうだい？」

「ひ弱で気力も体力もないからぐったりしてますが、話せる程度には元気です」

「ふうん？　じゃ、私が寝込みを襲っても、あの可か愛わいい困り顔を見せてくれるかな」

「…………」

「そうにらまなくても、さすがに今は悪ふざけはやめるよ。――彼女があんな目に遭あったのは、元はといえば、巻きこんだ私のせいなんだし」

　長いまつげを詫わびるように伏せ、膝ひざに寄り添わせていた二に胡こを抱かかえこむと、天祥はおもむろに弦を構えた。

　蒼刻はひとまずはおとなしく二胡の唄うたう曲に浸った。その日の気候などにより音ね色いろが変わってしまう繊細な楽器だが、天祥のそれは手入れが行き届いていて、遙はるか海の果て、沙さ漠ばくの果てまで届くような深い響きを損なうことはない。

　だから、どこか不安定な揺れをはらんだ調べになるのは、弾ひき手に迷いがあるせいだ。

　演奏を終えると、天祥は口を開いた。

「本当は、この曲だけでもよかったんだ。朧月がいれば、もしかしたら、と思ってしまったけれど。やっぱり世の中、欲張りになってもいいことはないね」

「俺は不調法なので、わかりやすく言ってください」

「君は詩心を解かいさないね」

「生まれつきです」

「でも、朧月が絡からむと意外と詩人になるから油断できない」

　――唐とう突とつすぎる攻めで、青茶にむせかけた。

　だが、こちらに向けられた天祥の瞳は、いつもと違って人を自分の流れに引っ張りこんでいく強引さが足りない。

　微ほほ笑えみはいっそ冷ややかに見えるくらい整っているが、彼なりに気に病やんではいるのだろう。と同時に、虚むなしさも抱えこんでいる。

　金色の幽鬼はやはり、彼の兄ではない可能性が高い。

　万が一、華か天てん狼ろうだとしても、無関係の人々を襲う幽鬼になり果てているのでは……。

　慰なぐさめたいなんて殊勝なことを思ったわけではないが、蒼刻は言った。

「あの馬鹿は、まだ天祥さまを手伝う気でいます」

「……そうなのかい？」

「俺に、一緒に道術の本を読んでくれと言いだしたんです。しかも、その内容が――」

　教えると、天祥は淡あわい苦笑を浮かべた。その瞳には雨に濡れる湖面に似た色がある。

「そうか」

「そうです」

「――彼女がめずらしく前向きになっているのなら、その芽を潰つぶしてはいけないね。せっかくの脱・引きこもりを図はかれる好機だろう？　飼かい主ぬしさん」

「それにあいつは、天祥さまのせいで云々とは微み塵じんも考えてませんので」

　ほとんど後ろ向きな引きこもりのくせに、こと幽鬼に対しては、こちらが心配になるほど突き進んでいくのが、あの少女の面倒くさいところだ。

　――『あの女は……』

　――『あの女はどこだ！』

　金色の幽鬼は、呪じゆ詛そのようにそう唱えながら彷徨さまよっていた。そして目が合うと、朧月の首に手をかけたのだという。それなのに。

　――『怨うらみを抱いて彷徨うのは、幽鬼も苦しいはずなんです』

　――『苦しくて、でも、手を伸ばしても気づいてもらえなくて……』

　――『だれかに助けを求めようとして、襲いかかってしまう幽鬼は少なくありません』

　だから、どうにかしてあげられたら、と。

　薬を塗って包帯を巻いた細首も痛々しいくせに、怖かったとも言わず、達観した表情で朧月はそう望んだ。その翡ひ翠すい色の瞳に幽鬼が映る限り、彼らとの関わりからは逃げられないとでもいうような悟り方だった。

（あいつ、過去にも幽鬼に襲われたことがあるんだろうな）

　蒼刻を心配させたくないのか、朧月はそこを明言しなかったが、やけに実感のこもった口調から容易に察さつせられた。

　蒼刻としては、あんな弱々しい娘を手にかける幽鬼なんぞ問答無用で真まっ二ぷたつにしたいところだが、幽鬼に対してとても同情的に接する彼女の気持ちは無視しづらい。

（幽鬼に関することだけは、俺よりもあいつのほうが慣れてるしな）

「――ところで蒼刻」

　天祥が、がらりと表情を変えた。人をからかう色を取り戻した笑み。

　嫌な予感がする、と思った次の瞬間に当たった。なんて意味がない予感だろうか。

「私は実は、もうひとつ後こう悔かいしているんだ。どうせなら、酔った彼女の口から、君に関する惚気話を聞いておくべきだったってね」

　いきなり普段どおりにも程がある戯ざれ言ごとを聞かされ、蒼刻は盛大にため息をついた。

　だが今日は、疲れた息をつくだけでは終わらせなかった。

「惚気なら、俺が昨夜たっぷりこの耳で聞いておきましたので」

「おや」

　眉をぴんと跳ねさせて、天祥は短く言う。

　そしてその先には、無言のまま、互いに何かを牽けん制せいしあうような時間が訪れた。

　蒼刻はこの点については本気だったが、天祥がどうなのかは最後まで読み切れなかった。
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　朧ろう月げつが起き上がれるようになったのは、まる三日たっぷり休んだ後だった。

　その後、あの酒しゆ宴えんの夜から激しさを増していた雨が、次第に弱まりはじめたのと、不審者（朧月たちのことだが）の侵入のせいで厳しくなっていた保警隊の警戒がゆるみつつあると、情報屋から報しらせがあった。

「また玉ぎよく泉せん城じようちゃんに入りたいなら今夜あたりから行けそうだが、どうする、お客さま。もう用がないってんなら、俺は将軍さまだけを道案内してくるぜ」

　呂りよ将軍が？　と、正房に集まっていた全員――蒼そう刻こく、天てん祥しよう、四人の護衛が、わずかに不思議そうな顔をした。

　病み上がりを理由に「みなさんにうつすといけないから引きこもります」と言ったのに蒼刻に首根っこをつかまれてきた朧月も、きょとんとする。

　天祥を護衛するために来た不ふ幻げんが、玉泉城に個人的な興味を持つ理由となると、まずあの不審人物しか思い浮かばない。

（何者だったのか、もう一度調べに行きたいと思っておいでなのかしら）

「……その呂将軍は、今はどこにおられるのですか？」

「北に残してきた部下と連絡をとってくるって言って、今朝、街に出た。置いてけぼりにされた小動物がうるせえのなんの」

　と、蒼刻。言われてみれば朧月も、今朝は不幻が部屋にかくまう小動物たちの合唱で目覚めたのだ。

　天祥が「今夜もう一度行くよ」とうなずき、朧月も蒼刻も反対せず、今回は同行を認められた四人組も説教めいたことは口にしなかった。あっさり予定がまとまると、四人に続いて蒼刻までもが、情報屋を引っ張って廊に出ていってしまう。

　彼らと入れ違いに、張ちようさんを伴ともなって現れたのは天祥だ。

（…………って、あれ？）

　振り返ると、天祥は――さっきから隣席にいた天祥は、茶杯を手に微笑んでいる。

　朧月は引っくり返りそうになった。まだ酒が残っているのかこの脳は！

「て、天祥さまが二人……!?」

「そんな本気で死にそうな顔をしなくても」

「――大丈夫ですよ、黒こく烏う州の姫君。こんな厄やつ介かいな殿下が増殖したなんて世も末なことはありません。私は走そう影えいです」

「ええ!?　変装……なんですか？」

　失礼だが、あの糸のように細い目を除けばさっぱり特徴のない顔立ちと、天祥そのものの美び貌ぼうが結びつかない。髪と瞳の色も自然のものとしか思えなかった。よく見れば、天祥の瞳の青よりも色みが濃い気がする、程度の違いだ。

　手をひらひらと振り、走影は天祥そっくりの顔で、しれっと続けた。

「この程度の変姿術は朝飯前ですよ。殿下は整いすぎて特徴のないお顔立ちだから、真似するのは楽ですしね。その代わり、多方面に面倒な性格をしてらっしゃいますが」

「儂わしもいろいろと駄目出しを頼まれてな。もう少しだけ意地悪そうに見えたほうがいいとか、細かに修正をしたものよ。走影はこの点では勤勉じゃ。普段の愚ぐ痴ちはともかく」

「……は、はあ」

　たしかに愚痴っぽいのは普段と変わらない。なるほどとうなずくのも失礼な気がして、朧月はあいまいに目をそらす。

「私の身の安全がってうるさいから、『影』として同行してもらうことにしたんだ」

「こっちが本職ですしね、私は。なのに陛へい下かからは、側近のなり手がいない殿下の補佐まで押しつけられて……ふう、やれやれやってらんねーぜってなもんですよ」

　微笑む本物と、かったるそうに目をすがめる偽にせ者ものの間で、どんな反応をすればいいのか困ってしまう朧月だった。







　一方、昼前の明るい日差しがそそぐ廊では――

「あんたはやっぱり胡う散さんくさいから、信用するかどうか迷ってる」

「直球だな少年」

　呼びつけて廊で二人きりになると、蒼刻は誘い水を向けるような遠回しなことはせず、苦笑いする情報屋に迫った。

「この邸やしきのこともギリギリまで黙ってた上に、あんたの案内で玉泉城に行ったら、あの始末だ。疑いたくもなるだろ。闇討ちされないだけ感謝しろよ」

「……ま、少年の気持ちはわかる。でも俺は殿下の敵じゃないぜ」

「それだけで信じろと？」

「ほんとだって。俺は正直、皇統に対しては別に畏かしこまっちゃいないが、あの殿下ともう一人だけは死んでも裏切らないと魂たましいに誓ってる。証拠は？　と聞かれても、何も持ってないのがつらい身の上だがな。どうしたら信用してもらえる？」

　そう言って、降参するみたいに両手を挙げた情報屋からは、いつもの芝居がかった空気が消えている。噓うそをついている瞳ではないが、さりとて信用する材料も足りない。

　鬱うつ陶とうしいほどの長身を昂こう然ぜんと見上げ、蒼刻は言い放った。

「本当の名前を教えろ。そうしたら信用してやってもいい」

「本名ねえ……」

　低いつぶやきに、どこか意味ありげな言葉が続く。

「仕事の付き合いしかないなら言わないが、今後も縁がありそうだしな……おまえさんがみだりに言いふらさないと信じて教えよう、劉りゆう蒼刻どの」

　そうして初めて名前をまともに呼びかけると、情報屋はいつもより一段低い声で告げた。

「一度しか言わないから、覚えといてくれ。俺の名は――」
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　夜の玉ぎよく泉せん城じようは二度目だったが、その不気味さはとうてい慣れるものではない。

　……闇や危険な幽鬼がどうこうというよりも、灯あかりに惹ひかれた羽は虫むしやぎょっとするほど大きな蛾がのほうに、何度も腰を抜かしそうになるのが朧ろう月げつだが。

「人ひと気けがないのは、わたしには好都合ですけど……いつも夜ですね」

　今さらの感慨を口にしたのは、またしても小舟を使って、玉泉城の島までたどりついたところでだ。

「暗い中だと、君にふれた手が私のものか蒼そう刻こくのものかもわからないだろう？　私にとっては都合がいいし、昼間に君を構うのとは違う味わいもある。ままならない世の中なら、楽しいのが一番大事ということさ」

「そんなことのために夜を選んでねえよ！　さらっと噓をつかないでください」

　天てん祥しように勢いよくつっこんだ蒼刻の説明によると、情報屋のツテでは保警隊を抱きこめなかったそうだ。賄わい賂ろもきかなかったそうである。だからといって太子だ護ご花か七将軍だ劉りゆう家の御おん曹ぞう司しだという身分を明かせば、無用の騒ぎを招いて鬱陶しい。開き直って不審者になるのが、手っとり早かったそうだ。

「わあ、意外と平和な湖ですねえ。怨念っぽい幽鬼もいないですし」

「……でしょう？　星せい彩さいなら、気に入ると思ってた」

　今夜は星彩にもついてきてもらっていた。金色の幽鬼との関係はわからないが、地下室の扉の向こうはやはり気になる。

　先行した蒼刻と情報屋が、地下に今度こそ人気がないことを確かめてから、朧月たちも地下に降りた。地下は狭いので、不ふ幻げんや張ちようさん、走そう影えい、護衛の四人組は、地上で待っていてもらう。

　あの棺ひつぎめいた開かずの扉の前に降り立つと、星彩は嫌そうに眉をしかめた。

「うあー。露ろ骨こつに嫌な感じっすね」

「星彩も？　……わたしも嫌な予感しかしないし、やめておく？」

「大丈夫ですよ。何かあっても、張さんと一緒に助けてくれますでしょ？」

　それは絶対だ。朧月はうなずいて、頼もしい友人を見送る。

「あれを使ったほうがよければ、すぐに言ってね」

「あい。――じゃ、ちょっと見てきますよ」

　可愛らしく片方の目をつむると、星彩は透すける身体をいいことに、開かずの扉の向こうへと難なく忍びこみ――

　一瞬で戻ってきた。信じがたいものを見た顔をして、こちらを振り返る。

「いい知らせと悪い知らせ、どっちを先に聞きたいっすか？」

　朧月は少し考えた。

「いい知らせのほうが想像がつかないから、そっちのほうがいいかも……」

「この扉の奥には、小部屋がありましてね。めいっぱい金銀財宝が詰めこまれてます」

「――ええ!?」

　朧月と蒼刻がおそろいの声を上げると、星彩の声が聞こえない天祥と情報屋が、びっくりしたように瞬まばたいた。説明すると、彼らも目をみはる。

「それじゃ星彩、悪い知らせというのは、扉が開かないこと……？」

「いえ、それじゃなくって――んー、まあ、餃ぎよう子ざの皮に包んだ言い方をするとですね」

「そんなもんに包まなくていいから、手短に教えろ」

　口を挟んだのは蒼刻だ。星彩はやれやれという表情になって、彼に耳打ちする。

「――骸むくろ!?」

「わぁい武官さん、声が大きいっすよ」

　急に禍まが々まがしさを増した雰囲気を払いたいのか、星彩の声と表情は不自然なほど明るい。

「しかも、骸になってから放りこまれたんじゃないっぽいんですよぅ。扉に貼はりつくみたいな格好で亡なくなってるんで」

「この中で亡くなった……ということ？」

　骸があると聞いたときよりも気色の悪い、どろりとしたものに首筋を撫ぜられたような悪お寒かんを朧月は覚えた。

　金銀財宝とともに死んだ男。血と火のにおいの幻視。黒ずくめの不審者。神隠し。

　それらが頭の中で、ひとつの絵に結びつく。朧月は恐ろしいのに、なぜか誘われるようにして、扉にふれた。

　――すると指先に、妙な手ごたえがあった。

（え……？）

　石ではなく、極限まで薄くした玻は璃りにふれて、ぱりんと割ってしまったかのような。

　それがなぜなのか気づいた刹せつ那な、朧月は反射的に後ずさりし、よろめきかける。

　蒼刻がはっとして振り返るよりも早く、天祥に背中を支えられてしまった。

「どうしたの？　朧月」

「……あ――開いてしまいました」

「え？」

　朧月以外の全員の声が重なり、空気がひどくこわばった。

　こちらに向かって開いてきた扉の隙すき間まに目を落とし、朧月はぎょっとする。数枚の金粒とともに、星彩の言う骸の手が内部からはみ出ていた。

　不思議なことに、あまり腐ふ敗はいしておらず、たった今事切れたかのような状態である。

「――木乃伊ミイラになってんな」

　情報屋がつぶやいた。蒼刻が眉をひそめる。

「木乃伊って普通、カラカラに干ひ涸からびてるものじゃないのか」

「こういう種類の木乃伊もあるんですよ、少年。ここみたいに外気が遮しや断だんされてて、湿しめってて、冷えた場所に置かれた骸が、たまに腐らずに保存されちまうことがあるんだ。中には眠ってるようにしか見えない木乃伊もある」

　経験豊富そうな彼のことだから、実物を見たことがあるのだろうか。

　地下に殷いん々いんと響く、やけに臨場感のある情報屋の説明が途切れると、地上がやけに騒がしいことに気づかされた。
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　朧ろう月げつたちが地上に出ると、夜気はすでに殺さつ伐ばつとした色に染め上げられていた。

　城内は静かだったが、外がやけに騒がしい。

　とうとう保警団に見つかってしまったかと思いながら、橋のあるほうの門をくぐると、まずは白虎のたくましい後ろ姿が見えた。

　ほっとしかけた次の瞬間に、鎖さ翠すい橋きようの上に揺れる無数の松たい明まつの火が目に入った。

　夜霧を焦こがすような炎ほのおをかかげるのは、がっちりと武装した男たちだ。彼らに取り囲まれているのは――

「！」

　だれも名前を呼ばなかったのは、それが天てん祥しようの顔をした走そう影えいだったからだ。

　両りよう脇わきから馬ば賊ぞくに腕をとられている彼の足元には、矢で肩や腕を射られた護衛たちもうずくまっていた。一様に、首筋に刃物を突きつけられている。

「ここのお人ひと好よしさんたちは、ぼんやり歩いてて弓に気づかない私をかばってくれたんですよ。すぐに手当てすれば、命に別状は――」

「おい、勝手にしゃべるな！」

　説明しようとした走影のみぞおちに、脇に立つ男の拳が勢いよくめりこむ。朧月は反射的に目をそむけてしまった。

　白虎と並んで蒼そう刻こくが前に出るが、人ひと質じちがいるので、すぐには神しん速そくの太た刀ちをふるう決断ができないようだ。――不ふ幻げんの姿がないが、一体どこにいるのだろう？

「あんたたちが、四日前に地下に入りこんだ鼠ねずみかい？　可愛子ちゃん揃いだねえ。殺すのが惜おしくなる」

　頭とう目もくらしい人物が前に出て、情なさけのかけらも感じさせない口調で言った。

　なんと、女によ人にんである。

　陽に灼やけた肌。腕に彫られた派手な刺いれ青ずみ。肩幅がしっかりしており、蒼刻や不幻と並んでも見み劣おとりしない屈くつ強きような体たい軀くで、とても朧月と同じ女性とは思えない。ほかの男たちとは違って軽武装に留めているのが、唯ゆい一いつ女性らしさを感じさせた。

「そこの白虎は皮をいただきましょうや。いい敷布になる」

　配下の一人が嫌な冗談を言う。

　女頭目は、ぞろりと歯を剝むいて笑った。

「一、二、三――四人か。ここに入れたのも合わせて、九人もいっぺんに『神隠し』に遭っちまうのは、さすがにマズいかねぇ」

「先の太子サマは千人の兵士とともに神隠しに遭ったそうだし、大丈夫っすよ」

　蒼刻の眉が跳ねあがった。

「以前、ここで行方ゆくえ不明になった二人は、おまえたちが――？」

「あんたらと同じさ。肝きも試だめしをするだけなら捨て置いてやったのに、地下の秘密の部屋まで見つけちまったのが運の尽き。他言される前に、こうだ」

　人さし指を喉にすべらせる仕草で、斬きり殺した、と女頭目はどこか愉ゆ快かいそうに答える。罪悪感は微み塵じんもないようだ。

「――だが、君たちにはあの地下の扉が開けなかった。違うかい？」

「……そこの優やさ男おとこは何を言ってるんだい？」

　天祥のひどく冷静な問いかけに、女頭目が不快そうに眉をしかめる。

「財物のあった部屋に閉じこめられていた骸は、さしずめ君たちの仲間か前の頭目かな。分け前や隠し場所のことで内うち輪わ揉もめをして、手にかけた。瀕ひん死しの彼は財物ごと地下室に放りこまれて、そこで息絶えた。そんなところかな」

「！　どうして地下に済さい川せんの骸があるって――まさか……あんたたち、あの扉を開けたってのかい」

　女頭目が目をむく。どうやら図星らしい。

　朧月は、先ほど扉にふれた手をきゅっと握にぎりしめた。あの扉はもしかしたら、済川という名らしい馬賊の――怨おん念ねんのようなもので、ふさがれていたのかもしれない。鍵も仕掛けもないのに、朧月がふれるまで、びくともしなかったのだから。

（わたしの……双そう界かいの瞳ひとみの、影響のせい？）

（それとも――）

「言っとくが、あたしが閉じこめたんじゃないよ。あたしたちに追われたあの男が、勝手に逃げこんだんだ。中で息絶えたのはわかっちゃいたが、以来、何をしてもあの扉は開かなくなっちまった。あんたらはどうやって開けたってんだい？　――そいつを教えるって言うんなら、生きて帰してやってもいい」

　信用できるはずもない女頭目の提案に、それぞれが嫌そうな色を瞳に浮かべたときだ。

　――あの女……

　――あの女がいる！　いる！　ここにいる！

　万の針を正面から浴あびせられたような殺気に、朧月の身体がひとりでに凍こおりつく。

　ぎこちなく視線を上げると、女頭目のすぐ近くの虚こ空くうが急激に暗く澱よどんでいた。

（……金色の幽鬼！）

　以前に見たときよりも、霧きりのように彼を包む金色が薄らぎ、代わりに漆しつ黒こくの砂煙のようなものに侵食されている。顔の輪郭すらはっきりしない。怨念ばかりに支配されて、本来の己おのれの姿を忘れかけてしまっているのか。

（まずい）

　金色の幽鬼が探していた女は、あの女頭目だったのだろう。自分をよってたかって斬り殺した、裏切り者の女頭目。

　怨えん嗟さの声とともに、安物の金きん泥でいと墨すみを混ぜて塗りたくったような腕が伸びて――

「……伏せて！」

　女頭目の肩にふれた刹那、朧月は思わず叫んでいた。

　が、女頭目は、それまで蒼刻の後ろでちぢこまっていた小娘のおかしな言葉に、わずかに眉をひそめただけだった。その首に、幽鬼の腕が蛇へびのように巻きつく。毒どく蛇じやめいた笑みが凍る。直後、女頭目は幽鬼の腕に勢いよく引きずられて欄らん干かんにぶつかり――

　――派は手でな水音が上がった。

　何が起こったのかわからないという顔で橋から落ちた女頭目が、あっというまに暗い水に呑みこまれていく。

「うっわ、どんどん底に引きずりこまれてますよ……！」

　水面に首をつっこんだ星彩が、嫌そうにうめいた。やはり金色の幽鬼は、あの女頭目に復ふく讐しゆうをする気でいたのか！

　配下の馬賊たちの表情は、しばし濃い戸惑いと怯おびえにまみれていたが、やがて、何をしやがった！　と色めきたって得え物ものを抜き放った。こちらが、何か得体の知れない術で反撃したと思われたらしい。

「朧月！　天祥さまと一緒に下がってろッ」

「お客さまたちは城ん中に！」

　蒼刻と情報屋の口から、似たような言葉がほとばしる。茫ぼう然ぜんとしていた朧月は、星彩に腕を引っ張られて、あわてて後ろに下がった。

　馬賊に囲まれていた走影と四人の護衛が動いたのは、それと同時だった。気絶した、あるいは重傷で動けないものとばかり思っていた彼らも、がぜん動きだして周りの馬賊たちを動揺させていく。

　意気投合には程遠かったはずの蒼刻と情報屋は、互いの死角を補いながら、馬賊たちを打ちのめしている。情報屋は、最初はあの不思議な体術で、途中からは馬賊の武器を奪って応戦しはじめた。下へ手たな兵士よりも場慣れしている。

　鎖翠橋の上は狭いため、馬賊たちは蒼刻たちの壁を突破できないが、蒼刻たちのほうも一時に数人しか相手にできないので、埒らちが明かない。なかなか走影たちと合流できない。

「――うわああああ！」

　と。馬賊たちの後方で、いきなり悲鳴が上がった。

　天祥とともに城のある小島まで下がっていた朧月は、はっとする。

　なぜか、蒼刻たちと馬賊たちを挟み撃ちするように、鎖翠橋の向こう側からやってきたのは不幻だった。

　あいかわらず武器は持っていないが、それなのに――いやだからこそ、一種異様な威圧感がある。なにしろ彼の足元には、たった今気絶させたばかりとおぼしき馬賊が五人も転がっているのだ。

「うにゃあん」

　威圧感をぶち壊しにしたのは、猫の鳴き声だった。しかも複数。不幻の後ろに、何匹もの野の良ら猫ねこがついてきているのだ。

　朧月も気が抜けたが、実際に戦いの緊張を共有している者は、相当ずっこけたようだ。

　情報屋は苦笑いし、蒼刻が頭痛をこらえるように額を押さえているのが見えた。

「おとなしく待っていると約束しただろう？　下がってなさい」

　不幻がやさしく猫を追い払う。

　場違いにほのぼのした空気で、馬賊たちが毒どく気けを抜かれそうになったのを無視して、不幻は彼らに向き直った。

「というわけだ。一人も逃がさない」

　何がというわけなんだよ！　とつっこむ代わりのように（つっこむ気力もなかったのかもしれない）馬賊が不幻のほうにも武器を向ける。

　それを無表情に眺めて、不幻が言った。

「殺しはしない。法の裁きを受けさせる」

「――ぶ……武器もねえのに、何ふざけてやがるッ」

　体格だけなら、不幻をはるかに上回る巨漢が少なくない馬賊だ。寸鉄も帯びていないように見える若造に負けるか！　と言わんばかりの勢いで、不幻の間合いに飛びこむ。

「俺のほうがまだ加減してやれるのに。馬鹿だな」

　と、刀を構え直しながら蒼刻がつぶやいていた。

　一方的な蹂じゆう躙りんはその後に始まった。最小限しか身体を動かさずに、斬りかかってきた刃を難なくかわした不幻は、おそらく死神のように正確な拳や蹴けりで、男たちの急所を打ちぬいている。骨の折れる音、吐血するようなうめき声が朧月たちのいる場所まで聞こえてきて、背筋がぞわりとした。

「あの様子なら、全員捕ほ縛ばくできそうだけど――頭目は……」

　天祥がなんとも言えない顔でつぶやき、朧月ははっとした。そうだ。忘れかけていた。

「星彩！　水の中の様子を、見てくれる？」

「！　合がつ点てんですッ」

　うなずく星彩を見送り、水際にひざまずいた朧月を、天祥が気遣わしげに見る。

「朧月。何をする気だい？」

「……呂りよ将軍は、殺さずに法の裁きを受けさせると仰いました。でしたら、彼女も」

　女頭目も、生け捕りに。

　たとえ悪人でも、目の前で死なれるのは気分がよくない。

「朧月ちゃん、あのいけ好かない女、まだなんとか生きてますよ！　しぶとそうな顔してただけあるっすね。でも幽鬼がしがみついてるから、水面には上がれないみたいです」

「……わかったわ。星彩は無理して近づかないで、そのまま見守ってて」

　しかし朧月が女頭目を助けたいと思うのは、それ以上に、ここで幽鬼にとり殺されて彼女まで幽鬼になったら、また住人に鬼害をもたらしかねないと思ったからだ。殺し合いと憎しみの連れん鎖さ。それは本人たちよりも、巻きこまれる無関係の人間にとって悲劇だ。

（ここでまた、無関係の人に祟たたる幽鬼が増えるのは駄目だ）

　凹おう晶しよう渓けい館かんの住人が狂いかけてしまったように。

（今ここで、あの幽鬼をなんとかできるのは）

（――たぶん、わたしだけ）

　義務感じみた強さで思い、岸辺で手首まで湖にひたして、金色の幽鬼に手をさしのべる絵を頭に描く。

　この数日で、蒼刻とともに読んだ道術の本。封印していた召しよう鬼き法ほうの頁ページを思い出した。

　他の術では護ご符ふ作りでさえなかなか成功しない中、その頁の内容だけは、まるで砂に水がしみこむように朧月の頭に入った。向いている、ということなのかもしれない。幽鬼と暮らしてきた身には、幽鬼を武器として支配する禍々しい術こそが。

　おぞましいことだと感じたのは事実だが、この両手に今利用できる力があるなら、ためらっている場合ではない。

（どこにいるの――済川……！）

　女頭目が口にした名前を思い浮かべた途端、朧月は金色の幽鬼の、心臓をつかみとった気がした。それは、魂と呼ばれるものだったのかもしれない。

　手の中に無理やり瀕死の雛ひなをやんわりと握らされていて、少しでも力をこめるとその首をもいでしまうのがわかる。そんな感覚だ。ぞわぞわとした悪寒が背筋を伝い落ちる。

　他人の生き死にを握っているのは、こんなにも怖いものなのか。たとえ、一度死んで怨念のみで動く幽鬼のものであっても。

　――はな、せ！

　――離せ、おれはあの女を……道連れに……！

　血を吐くような絶叫が直接流れこんできて、頭が割れるように痛む。

　それでも衰弱しきった魂を握りつぶさないよう、泣きたくなるほど慎重に捕らえたまま、朧月は祈るようにして暗い水面の下に語りかけた。

（橋の上が、見えませんか。あなたのことを殺した人たちは、全員捕らえられます）

（全員罰せられます。地下に隠されていたあなたの骸も弔とむらわれます）

（だから、もうこれ以上――）

　憎悪と殺意に支配されないで。呪のろわしい死を振り撒まかないで。

　そうしないと、あなたはもっと無残な姿で苦しみながら現世を永久に彷徨うはめになる。

　数あま多たの幽鬼を見てきた朧月が、経験をまじえて語りかけると、彼女の手中にいた幽鬼は次第に妄もう念ねんじみた暴れ方をしなくなった。

　――それなら……この女が罰を受けるなら……

　ふと、金色の幽鬼の濁にごった目が、朧月の翡翠色のそれとかち合った。

　刹那、幽鬼は畏い怖ふしたように痙けい攣れんした。何か圧倒的な力を見せつけられ、もうひれ伏すことしかできなくなったかの如く、透ける身体から力と意思が消えていく。魂の存在感が急速に希薄になり、震える青い唇から敬けい虔けんに許しを乞こうような声がもれる。

　――あなたは……貴方あなたさまは……

　え？　と思ったときには、幽鬼の気配は水に砂糖が溶けるように消えていた。

　この世に留まる力を失い、糸が切れた凧たこが落ちるように冥めい府ふに降りていった。そういうふうに見えた。双界の瞳で。

「朧月ちゃん！　大丈夫っすか？　憑つかれてません？」

　星彩の声で、朧月は現実に返る。視界が奇妙に眩くらむので何度か瞬まばたきすると、元の寂さびしげな夜の湖が視界に広がった。

　岸辺には、ぐったりとして意識を失った女頭目の身体が引き揚げられている。星彩がなんとか浮かび上がらせたのを、白虎が服を嚙かんで引きずってきてくれたようだ。びしょ濡れになった毛皮でぶるぶるしている。

　天祥が「息はあるよ。さすがに頑丈だ」と教えてくれる。後ろから抱きかかえられていることに気づいた瞬間はちょっと気絶しかけた。見よう見まねで召鬼法まがいのことを試していた間、朧月が湖面に倒れこまないよう支えてくれたらしい。

「君は少し、蒼刻に似てきたかもしれないね」

「……わたしが、ですか？」

　ぴんと来ない。どのあたりのことだろう。目で問いかけても、天祥は淡く微笑むだけで答えてはくれなかった。……ついでに腕もほどいてくれないのは勘かん弁べんしていただきたい。

　鎖翠橋を振り返れば、馬賊との戦いは終わっていた。百人はいると思われた重武装の男たちは、一いつ騎き当とう千せんの二人に挟み撃ちを喰らって残らず叩きのめされている。

　意識を取り戻した女頭目は、四人の護衛に囲まれた上に、張さんの前まえ肢あしで背中を押しつけられて、地面に伏せる体勢を強しいられた。やってきた不幻が淡たん々たんと問いかける。

「旭きよく東とう賊ぞく、三代目頭目に相違ないな？」

　女頭目は、がっくりとうなだれた。逃げる気力はないようだ。

　不幻の肩に分別くさい顔で留まる梟ふくろうが、一件落着、とでも言うようにホウと鳴いた。
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　不ふ幻げんと情報屋が、騒ぎに気づいて橋の岸側から駆けつけてきた保警隊に、縛しばり上げた馬賊たちを引き渡しにいく。玉ぎよく泉せん城じようの封じられた地下に溜めこまれていた金銀財物を見せられて、おおおとどよめく声が聞こえてくる。事情の説明役を押しつけられた走そう影えいは、「私は軽いとはいえけが人なのに人使いの荒いこって」と、聞こえよがしの愚痴をまじえながら保警隊と顔を突き合わせていた。

「やっぱり別人だったね」

　明るみはじめた東天を見やり、天てん祥しようがごく浅い失望のため息をついた。

「そんなに都合よく、逢いたい人に逢えるわけがないとは思ってたんだ。でも、がっかりするものだね。――巻きこんですまなかった、二人とも」

　ありもしない面おも影かげを追い求めてこんな場所まで来てしまったと、自じ嘲ちようぎみな横顔が語っている。だが朧ろう月げつは謝あやまってほしいとは微塵も思っていない。

　思わず、天祥の黒衣の袖を引いて、朧月は自分なりの慰めの言葉を選ぶ。

「……わたしがもし、いつかどこかで天てん狼ろうさまの幽鬼に出逢ったら、絶対に、天祥さまとお話ししていただけるようにします」

「それは約束かい？　朧月」

　もちろんだとうなずけば、天祥はやわらかに微笑んだ。いつもの対外用の仮面ではなく、一週間に一度しか使わないような屈託のない笑顔だった。

「じゃ、絶対に叶かなえてもらうように、君を私のそばに置いておくしかないか」

「え……えっと、それは、あの――」

「そのときには、俺が引きずってでもこいつを連れていきます」

　蒼そう刻こくの棘のある声。

　気づけば銀髪の青年は、朧月のすぐ背後に立っていた。両肩に彼の手指が食いこみ、ぐっと後ろに引っ張られる。天祥から引き離すように。

　見上げると、怒っているような横顔はしかし、朧月ではなく天祥に向けられていた。

「華か天祥。この際だから言っておきたいことがある」

　静かに叱しかりつけるような声で、蒼刻が太子殿下を潔いさぎよく呼び捨てにする。

「自分が死んでも代わりは何人もいるとか、そういうことは口にするな。不愉快だ」

「……蒼刻？」

「あんたがだれのほうが自分より太子にふさわしい、だとか考えるのは勝手だが、華天祥という替えのきかない人間と付き合ってる身にもなってくれ。この珍ちん獣じゆうだの俺だのに好きで構ってくるのは、この世にあんたくらいしかいないってこっちは知ってるのに」

　敬語を置き去りにした口調での釘くぎ刺しに、天祥はめずらしく不意をつかれたようだ。

　その声が彼の心にしみ通るまで待つと、蒼刻はすばやく頭こうべを垂たれた。

「非礼をお許しください。罰でしたら如い何か様ようにもお受けします」

　どこかうれしそうな、はにかむような微笑みが、天祥のきれいな顔を彩いろどった。

「ならば罰として、君たちには一生私の友達でいてもらおうかな」

「望むところです」

　罰を受ける側とは思えぬ昂然とした顔つきで、蒼刻がすぐさま切り返す。

　君たちって、え、わたしも？

　朧月はうろたえ、蒼刻ほどの意志の強さは示せないなりに、おずおずと答えた。

「はあ。わたしなどでよろしければ……」

「君たちがいいんだよ。あ、ちなみに私の経験上、友情と恋情は両立できるから安心していい。今後も一緒に楽しもうね」

「……天祥さま」

　空気をあっさりと台無しにする戯言に、蒼刻が殴るのをこらえるので精一杯という引きつった表情でうめいた。
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　終章　ぎこちなく私は生きる







　雨雲が過ぎ去った空は、洗われたように青く澄んでいて、いつもよりも陽射しをきつく感じさせる。雨の日々の前よりも少しだけ夏の接近を感じさせる空気の中、二に胡この伸びやかな音ね色いろが、凹おう晶しよう渓けい館かんの窓から風にのって流れていた。

　――天てん祥しようの演奏だ。

　以前に何度か、蒼そう刻こくは彼の練習に居合わせたことがある。

　そのとき最初と最後に弾ひくのは決まって同じこの曲だったので、思い入れの程はなんとなく察していた。

『如風如雨』

　戦士の心に秘められた苦悩や哀あい切せつを、風や雨になぞらえて謳うたう曲だ。

　武闘派で、芸事に興味を示さず、弟の優等生ぶりには「おまえの笑顔は気味が悪い」「演技しすぎている」と苦言しかこぼさなかった先代の太たい子しが、唯ゆい一いつ好きだと言ってくれた曲なのだという。さっき初めて聞かされた。

　兄の幽ゆう鬼きには逢あえなかったけれど、この曲を届けて追つい悼とうするだけでもよかったのかもしれない。音楽なら、風に乗ってどこまでも行けるからね。そんなふうに言って。

　はじめからそう言わないあたり、やっぱり素直ではない太子殿でん下かだ。

（俺が言えた義理じゃないかもしれないが――）

（天祥さまの面倒くささも大たい概がいだな）

　先日、悪友の死に立ち会ったばかりの蒼刻には、未練がましいと斬きり捨てられる感傷ではなかった。身近にいる人が突然いなくなって、心の整理ができないまま気持ちを抽斗ひきだしに閉じこめて。だけどやはり、なかったことにはできない。

　それは、あたりまえの心の動きだ。

「いい演奏だな。二胡だけだと寂さびしそうだが」

「古こ琴きんでもあれば、わたしも演奏のお手伝いができたのかもしれませんけれど……」

　朧ろう月げつがぽつりと言う。

　玉ぎよく泉せん城じようから引き揚げて以来、悩み顔で部屋に引きこもっているのを見かねて、蒼刻が押し入ってきたところだ。

「おまえ、楽器なんか弾けたのか」

「部屋の中で一人でできる芸事でしたら、兄さまからいろいろと教わりました」

「引きこもれるのが最優先の習い事ってどうなんだよ」

　あきれてつっこむと、朧月はちょっと決まり悪げに付け足した。

「でも、幽鬼の魂たましいを慰なぐさめるのにもいいですし……」

「やっぱりそっち方面か」

「……も、申し訳ございません」

「謝あやまんな」

　黒髪の頭を手の下につかまえて、わしゃりとかき乱しながら、蒼刻は尊大に言う。

「なんの分野でも『極めれば華』って言うだろ。得意なことがあるのはいいことだ」

「でも、こんな力では――」

「俺が、いいことだって言ってるだろうが。おまえは根暗なんだから、うだうだ悩むな」

「…………はい」

　我われながら一方的な言いようだという自覚はあったが、朧月はそんな蒼刻に、はにかむように微ほほ笑えんだ。くすぐられている気分になる微苦笑は、それだけで蒼刻の胸の奥を妙に疼うずかせ、彼女の耳じ朶だに嚙かみつきたい衝動にかられる。

　目をそらしつつ、指先だけで朧月の耳朶をくすぐって自分の飢うえを満足させておいた。

　――天祥は明日には発たち、皇こう都とに帰還する予定だ。しかし蒼刻はこの珍ちん獣じゆうを黒こく烏う州に送り届けることになっている。

　だから、別れる前に、不ふ幻げんと情報屋を廊ろうに呼びだした。

「要するに、二人ともグルだったんですか」

　妙に意気投合しているな、とは思っていたが――と切り出すと、情報屋は若じやつ干かん決まり悪そうに手をひらひらさせた。

「いやいやいや、そこまで積極的には騙だましてないぜ少年。俺と将軍さまは二人とも、ぎりぎりまで機密と秘密を守っただけさ。ちなみに、機密と秘密の違いはわかるかい？」

　イラッときたので、とりあえず足を踏んでおいた。

　対照的に、不幻はさして動揺もせず、周りに集まっている猫や犬たちを順番に撫なでてあげながら説明を始めた。

「昨さく夜やのあれは、私と部下が追っていた馬ば賊ぞくだ」

「たしか、旭きよく東とう賊ぞくとかいう」

「正解。北部で結成された馬賊だが、最近、どこかに拠点を移した、と言われてた」

「移した先が、この黒烏州――睡すい蓮れん古こ城じようの周辺だったとわかったのは」

「俺の情報のおかげさ」

　情報屋が片方の目をつむってみせる。この胡う散さんくさい色いろ眼鏡めがね野郎は、数年前から不幻の部隊に馬賊の情報を売っていたそうだ。

「あの地下で死んでた先代頭とう目もくってのが、もともとこの街の出身で、しかも昔は玉泉城で戦いくさ働きをしたことのある傭よう兵へいでね。長らく使われなくて忘れ去られていたあの隠し部屋を見つけて、自分の蔵代わりに使ってたそうだ」

　その後、職にあぶれた傭兵は馬賊に身を落とし、腕を活かして頭目に成り上がる。だが一生馬賊を続ける気はなかったらしく、あちこちで掠りやく奪だつをしては、稼かせぎをせっせとあの地下に隠していたそうだ。

　しかし、稼ぎの分配に不満を持っていた――どうやら頭目だった済さい川せんが大半をもらっていくやり方だったらしい――部下たちが、ある日、稼ぎを隠しにきた頭目を追って、あの城で撫で斬りにした。

　しかし、代わりに頭目になった女の下、済川が死んだのをいいことに財物をいただこうとしても、なぜか扉が開かない。

　皆で代わる代わる、あの地下の扉を開ける方法を探っていたときに、何も知らない蒼刻たちがやってきてしまった、ということのようだ。

「黒烏州は、馬賊とはあまり縁がない。州の建て直しに手一杯で、馬賊取り締まりにまで予算を回せていない。だが、私の軍が大挙して動くと、敏感に察して逃げられる可能性がある」

「だから、呂りよ将軍が単独で討とう伐ばつに来たと？」

「正解」

　一いつ騎き当とう千せん、最強、の肩書が比ひ喩ゆではない不幻ならではの荒あら業わざだ。

「いや。蒼刻もいると知ってたから、取り逃がすことはない、と踏んだ」

「そうですか」

　褒ほめ言葉を、蒼刻はあまり真まに受けずに聞いた。不幻には一度も勝てたためしがないので、つい気持ちがそうなってしまうのだ。

　普段は天然で動物好きののんびりした性格で、副官に雑務をほとんど丸投げしているとまで言われる不幻も、やはり護ご花か七将軍である。平然とした顔で、腹に一いち物もつを抱かかえる。

「じゃ、呂将軍がここに来たのは、太子殿下の護衛よりもそっちが主おもだったんですか」

「どちらも大事。それと、視察の必要性もあった。一石三鳥」

「視察？」

　護花七将軍が視察。どう考えても、平和な理由の気がしない。

　不幻は淡たん々たんと言った。

「蒼刻。君は近いうちに、護花七将軍に正式に任命される。双そう璧へきがそう言っていた」

　不意打ちに、蒼刻はゆるやかに瞬く。

　もろもろの理由で着任を保留されてはいたが、国軍を統すべる双璧と呼ばれる二人がその気になれば、いつ任命されてもおかしくない状態だったので、大きな驚きはない。受けていいものか、迷いはあっても。

　問題は、なぜ双璧が今「その気」になったかだ。彼らは理由のないことはしない。

　そして、空位だった国軍の司令塔の座を埋うめる理由など、絶対にロクなものではない。

「――呂将軍、まさか……」





◇◆◇






　凹おう晶しよう渓けい館かんに客人が訪れたのは午後のことだ。

「太子殿下がお越しになったと聞いた時点で、私には嫌いやな予感しかなかったが――まあ、無事に済んだのでよしとしよう」

「はあ……。申し訳ございません、兄さま」

「そなたを責めてはおらぬ。面おもてを上げよ、朧ろう月げつ」

　淡々と言うのは、黒こく烏う州刺し史しにして朧月の異い母ぼ兄けいである、玄げん静せい心しんだ。

　しんとした冷たさを感じさせる整った面おも差ざし。鴉からすの濡ぬれ羽ば色の髪が、淡あわい灰はい緑みどり色の袍ほうによく映える。質素ながら仕立てのいい衣い裳しように、腰帯も凝った刺し繡しゆうのものを合わせたのは、太子殿下にも会うことを想定したからだろう。

　兄の隣に座らされた朧月は、長なが椅い子すの上で小さくなった。

「お騒がせしました……」

「まったくだ。ここの亭てい長ちようは七十歳を超えているのでな、此度こたびの件を知ったらぽっくり逝いくのではないかと若干心配したぞ」

「え!?　それで、亭長さまは……どうなったのですか？」

「意外とへこんでおらぬ。鎖さ翠すい橋きようを守っていた保警団が、馬賊にやられて重傷を負おったこと以外は、とりたてて被害もないのでな。むしろ馬賊が退治されたことを記念して、護花七将軍まんじゅうや馬賊よけの守り袋を売りだしてもいいか、と訊きかれた」

「……斬ざん新しん、ですね」

　なんの記念なのかはさっぱり意味不明だが、商しよう魂こんがたくましいのはいいことだ。黒烏州の復興はまだ完全ではない。

「あとは太子殿下から直じき々じきに、この城市の観光を薦すすめるお言葉でもいただければ、その経済効果で騒ぎの被害くらいは相そう殺さいできる、とのことだ。物語本の執筆がご趣味という公こう主しゆさまに、この城市を舞台にした恋愛活劇でも書いていただければ、なおよし」

「…………あんたはどうしてそう上から目線なんだ」

　深々とため息をついたのは蒼そう刻こくだ。

　静心はにべもない。

「これが自然体だが、何か」

「何って……いやもうなんでもない」

　つっこむだけ体力の無む駄だという気がしてきたのか、蒼刻が額ひたいを押さえる。

　そんな彼をよそに、静心は朧月の頰ほおを撫ぜながら問いかけた。

「けだものの群れの中で、厄やつ介かいな想いはしなかったか？」

「けだもの……ですか？」

　むしろ珍獣扱いされているのは、自分のほうなのだが。

「わからぬのなら、それでもよかろう。後で白びやつ虎こどのや星せい彩さいに聞く」

　静心は息をつき、じゅうたんの上でいちゃいちゃしている白虎と幽鬼に目を向ける。二人はにんまりと笑った。

　戸惑う朧月を置き去りにして、煙管キセルをいじりながら静心はため息まじりに続ける。

「しかし太子殿下とはな。我々の州は皇都から忌いまれているのだと思っていたゆえ、最初はガセネタとばかり」

「――玄静心」

　さえぎるように呼んだ蒼刻を、静心は逆に、責めるような冷たい目で見返した。

「なんぞ？　我が妹の気持ちを案じておられるのなら、余計なお世話だ。朧月よ、そなたも底抜けの阿あ呆ほうではないのだから、察してはいるのだろう？　――先代の太子殿下がここで足跡を途絶えさせたために、不吉な土地という謗そしりを受けたことくらいは」

　朧月は小さな声で「はい」と答えた。

　静心や蒼刻に気遣われるまでもない。この身を取り巻く噂うわさがおどろおどろしいのは、幼い頃からのことだ。今さらひとつ増えたところで、落ちこみはしない。

　大丈夫です、という気持ちをこめて蒼刻の左目を見返すが、彼はなぜか目をそらした。

「それで、玄静心。あんたはどこまで事情を知ってるんだ？」

「どこまで、とは」

「それは――」

「貴殿は意外に遠回しな男だな。太子殿下のみならず、護花七将軍の御一方までもが護衛という名目で訪れた意味ならば、私の地位にいれば想像はつく」

　静心は無造作に続けた。

「いずれ来る、戦の前準備でもあるのだろう？　黄こう巾きん賊ぞくを討うつための戦場になるかもしれない州を視察に来た、そんな内部事情ではないのか」

　え、と朧月は息が一瞬止まった。

「あんたは有能だな」

　どこか皮肉っぽい褒め言葉が、静心の推測は正解なのだと遠回しに告げている。

　黄巾賊――

　蒼刻とも朧月とも因縁のある、張ちよう宝ほうという道どう士しが率いる武装集団だ。

　神しん華か国の体制に反抗し、あまつさえ皇都にまで破壊と混乱をもたらした彼らが、いずれ討伐されるのは予想できたことだ。それでも、衝撃を受ける。

「黄巾賊の動きは私のほうでも目を光らせていた。だが協力する予算はない」

「金の話から入るのが、実にあんたらしいな」

　二人が話を続けるのをよそに、朧月は膝ひざの上で、ぎゅっと手を握にぎった。なぜなのか、自分もその流れに巻きこまれていく予感が、胸をざわつかせて仕方がない。

　――『俺が、いいことだって言ってるだろうが』

　あの言葉で、ほっとしていたのに。

　蒼刻に引っ張り出されない限り外に出たくない自分が、どうしてそんな予感で不安にならなければならないのか、このときはまだ見当もつかなかった。











〈了〉










　あとがき




　はじめましての方もそうでない方も、こんにちは。

　主人公の困った顔のカバーイラストが目印――『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん　二人は一触即発！』をお手にとっていただき、まことにありがとうございました。

　まるで２巻のような副題なのに、３冊目で失礼いたします。実は、副題に出ている数字２＋１＝３なので３巻という意味を隠してあります！　……即座にピンと来た方も多いかと思いますが、もちろんたった今考えたこじつけです。

　さて、今作は原稿作業中、ホラーな出来事がありました。真夜中に電話がかかってきたので、びくびくしながらとってみたのですが、なぜか無言。しかし耳を澄すませると、受話器の向こうからボソボソと、「絶対に逃がさない」と繰り返す女の声が――

　こえ～!!

　…………。

　…………こんなネタばかり日々真剣に考えていて申し訳ありません。

　食事の際に「わあ、コーンがこーんなに入ってる。ラッキー！」程度の発言をするのが通常運転になっているのは、我ながらいかがなものかと思います。

　ちなみに『双界幻幽伝』の奇数巻は作者が笑えない冗じよう談だんを飛ばす、などというお約束はありませんので、今後はご安心ください。加えて、深夜に電話があったのは事実ですが、ただの平和な間違い電話だったことも白状しておきます。

　

　そんなこんなで前巻はホラー風味やシリアス要素を思うぞんぶん出したりもしたので、今作は気分を変えたつもりで、あれは気のせいだったんですよ！　という、あ・かる～くてまったりとした雰ふん囲い気きを目指したのですが、いかがでしたでしょう？

　新顔に天然素材武将や恋するお兄さんを加えつつ、太たい子し殿下がフリーダムといいますか半開といいますか。ボケの人数に対して深刻なツッコミ不足なので、蒼そう刻こくがそろそろ胃をこわすかもしれません。朧ろう月げつが心労で倒れるのが先だと思いますが。

　そういえば、恋するお兄さんの片想い？　の相手がだれなのかは、担当編集様にはいともあっさりバレました。

　しばらくして「……あ、よく考えなくても消去法だったか」と気づきましたが、バレた当初は物書きとして負けた気分になってしまったものです。まあ、すぐにバレてもいいような伏線だったので、読まれる際はあまりお気になさらないでください。

　そして今作では私のプロットに計画性が足りなかったせいで、影くらいしかお見せできなかった蒼刻サイドのお家事情もお話はできておりますので、ゆくゆくはお送りできたらよいなあと思います。三兄弟やお父さんの設定はとりあえず作ってありますので。

　

　担当編集様、くまの柚ゆず子こ様はじめ関係者の皆様には、私の原稿が遅くてご迷惑をおかけしております……申し訳ございません！　いろいろとフェアなどの企画を展開していただき、感謝の念に堪たえません。本当にありがとうございます！

　リニューアルだよ！　ビーズログ文庫！　の公式サイトの作品紹介ページをご覧いただけると、『双界幻幽伝』関連情報がまるっとまとめられているそうなので、暇ひまで暇で倒れそうなときにはぜひ。などと言いつつも、くまの先生がお描きくださった『双界幻幽伝』ダイジェスト漫画や、番外編ショートストーリーなども掲載予定だそうですので、正直に申し上げますと熱くお奨すすめしたい心意気です。ぜひぜひぜひ！　くらいの勢いで。

　

　そんなこんなで今回は引きこもりのくせに観光地なんぞに行ってしまったけしからん主人公なので、今後はもっと気合を入れて引きこもらせるよう心がけつつ、皆様にまた読みたいと思っていただけるような作品をめざして、精しよう進じんしつづけたいと思います。

　それでは、今作をお手にとっていただき、ありがとうございました！


　木き村むら千ち世せ
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著者

木村千世

Chise Kimura




ここだけの話（？）ですが、『双界幻幽伝』の出発点は「ホラーが書きたい」でした。

前作『アルビオンの夜の女王』が英国風舞台でモンスターだらけなのに、結局幽霊を出せなかったなぁ、と思ったのもありまして。

↓自作の番外ＳＳなどをご用意しています。

お暇なときにでもどうぞ～。




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/
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くまの柚子

Yuzuko Kumano




今度はヘッドロックなカバーにしてみました。

これからも朧月ちゃんには

毎回大変な思いをしてもらおうと思ってます♪

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/







電子版　ビーズログ文庫


双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん




二人ふたりは一いつ触しよく即そく発はつ！




著者／木き村むら千ち世せ

イラスト／くまの柚ゆず子こ




2013年9月13日電子版（EPUB3）ver.1.0制作


発行者　浜村弘一

発行所　株式会社 エンターブレイン

http://www.enterbrain.co.jp/

デザイン　永野友紀子（Zapp!）




(c)2011 Chise KIMURA

PUBLISHED BY ENTERBRAIN, INC.

本電子書籍はビーズログ文庫『双界幻幽伝　二人は一触即発！』

（2011年11月25日発行　初刷）を元にして制作しております。




[image: ]



item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p019.jpg





item/image/p057.jpg
5%,

4 (AT

¢






item/image/p012.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章　太子殿下と秘密の戯れ



		第一章　正しく微笑む仮面の下は



		第二章　噓は言わず、真実も言わぬ



		第三章　大事なものは目蓋の裏側



		第四章　花が落ちる無人の城砦



		第五章　雨と夢のあとに



		第六章　満ちては欠けてゆく希望



		終　章　ぎこちなく私は生きる



		あとがき



		奥付











item/image/p072.jpg





item/image/p026.jpg





item/image/p091.jpg
6o

ooe

KRR H10=

=]

= | M
g == = |§ AN
: [N TRl YENR]
‘,,,\\W N ) EEN N e O
—oed | DS -
- o B

KB R B IO RRRK <o





item/image/p006.jpg
#

g & i

WBEOXF, (¢ \‘!
ACHBEERED,

BL2ELTVT 4

NEDSINS DHKEFE.

. = /
BAOTHMRRIK. /
53 < i L L

= T 155K
NN N





item/image/p007.jpg





item/image/p005.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/p040.jpg





item/image/p085.jpg





